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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昔々ある処ところに小さな小さな王国が在りました。


　領りよう土どは小さく資し源げんも少なく決して豊かとは言えない国ではありましたが……王国は代々賢かしこく優やさしい王様が治めていて国民は慎つつましくも平和な暮くらしを送っていました。


　しかしある時──王様の許もとに恐おそろしい魔ま神じんがやってきて言いました。


「王よ。小さく貧まずしい国の王よ。毎年俺おれ様さまに十人の男女を生いけ贄にえとして差し出すが良い」


　それはとんでもない要よう求きゆうでした。


　国民は国の礎いしずえです。国民無くしては王族も貴き族ぞくもありません。だから『決して国民を蔑ないがしろにするなかれ』──それは代々王家に伝わる家か訓くんでありました。


　けれど魔神はその醜みにくい顔を歪ゆがめてにたりと笑いながら言いました。


「無む論ろんタダとは言わぬ。生け贄を差し出せばその度たびに俺はお前の望むモノを何でも一つ与あたえてやろう。お前からの貢みつぎ物に対する俺様からの贈おくり物という訳わけだ」


　魔神が言うにはそれはモノであるのならば何でも良いとの事でした。


　大量の金きん塊かいでも。


　雄ゆう大だいな宮きゆう殿でんでも。


　絶ぜつ世せいの美女でも。


　至し高こうの美食でも。


　あるいは──


　空を飛ぶ絨じゆう毯たんでも。


　歌を謡うたう絵画でも。


　山を斬きる魔ま剣けんでも。


　夢を操あやつる錫しやく杖じようでも。


　それがたとえ、今までに誰だれも見た事も聞いた事も無い魔ま法ほうの道具であろうとも構かまわないと魔神は言いました──毎年十人の生け贄と引き替かえにそれを与えると。


「王よ。お前は何もする必要は無い。ただ『承しよう知ち』とのみ答えよ。さすればお前は毎年十人の国民を代だい償しようとして望みのものを手に入れる。誰がその十人に選ばれるかはその時になってみないと分からない。俺様にもお前にも分からない。俺様にもお前にも選べない。偶然と運命だけが生け贄を選び得えるのだ。公平であろう？」


　魔神は真っ赤な口を開けて笑いました。


　人間の何倍も大きなその口には、鮫さめの様に鋭するどい牙きばが何十本何百本と並んでいるのが見えました。きっと魔神は生け贄となった男女を、生きたまま頭からばりばりと食べてしまうに違いありません。何と恐おそろしい事でしょうか。


　誰もが皆みな──当然、王様は魔神の申もうし出を断ことわると思っていました。


　王様は頭が良い人でした。それにも増して優しい人でもありました。いつも家訓を守り、国民の事を何よりも大事にしている人でした。少なくとも自分の私し利り私し欲よくの為ために、国民を生け贄に差し出す様な真ま似ねをする人ではありません。


　だから残ざん忍にんな魔神の申し出に、怒おこる事や嘆なげく事はあっても、受け入れる事など万に一つも無い筈はずだ──と誰もが思っていました。


　けれど……


「分かった」


　しばらく考えた末に──あろう事か頷うなずいて王様はこう言いました。


「魔神よ──承知した。そなたとの取引に余よは応おうじよう」


　驚おどろいたのはその言葉を間ま近ぢかに聞いていた大臣達でした。


　大臣達は先まず自分の耳を疑うたがいました。そしてその言葉が聞き間ま違ちがいでないと知ると王様の正気を疑いました──王様は恐ろしい魔神を前にして恐きよう怖ふの余あまり頭がおかしくなってしまったのではないかと。


　大臣達は口々に王様を諫いさめました。


「王よ。我われ等らが王よ。どうか落ち着いてよくお考えください」


「今からでも遅くありませぬ。魔神との取引をお止やめください」


「毎年十人もの国民を生け贄に差し出すなどとんでもない」


　けれども王様はいつもと変わらぬ落ち着いた表か情おと口こ調えで言いました。


「大臣よ。よく汝なんじ等らこそ考えよ。我等の務つとめは何であるか？」


　すると大臣達は口を揃そろえて言いました。


「王よ。考えるまでもありますまい。我等の務めとは国民に平和で豊かな暮らしを与える事です。我等の権けん能のうはその為に国民より託たくされたものでありますれば」


　大臣達の答えに王様は大きく頷いて言いました。


「そう。だからこそ我は魔神との取引を受け入れたのだ」


「王よ。我等には王のお考えが分かりません」


　大臣達は途と方ほうに暮れてしまいました。


　王様の言う事が大臣達には分かりません。生け贄を捧ささげて王様の望みを叶かなえる事がどうして国民の為になるのかが全まつたく理り解かい出来ないのです。


　困こまり果はてた大臣達に王様は言いました。


「人は死ぬ。どうあってもいつか死ぬ。その事実に優ゆう劣れつは無い。王族も貴族も庶しよ民みんも変わらず必ず死ぬ。それを無くす事は出来ない」


「王よ。それは自然の摂せつ理りでありますれば仕方の無い事」


「されど大臣達よ。例えば城じよう下かで流行はやり病やまいが蔓まん延えんしている時に、その病をたちどころに治す薬を魔神に要求したとすればどうなる？」


　そうです。


　人間はいつか必ず死にます。死なない人間は居ません。長命も短命も読んで字の如ごとく死の訪おとずれが遅おそいか早いかの違いでしかありません。だから毎年──王国でも老ろう若にやく男なん女によ何百人何千人が死んでいきます。王様がどれだけ国を平和に治める事に心を砕くだいたとしても、国民は必ず死んでいくのです。


　事じ故こで。病気で。犯はん罪ざいで。自殺で。


　そこにたった十人が追加されたところで大差ないでしょう。偶ぐう然ぜんによって増えたり減へったりする幅はばの内に含ふくまれる程てい度どのものでしかありません。


　けれど……例えば王様の言った様な薬がもし在れば。


　病に苦しむ何百人という国民が死なずに済すむ事になるでしょう。何百人という国民が救われその家族や子孫までも含ふくめれば何千人何万人という人々が救われる事になるでしょう。


　また──


「大臣達よ。例えば隣りん国ごくが攻せめてきた際さい、自ら動いて戦い隣国の兵士達を退しりぞける様な、鋼こう鉄てつの兵士人形の軍隊が在あればどうなる？」


　そのお陰かげで何百人何千人という人々が戦場に立たずに済むでしょう。


　それどころか、『鋼鉄の兵士が居るのであの国を攻めるのは無理だ』という評ひよう判ばんが広まればそもそも戦争を仕し掛かけようと言う無む謀ぼうな国は無くなるかもしれません。そうすれば罪つみの無い他国の民たみも死を免まぬがれる事が出来ます。


　更さらに──


「大臣達よ。例えば自ら馬車よりも速く動いて、馬車よりも沢たく山さんのものを一度に運べる車が在ればどうなる？」


　一見すればそれは人の生死には関係の無い事かもしれません。


　けれどそれだけ便べん利りになれば、国の中で色々なものをあっちへこっちへと簡かん単たんに運べる様になるのです。例えば東の荒こう野やで飢うえている人々の許に、西の海岸で余あまって海に棄すてていた作物を腐くさる前に運び届とどける事だって出来る筈です。例えば北の村で仕事が無くて困こまっている人を、人手不足で困っている南の街まちへ送り届ける事も簡単になる筈はずなのです。


　そうなれば人々の暮らしはより豊かになり貧しくて死んでいく人の数は減へるでしょう。


「大臣達よ」


　王様は以前と変わらない穏おだやかな口く調ちようで言いました。


「一人の死を惜おしんで十人の死を見み逃のがせば我は暗あん君くんの誹そしりを免れまい。流された生け贄の血を我は無む駄だにはせん。魔神に捧ささげられし十人の若い男女は、千人の、あるいは万人の人々を救うだろう。その為ならば余は敢あえて冷れい酷こくにも残ざん忍にんにもなろうぞ」


　大臣達は王様の深い深いお考えにとても感じ入って、もう誰も王様に文もん句くを言ったりはしませんでした。


　こうして──王様は魔神と毎年取引をし、その贈り物を得た王国は栄さかえ、人々の暮らしはどんどん豊になっていったという事でした。


　…………


　…………


「それでおしまい……なの？」


　飢えと寒さに小さく震ふるえながら幼おさない彼は首を傾かしげた。


　彼は聡そう明めいな子だった。


　王国が栄えたのは良い事なのだと分かる。


　同じ十人が死ぬのならば、無駄に死ぬよりも無意味に死ぬよりも、百人を生かし救う事の出来る『意い義ぎ在ある死』の方を選ぶべきだとする考え方も、おぼろげながら理り解かいは出来た。


　けれども──


「やっぱり十人の男の人とか女の人とかが殺されるんだよね」


　無差別とはいえ確かく実じつに十人の男女が毎年生け贄に供きようされる。


　その事実は全く変わっていない。


　救いが在るのはそれが百人千人を救う為ための尊とうとい死であるというただ一点でしかない。


　それは確かに意味の在る事なのだろう。


　だが……もし自分がその十人の一人に選ばれたらと思うと、彼は納なつ得とくする事が出来なかった。やはり彼は死にたくなかった。死ぬ事は怖こわかった。たとえ自分一人の死が十倍百倍の他人を救うのだと言われても、それは彼にとっては何の救いにもなりはしなかった。


　母は──僅わずかに困った表情を笑え顔がおに混まぜて言った。


「ソーセージ」


「……え？」


「ソーセージ……好きでしょう？」


「うん。大好きだよ。美お味いしいもの」


　彼と母──親一人子一人の貧しい生活。その日の糊こ口こうを凌しのぐのが精せい一いつ杯ぱいの二人にソーセージやハムを含ふくめ肉類など滅めつ多たに食べられるものではない。だからこそごくごくたまに口にする事の出来るソーセージは彼にとって最高の御ご馳ち走そうなのだった。


「でもそれは」


　母は憐あわれみを含ふくんだ微び笑しようで言った。


「牛さんや豚ぶたさんを殺してお肉にしたものなのよ」


「…………」


　彼は言葉に詰つまった。


　ソーセージが肉で出来ているのは知っていた。


　肉が生き物の身体の一部だという事も知っていた。


　だが幼い子供にありがちな楽らつ観かん的てき思し考こうから──彼はそれまで二つの事実を繫つなげて考えた事は無かった。事じ実じつの先に在るものについて明めい確かくに意識した事は無かった。自分が食べているものとて何かの『死』──つまりは『犠牲』の上に成り立っているものなのだとは。


　牛や豚は殺される。


　その肉をソーセージにする為に。彼の大好きなソーセージを作つくる為に──彼が美味しいと思うその食べ物を作り出す、それだけの為に牛や豚は殺されるのだ。何も知らずに育てられて人間の都合と嗜し好こうによって殺される。


　それは確かに人間を育てる糧かてにはなるだろう。


　だがそれが牛や豚にとって慰なぐさめになるのだろうか？


「…………ソーセージを食べるのは悪い事なの？」


「違うの。ソーセージだけではないの。人間は、生き物は、何かを食べなければ生きていけないの。それは植物でも動物でも同じなの。植物だって生きているの。それを人間は刈かり取って、粉こなにして、焼いて、パンを作っているのよ」


「…………」


　そう言われれば途と端たんに自分がひどく罪つみ深ぶかい存在の様な気がした。


　自分の存在は大量の犠牲の上に成り立っている。


　ただ今日の糧を口にするだけでもそこには一つの──場合によっては何百、何千、何万の死が潜ひそんでいる。そう思うだけで彼は眩暈めまいがした。自分はなんて浅ましい生き物なのだろう。死をついばまねば生きていけない怪かい物ぶつだ。


　恐おそらく──彼の表情が強こわ張ばった意味に母は気付いたのだろう。


　彼女は優やさしく笑いかけながら言った。


「神様がね。人間に『生きなさい』って言ってそうした諸もろ々もろの命を与えてくださったのよ。牛さんや豚さんや羊さんも、神様が、そうして人間に与えてくださったのよ」


「でも……」


　異い論ろんを口にする息子に上から覆おおい被かぶせる様にして母は言った。


「だからきちんと神様と、それからカールの為に死んでお肉になってくれた牛さんや豚さんに感かん謝しやしないとね」


「……感謝すれば……いいの？」


「そう。私達は食べなければ生きていけないの。だからそれは仕方の無い事なの。その事を悲かなしんだり恨うらんだりしてはいけません。ちゃんと感謝して──その事を受け入れなければいけないのですよ」


「…………分かった……」


　彼は頷いた。


　そう──確かに食べなければ人間は生きていけない。


　人間だけではない。他ほかのどんな生き物だって食べなければ生きていけない。水と光だけで育っている様に見える植物ですらもが、肥ひ料りようという形で生き物の死し骸がいを栄えい養ようとして取り込こんで行く。生命とはそうしたものだ。常つねに何かが何かを犠ぎ牲せいにして生命いのちは成り立っている。例外は無い。


　だからそれは仕方の無い事。


　悲しんでも怒おこっても憎にくんでもどうにもならない。生命の在り方の否ひ定てい──犠牲とそれに支えられる存在の否定は、最終的には自分自身の存在をも否定してしまう事になる。


　だから受け入れるしかない。


　そういうものなのだと。


　母は幼い彼にそう説といた。


　しかし……


（……でも母さん）


　彼は心の底で呟つぶやく。


（じゃあどうして……人は死ぬ事を怖おそれたり悲しんだりするんだろう？　どうして誰だれかの犠牲になって死んでしまう事を怖がったり悔くやしがったりする様に人間は出来ているのかなあ……？）


　植物は多分……喰くわれても泣くまい。


　人間も、たとえ何かの生け贄にされたとしても、誰かの繁はん栄えいの犠牲にされたとしても、それを当然として心安らかに死んでいけるのなら……良かったのに。むしろ生け贄にされる事を喜べる様な気持ちが最初から在ればこんなに苦しまずに済んだのに。


　どうしてそもそも死への恐きよう怖ふや生への執しゆう着ちやくが人間には在るのだろう。


（……どうして……）


　考えると彼は恐ろしくて恐ろしくて泣きたくなった。


　考えれば考える程ほどに徒と労ろう感かんと虚きよ無む感かんに苛さいなまれて彼はいたたまれなくなった。


　生命とは元々そういうものなのだから。


　神様がそういう風に決めてしまっているのだから。


　だからどうしようもない。


　でも……ならばどうして神様は人間に恐怖などという気持ちをも与えたのだろう？


（こんな気持ちが無ければ……きっと）


　ずっとずっと穏おだやかに人は暮らせたのだろうに。


　無む論ろん……聞き分けの良い母想おもいの息子であった彼は、無意味な質問を母に浴あびせて困らせる様な事は無かった。恐らくそれは母に問い掛かけても納なつ得とくのいく答えは得られない類たぐいの疑問であると、本能的に悟さとっていたのだろう。


　そう。彼は頭の良い子供だった。


　だから……


（……人は…………）


　五年後に母が病やまいで亡なくなるまで──彼がこの話を蒸むし返す事は二度と無かった。
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　街まちの夜や景けいを揺ゆるがす轟ごう音おんと共ともに、空中で爆ばく炎えんが弾はじけた。


　衝しよう突とつする攻こう撃げき魔ま法ほうと攻撃魔法。


　奇くしくも共に使用呪じゆ文もんは『第一の劫ごう火か』──〈ブラスト〉。


　攻撃魔法としては基本中の基本である。対人戦せん闘とう用ようとして見た場合、その破は壊かい力りよくは明らかに過か剰じよう──命中すれば確かく実じつに相手の生命を奪うばい去さる文字通りに必ひつ殺さつのものとなる。元は対たい装そう甲こう車しや輛りよう用ように記き述じゆつ開かい発はつされた軍用の魔法ソーサリイであり、無む限げんともいうべき復元能力を持つ魔族メレヴエレントですらも、急きゆう所しよに命中すれば一いち撃げきでその生命を絶たつ事が可能だった。


　だが──


「──！」


　レイオット・スタインバーグは爆ばく風ふうと衝しよう撃げきを避さけて跳とび下がる。


　彼の放った攻撃魔法〈ブラスト〉は想そう定ていしていた位置よりも遥はるかに手前で発はつ現げんしていた。


　元々……魔法は相そう互ご干かん渉しようを起こし易やすい。


　そもそも魔法とは行使者の認にん識しきを現実事じ象しように転てん換かんする技能である。意識内の仮か想そう領りよう域いきに魔法回路として構こう築ちくされた事象誘導機関フエノメナイズ・エンジンが、現実の事象に干渉して空想を現実に引きずり出す。


　だが認識は人間の数だけ存在し……それに対して干渉対たい象しようである現実は一つしかない。


　故ゆえに同時に至し近きん距きよ離りで、しかも同じ系けい統とうの現象の具ぐ現げんを目的とする事象誘導機関が稼か働どうしていた場合、事象誘導機関同士が物理界面に顕けん現げんする優ゆう先せん順じゆん位いを争って相互干渉を起こす事になる。


　その結果がどういう形で顕あらわれるかは──実は魔法士達にも分からない。


　魔法同士が打ち消し合って対たい消しよう滅めつする場合も在れば、共きよう鳴めいの様な現象を引き起こして当初想定されていたものの数倍に及およぶ効果を発はつ揮きする場合も在る。ごく稀まれな例ではあるが全く当初の魔法とは別の──予想だにしなかった現象として発現する場合も在る。


　今回はその発現位置がずれる事になったのだ。


「──なるほど？」


　石いし畳だたみの地面に身を沈しずめて爆風をやり過ごしながらレイオットは呟つぶやいた。


　言うまでもなく今の彼は愛用のモールド〈スフォルテンド〉を装そう着ちやくした状態である。


　魔法士用特とく殊しゆ拘こう束そく装そう甲こう服ふく──通つう称しよう『モールド』。


　それは未まだ戦いが剣けんや槍やりによって行われていた時代、騎き士しが帯おびていた、板金鎧プレート・メイルを彷ほう彿ふつとさせる。鋼こう鉄てつを強きよう制せい的てきに人の形に添そわせる事で造り上げられる異い形ぎようの人型であった。


　だが……かつての騎士の鎧よろいと異ことなり、そこに装そう飾しよく性せいは皆かい無むである。機き能のうがそのまま形状として顕れたかの様な、無ぶ骨こつな金きん属ぞく部品によって頭とう頂ちようから足あし下もとにまで覆おおい固かためられたその姿は、ひどく威い嚇かく的てきで──しかし同時に研とぎ澄すまされた刃は物ものの如ごとく、何ど処こか禁きん欲よく的てきでひたむきな美しさが備そなわっている。


　それは現代に生きる魔法使い達の装しよう束ぞく。


　不用意に魔法を使えば人間である事を辞やめねばならないこの時代において、人間を人間である事に繫つなぎ止める為ための鋳型モールド。特にレイオットの着用する〈スフォルテンド〉は戦闘用に特とつ化かしたタクティカル・モールドと呼ばれる種類のものであった。


「見み掛かけによらず攻撃魔法は正せい統とう派はか？」


　レイオットは何処か興こう奮ふんを含ふくんだ口調で言った。


　一撃で人間を爆ばく砕さいする程ほどの破壊力をぶつけ合いながら、しかしこの戦闘専門の魔法使い──戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストには、この状じよう況きようを愉たのしんでいるかの様な様子がある。普ふ段だんはひどく気け怠だるげな空気を漂ただよわせているだけに、戦闘の愉ゆ悦えつに滾たぎるその様子は大きな落差を生んで目立つ。


「…………」


　相手は──無む言ごん。


　それもまた異い形ぎようの存在だった。


　だがレイオットの〈スフォルテンド〉が未だ人型の範はん疇ちゆうに収まるのに対し──相手の帯おびるその鋼鉄は『人』の範疇を大きく逸いつ脱だつした輪りん郭かくを示しめしていた。


　既き存そんの概がい念ねんの中に最も近いものを探さがすとすれば、神話や伝説の領りよう域いきに踏ふみ込こむ事になるだろう。それは未だ大おお真ま面じ目めに神が現実のものとして語られていた時代……人じん智ちの及およばぬ荒こう野やや森林や海洋の奥おくに存在すると信じられていたものだった。


　上半身は人間。下半身は──馬。


　まるで馬の首を切り落とし、やはり両足を切り落とした人間を接つぎ木の如ごとく無む理り矢や理りに繫つないだかの様な、奇き怪かいな形状。共に哺ほ乳にゆう類るいでありながらも、結果的に三対つい──昆こん虫ちゆうの如く六本の手足を持つに至いたったその姿を、異形と呼ばずして何と呼べば良いのか。


　だが──そこには何な故ぜか均衡が在った。


　無理に異ことなるもの同士を繫ぎ合わせた形状であるにもかかわらず、その輪郭にはある種の優ゆう美びささえ在った。人馬一体という言葉が在るが──優すぐれた騎き手しゆと騎き馬ばがまるで一つの生物であるかの様に一体感を醸かもし出すのと同じく、この人と馬の合成物の形けい状じようには奇き妙みような一体感が在った。


　異形ではあるが決して醜しゆう悪あくではない。


　しかもそれは生物ではなかった。


　その表面は全すべてレイオットのモールドと同じく、鎧状の鋼板によって覆われている。剣と槍が幅はばを利きかせていた中世の戦場では、馬にも装そう甲こうを被かぶせる事があった様だが──それを更さらに徹てつ底ていさせた様な印いん象しようが在る。やはり生身の肌はだが晒さらされている部分など頭頂から爪つま先さきまで何ど処こにも無く、見方によってはまるで様さま々ざまな鋼鉄の部品を搔かき集めて造り上げた前ぜん衛えい芸げい術じゆつの様な印象すら在った。


　人の姿を半なかば以上棄すててはいるが──そこにはモールドと類るい似じの点が多数見受けられる。


　とはいえ……


（まさか中にあのままの形の生身が居る訳わけじゃないだろうしな……）


　相手の様子を窺うかがいながらレイオットは考える。


『呪のろった者を魔ま族ぞく化かさせる』と噂うわさされる謎なぞの異形の存在──俗ぞく称しよう〈黒くろ騎き士し〉。


　その正体は不明である。だがまさか本当に半人半馬の肉体を持つ魔法士が居る筈はずも無い。無論、魔族化してしまった魔法士は人間の姿を大きく逸脱した肉体を持つに至いたるが、その場合には改めてモールドを装着する筈も無い。魔族は基本的に狂きよう気きに支配された怪物であり理り性せい的てきな行動を採とる事は殆ほとんど無いからだ。


（となると……）


　恐おそらくは何らかの方法であの四本脚あしを制せい御ぎよしているだけで──実じつ際さいには普通の人間が中に入っているのだろう。魔法を使ってきた事からもそれは間違いない。


　伝でん統とう工こう芸げい品ひんの中には発条ゼンマイで本物の様に動く馬の人形なども存在するが、少なくとも魔法の完全機械化は実現出来ていない以上──〈黒騎士〉の中が全て自動機械の類たぐいという事も有あり得えない。


　まして……


（いくらなんでも機械制御であそこまでは出来ないだろうし……一体どうなってんだ？）


　レイオットが見る限り〈黒騎士〉の動きは機械的なものではない。生きた馬そのものの──いやそれ以上に滑なめらかな動作をしてのける。歯車や発条といった機械部品の組合せだけでああも複雑な動きを、しかも幾いく通とおりも臨りん機き応おう変へんにして見せる事が出来るとは到とう底てい思えなかった。


（いや……もしかするとこいつ……）


　レイオットは〈黒騎士〉と睨にらみ合いながら考える。


　時と処ところは──深夜の街がい路ろ。


　辺りに人影は見られず、風景を塗ぬり潰つぶそうとする夜の暗あん黒こくを、街路沿いに並ならべられた街がい灯とうが辛かろうじて追い払っている。世界を塗り潰すのは、闇やみよりやや手前の中ちゆう途と半はん端ぱな灰色。この為か、昼間と同じ街の風景であるにもかかわらず──見えるもの全てが何ど処こか古びてくすんだ様な雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


　何処か遠くでサイレンの音が鳴り響いている。


　恐らくは短時間の間に大量発生した──発生させられた──魔族事件ケースＳＡの対たい処しよに警けい察さつ署しよも消しよう防ぼう署しよも追われているのだろう。


　魔族は意志を持った小型の極きよく致ち災さい害がいだ。法ほう律りつ的てきにもそう定てい義ぎされている。魔族がその尋じん常じようならざる魔法能力を行使して暴あばれ回った後には、大量の死し傷しよう者しやと瓦が礫れきの山が築きずかれる。火災や倒とう壊かいといった二次災害で死傷者が出る事も珍めずらしくない。


（とりあえず応おう援えんだの何だのは期待できんか）


　発生した魔族の等級にもよるが……警察の対魔族狙そ撃げき部ぶ隊たいであるＳＳＳや他の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは魔族への対処で手て一いつ杯ぱいであろう。もっとも元よりレイオットは他者の助力をあまりあてにしてはいないのだが。


　むしろ問題は通常の対魔族戦と異なり現げん場ば封ふう鎖さが成されていない事である。


　街中に響き渡るサイレンの音に興味を引かれて、のこのこと一いつ般ぱん市民が出てくるだけでレイオットとしては何倍も戦い難にくくなる。他人の生死をいちいち気に病やむ程ほどの善ぜん人にんでもないが──一般市民を戦闘の巻き添ぞえにして死なせるのはやはり気分が良くない上、過か失しつだの何だので後のち々のち面めん倒どうな事になる可能性も高い。特に裁さい判ばん沙ざ汰たにまでなると無モ資グ格リの戦術魔法士たるレイオットは何かと旗はた色いろが悪いのだ。


　何はともあれ──


（まずはこいつがどれだけの手て札ふだを持っているかを見み極きわめないとな……）


　レイオットは〈黒騎士〉を睨み据えながら考える。


　現げん状じようでは相手の戦力が分からない。


　戦闘においてそれは致ち命めい的てきとも言うべき不利であった。


　攻撃手段。攻撃精せい度ど。攻撃可能回数。破壊力。運動能力。防ぼう御ぎよ力りよく。体力的限界。いずれも戦闘の結果を決める上で重要な要よう素そである。これが予あらかじめ情報として与えられている場合と与えられていない場合では状況が全く異ことなってくる。


　無論、魔族相手の場合は考えても仕方がない処ところが在るのだが──その代わりに魔族は己おのれの魔法能力を振り回すだけで基本的に戦せん術じゆつというものを持たない──相手が人間となるとその情報の読み合いが勝敗を分ける可能性も在った。


　しかも──


（とりあえず最大威い力りよくで吹ふっ飛ばすって訳にもいかんし）


　相手が魔族ならただ強力な魔法で殲せん滅めつすれば良いだけだ。


　だが人間相手となると──少々ややこしい。


　別に今いま更さら『人殺しなんか出来ない』と綺き麗れい事ごとを言う積もりは無い。レイオットが魔族狩り専門を標ひよう榜ぼうしているのは、単にそちらの方がより過か酷こくな戦場を求める彼の性せい癖へきと合がつ致ちしていただけの事である。自分に敵てき意いを向けている人間を相手に戦せん意いを鈍にぶらせる程、レイオットはお人ひと好よしではない。


　だが……この〈黒騎士〉に関しては謎なぞが多おお過すぎる。


　一体何を考えて行動しているのか。そもそも〈黒騎士〉の中に居るであろう人間は何者なのか。次々と人間を魔族化させている様だが──そんな事をしてこの〈黒騎士〉には何の得が在るというのか。あるいは元より理由など無い狂きよう気きの行動なのか。


　それらの詳しよう細さいが明らかにされぬまま〈黒騎士〉を跡あと形かたも無く吹っ飛ばしてしまえば、後に禍か根こんを残す事にもなりかねない。今は未まだ〈黒騎士〉が単たん独どく犯はんかどうかさえ分からないのだから。


（もう少しつついてみるか……？）


　言うまでもなく先にレイオットが放った〈ブラスト〉は小こ手て調しらべだ。


　元々発現点を相手から一メルトルばかり手前に設せつ定ていしてあった。高い威力を持つとはいえ、直ちよく撃げきでない限りその破壊力は距離に対して等比級数的な減げん少しようを見せる。たとえ〈黒騎士〉が無む防ぼう備びに立ち尽くしているだけだったとしても、装甲で覆われている以上、即そく死しはまず有り得なかっただろう。


　また──約一メルトル手前というのは使い慣れないスタッフである事も考こう慮りよしての数字であった。


　数日前の戦闘でレイオットは〈スフォルテンド〉と対ついになっていた本ほん来らいの魔法増幅器スタツフを失っている。今は代わりに変へん換かんアダプタを嚙かませて、本来は別のモールドに装着されていたスタッフを〈スフォルテンド〉に、接せつ続ぞくしているのだ。


　無論、この代用品のスタッフでも基本的な機き能のうに問題は無い。だがやはり使い慣れた品と異なる為に微び妙みような部分──出力調ちよう整せいや照しよう準じゆん修しゆう正せいに誤ご差さが出る可能性が在った。


「…………」


　ゆらりと〈黒騎士〉が動く。


　その巨体が石畳を蹴けって横へ──レイオットを中心に弧こを描えがく様に走り始めた。


「ふむ……？」


　身み構がまえつつレイオットは右手の魔法増幅器──スタッフの操そう桿かんを前後させて無音詠唱ダムキヤスト。


　まるで獲え物ものに喰くらい付く隙すきを窺うかがう肉食獣の如く〈黒騎士〉はレイオットを中心として弧を描いて走っている。


　次に来るのは魔法か──それとも他の攻撃手段か。


　突とつ如じよとして〈黒騎士〉の胴どう体たいの一部が割れた。


　跳ね上げられた装甲の下から発ば条ね仕掛けの様に飛び出してきたのは、回転基部ターレツトに取り付けられた小型の短たん機き関かん銃じゆうである。ちきちきと虫の鳴く様な音と共に旋せん回かいした凶きよう器きはその銃口をレイオットの方に向けた。


「──！」


　レイオットは咄とつ嗟さに横へ跳ちよう躍やく。


　同時に一いつ瞬しゆん前まで彼が占しめていた空間を、乾かわいた射しや撃げき音おんと共に十数発の銃じゆう弾だんが連つらなって薙ないでいく。それらはいずれも先にモールド・キャリアを銃撃した際さいと同じく徹てつ甲こう弾だんであるらしく──近くの街灯に当たった一発は反対側にまで抜け、中心に風かざ穴あなを開けられた支し柱ちゆうは耳みみ障ざわりな鋼鉄の悲鳴を上げながら傾かたむいた。


　無論……モールドなど簡かん単たんに貫かん通つうしてしまうだろう。


「イグジスト！」


　レイオットは無音詠唱しておいた魔法を発動させる。


　選せん択たく呪じゆ文もんは〈デフィレイド〉。


　瞬間的に展てん開かいされた力りき場ば平へい面めんが殺さつ到とうする銃弾の連なりを受け止める。元々砲ほう撃げきを遮しや蔽へいする為に記述開発された〈デフィレイド〉の力場平面は、高い貫通力を秘ひめた徹甲弾をも難なんなく防ふせぎ、弾はじき飛ばされた小さな鋼はがねの凶きよう器きはいずれも周囲の地面や建物の壁かべに食い込んで停とまった。


　同時に銃声が止やむ。


　恐おそらくは弾だん倉そう交こう換かんの為だろう──短機関銃が一いつ旦たん〈黒騎士〉の内部に引き込まれる。


　この隙を逃がさずレイオットは〈デフィレイド〉を解かい除じよ。


　同時に左腕で腰の後ろのホルスターから愛用の大口こう径けい回転式拳けん銃じゆう〈ハード・フレア〉を引き抜いて──撃うつ。


　轟ごう音おんと共に放たれ夜や気きをぶち抜き一直線に〈黒騎士〉へと飛ぶ四五マグナム弾。レイオットの放ったそれは徹甲弾でこそないが、まともに命中すれば薄い鉄てつ板ぱんなどぶち抜いてしまうし──たとえ貫通できなくとも強烈な衝撃を内部に与あたえる事になる。


　命中……すれば。


「──やはり駄だ目めか」


　呟つぶやくレイオット。


　次の瞬間、彼に向けて再び銃口を覗のぞかせた短機関銃から銃撃の雨が降ふり注そそいだ。


　跳ちよう躍やくし、更さらには石畳の上を転がってこれを避よけるレイオット。


　彼を追って銃弾の列が路ろ面めんに火花を散らしていく。当然モールドの薄い装甲では徹甲弾を受け止める事は出来ない。当たればレイオットの負けだ。


　対して──


（銃は通用しないと思った方がいいな）


　レイオットの放った四五マグナム弾は空中に静せい止ししていた。


　弾かれたのでも外れたのでもない。まして装甲を貫通出来なかった訳でもない。まるで超ちよう高こう速そく度ど撮さつ影えいの様に銃弾は〈黒騎士〉の肩部装甲に命中する直前で、空中に浮うかんだまま停まっているのである。


（どんな魔法か知らないが──魔族の魔力圏ドメインと同どう様ようの機き能のうが在るって事か）


　魔族に銃弾は効かない。


　魔法を使う生物として特化している魔族は魔力圏と呼ばれる空間を己の周りにまとう。『魔族の本当の肉体』とも呼ばれるこの随ずい意い領りよう域いきは、物理法則よりも魔族の意志を優ゆう先せんし、その存在を守る。一定以上の脅きよう威いと思おぼしき運動物体や火炎、衝しよう撃げき、その他諸もろ々もろを全すべて防ぐ事が可能だ。


　しかも中級以上の魔族となるとこの絶対防御を無意識かつ恒こう常じよう的てきに纏まとう。


　この為、通常の銃弾では魔族の肉体に達たつする事さえも出来ないのである。無論、魔族はその脳のう細さい胞ぼうの半分以上を破壊しない限り無限に再生する為、一発や二発の銃弾がその肉体の末まつ端たんに到とう達たつした処ところで、さしたる意味は無いのだが。


（新しん式しきの魔法？　しかし──）


　実の所……人間も魔力圏を帯おびる事は出来る。


　しかし魔族と異なり人間は魔法を際さい限げんなく使う事は出来ない。効果時間の長い魔法、あるいは効果範囲の大きな魔法はそれだけ拘束度デユラビツト数を多く消しよう費ひする。常じよう時じかつ全方位、しかも弾を跳ね飛ばすのではなく弾だん道どうを歪ゆがめるのでもなく、空中に停止させる程のものとなると──あまりに拘束度数の消費が激はげしく実じつ戦せんで使うのは現実的ではない。


　無む論ろん……技術は進歩するものだ。


〈黒騎士〉が使っているのも新しく記述開発された魔法とモールドで、少ない消費拘束度数で長時間の効果を維い持じ出来るのかもしれない。


　だが……


「何にしても──」


　一瞬、銃撃が途と切ぎれた隙に身を起こすと、レイオットは走った。


　何度も何度も〈デフィレイド〉で敵の攻撃を防いでいては、瞬またたく間に拘束度数を消しよう耗もうしてしまう。銃弾が効かない以上、〈黒騎士〉を倒すのには魔法が必要である。拘束度数は温おん存ぞんせねばならない。


　また先の銃撃から推すい測そくするに──〈黒騎士〉の装備する短機関銃の装そう弾だん数すうはおよそ三十。およそ三秒もかわしていれば弾切れの為に弾だん幕まくは途切れざるを得ない。短機関銃という精せい度どの低い火器相手、しかも回転基部の動きはどうしても単たん純じゆんにならざるを得ない事を思えば、身のこなしで〈黒騎士〉の銃撃をかわすのはそう難しい事ではなかった。


　とはいえ──


「どういう理り屈くつか知らないが……これじゃ魔族と戦ってるのと大差無いな」


　呟くレイオット。


　いや──実際にはそれよりも遥はるかに不利だ。


　魔族は思い付くままに魔法を振りまくだけでその攻撃はひどく散さん漫まんだ。


　戦術も何も在ったものではなく──あるいは戦術魔法士と向かい合っている最さい中ちゆうにも『戦っている』という認にん識しきが在るかどうかさえ疑問だった。その言動はむしろ遊んでいるかの様に無駄だらけで──だからこそそこに戦術魔法士達のつけ込む隙すきが在る。


　だが〈黒騎士〉は違う。


　戦せん闘とう慣なれしているかどうかまでは分からない。だが今までの戦いぶりを見る限り魔族の様に大きな隙すきは在るまい。少なくとも状況と相手を把は握あくし、分ぶん析せきし、そこから対たい応おうを組み立てる事の出来る理性が在るのは間違いない。


　しかも銃弾が通じない事に加えて、威力の強い魔法で単純に殲滅──という訳にはいかない事を考えれば、レイオットの手て数かずは自おのずと限られてくる。


　その一方で〈黒騎士〉側にしてみればレイオットを殺すのには何の躊躇ためらいも持ち合わせてはいないだろう。


「手段を選んでる場合じゃないか……」


　呟きながらレイオットは後こう退たい。


〈黒騎士〉から一定の距離を取る。


　そして──


「シモンズ監かん督とく官かん！」


　路ろ肩かたに停とまっているモールド・キャリアに──その陰かげに居る筈はずの魔法監督官に向けてレイオットは叫さけんだ。


「手を抜いて勝てる相手でも無さそうだ──悪いがしばらく気き絶ぜつでもしててくれ！」


「──え？」


　咄とつ嗟さには意味が分からなかったのか、少し間の抜けた声が返ってくる。


　モールド・キャリアの陰から上半身だけを出してこちらを見ているのは、栗くり色いろの長い髪かみと眼鏡めがねが特とく徴ちようの若い女性官吏である。元々小こ柄がらで童どう顔がんな為にきょとんとした表情を浮かべていると妙みように幼おさない少女の様な雰ふん囲い気きが在る。


　ネリン・シモンズ。


　労ろう務む省しよう魔法管理局の二級魔法監督官。


　眼鏡の奥で何度か瞬まばたきし──そしてネリンは表情を引きつらせた。


「ちょっとスタインバーグさん!?」


　レイオットの台詞せりふの意味に気付いたらしい。そして恐おそらくは彼が今から使おうとしている呪じゆ文もんの種しゆ類るいも。さすがは非公式とはいえレイオット・スタインバーグの担当監督官──彼のやりそうな事は想像がつくのだろう。


「我法を破り・理ことわりを超こえ・更さらなる力を欲ほつする者なり！」


　口頭呪文詠唱リアルキヤスト──開始。


　使用呪文は〈アクセラレータ〉。


「我は鉄人・我は巨人・我は超ちよう人じん──瞬またたく間なれど・与えよ・我に・人じん智ちを超えた力を！　仮かり初そめなれど・我が拳に・万ばん物ぶつを粉ふん砕さいせしめる・奇き跡せきを宿やどせ！　ソコム・ソコム・ラ・アスプ──」


　レイオットの思おも惑わくに気付いたのだろう。


〈黒騎士〉は猛もう然ぜんと彼に向かって突とつ進しんしてきた。距離を詰つめてより確かく実じつに仕し留とめようというのか──あるいはいっそその巨体でレイオットを踏み潰そうとでもいうのか。元々の背せ丈たけが高い事もあって迫せまり来くる鋼鉄の騎馬には疾しつ走そうする大型トラックにも匹ひつ敵てきする威い圧あつ感かんが備そなわっていた。


　だが──レイオットは動かない。


　三メルトル。二メルトル。一メルトル。


　鉄てつ槌ついの如き威い力りよくを秘ひめた蹄てい鉄てつが石畳を叩たたきながら肉にく薄はくする。


　ただの突撃とはいえ、そもそもの体たい軀くの大きさが違う。恐らくは重じゆう量りようも。あの突進の勢いきおい込みで脚に蹴けられてはレイオットとて無ぶ事じには済むまい。


　そして──


「〈アクセラレータ〉──イグジスト！」


〈黒騎士〉の前脚がレイオットのモールドに掛かかる直前──魔法が発動した。


　同時に〈スフォルテンド〉の胸部拘束装甲から三つの拘束度端子が弾け飛ぶ。口こう頭とうによる詠えい唱しようの効こう率りつの悪さと設定された効果時間の長さから、基き礎そ級きゆう攻こう撃げき魔ま法ほうならば一つの消費である処を余よ計けいに消費するのである。


　そして──


「──！」


〈黒騎士〉の驚きよう愕がくする気配が互たがいの装甲越しに伝わって来る。


　巨体の突進は停まっていた。


　踏み降ろされてきた〈黒騎士〉の前脚をレイオットが左手一本で受け止めたからである。


　身体能力強化の魔法──〈アクセラレータ〉。


　その発動と共にこの魔法の使用者は呪文の文句通り超人と化す。


　普段、人間が己おのれの肉体に対して無意識に塡はめている枷かせを〈アクセラレータ〉は外し──その結果として肉体構こう造ぞうの限界にまで筋きん力りよくや反はん射しや神しん経けいが高められるのである。効果時間や強化率の設定にもよるが、この魔法を使用中の魔法士ソーサリストは灰はい色いろ熊ぐまと肉にく弾だん戦せんをする事すら可能となるのだ。


　だが己の肉体に直接作用する魔法は、法律上その使用を禁止されている。


　医い療りよう魔法士自身ですら魔法治ち療りようを受けようと思えば他の医療魔法士に施せ法ほうを頼たのむしかないのだ。これは魔法の行使主体と行使対象が同じであった場合、内に閉じた作用体系の為に呪じゆ素そが魔法士に蓄び積ちくし易やすく、モールドを着ていても魔族化の恐れが在るからだ、と言われているが──実を言えばはっきりとした根こん拠きよは無い。


　何にしても自分自身の肉体を対象とした魔法は、本来ならば違い法ほう──即すなわち魔法監督官の前では使う事を許されないものだ。


　また……〈アクセラレータ〉の効果はあくまで一時的なものだ。


　己の肉体を『騙だまし』て強きよう制せい的てきにその性能を引き上げているに過ぎない。筋肉そのものの量や耐たい久きゆう性せいが向上する訳ではない。故ゆえに当然ながらその無む茶ちやな効果の反動は後で全身に食い込む筋肉痛と疲労感という形で返ってくる。設定された増ぞう幅ふく率りつにもよるが──効果が切れた後の半日ばかりは、まともに動く事も出来まい。


　だが──今はそんな事を気にしている場合でもなかった。


「…………」


　レイオットに脚を摑つかまれ動きを止められた〈黒騎士〉が──右手を振った。


　金属音と共に右腕の部品が展てん開かい。わずか一瞬の間に折り畳たたまれていた部品が伸しん張ちようしながら互たがいに結合して長大な──二メルトルもの槍へと変化する。


　腕わん部ぶに直じか付づけされたこの凶器でレイオットを突き殺そうというのか、〈黒騎士〉は右腕を大きく振りかぶった。


　だが黙って見ているレイオットでは無む論ろんない。


　彼は〈黒騎士〉を転てん倒とうさせようと手に力を──


「っ──!?」


　レイオットは短く声にならない呻うめきを漏もらした。


　身体からだの動きが鈍にぶい。


　いや……抑おさえ込まれている。


〈アクセラレータ〉を使用中であるにもかかわらず、水底に居るかの様にある種の抵てい抗こうが身体全体にまとわりついて動きを阻そ害がいするのである。〈アクセラレータ〉を使っていなければそれこそ身動き出来なくなっていたかもしれない。


「これは……！」


　レイオットは〈黒騎士〉から手を離して後方に跳び下がる。


　同時に突き出された槍が彼のモールドの仮面をかすめて火花を散らした。


　レイオットは更に身を沈めて移動。


　刺ツ突キの動きで伸びきった腕と姿し勢せいを戻しながら──その動きに載のせて薙なぎ払はらわれた槍の穂ほ先さきが、再び〈スフォルテンド〉の頭頂部を擦さつ過かして抜ける。


　異い様ような速度であった。


　後方に跳び下がった時点でレイオットにまとわりついていた奇き妙みような抵抗は消しよう滅めつしている。


　つまり最初の『突き』はともかく続く『薙ぎ』に関してはレイオットは〈アクセラレータ〉の掛かかった加か速そくされた反応をしているのだ。


　にもかかわらず〈黒騎士〉の動きはそれに難なんなく追つい従じゆうしている──しかもレイオットに倍する程の巨体でだ。たとえレイオットの動きを眼めで追えたとしても、尋じん常じようの膂りよ力りよくではこの長い槍を此こ処こまで素す早ばやく振り回す事など出来る筈はずがない。重量物たるモールドを着用していれば尚なお更さらの事だ。


　更に槍の刺し突とつが繰り出される。


　これも辛かろうじてかわし、レイオットは斜ななめ横へ跳ちよう躍やく。〈黒騎士〉の左側面に回り込みながら再接近。図ずう体たいが大きく槍自体も長い事から、左側が死し角かくになると踏ふんでの事である。


〈アクセラレータ〉により強化された脚力でレイオットは一気に間合いの内へと飛び込み、左の掌しよう底ていを〈黒騎士〉の胴体に向けて叩き込む。


　だが。


　弾丸にも匹ひつ敵てきするかと思われる程の一撃が──


（……！）


　──空中でその速度を鈍にぶらせた。


　ごおん……


　鈍にぶい音が響く。


〈黒騎士〉は掌底を喰らって大きく身体を揺ゆらしたものの……得えられた結果はただそれだけであった。〈黒騎士〉の胴体には傷一つ付いていない。本来ならばコンクリート壁でも打ち抜く程の威力を秘めた掌しよう打だが、その威力を殆ほとんど発はつ揮き出来ていない。


「成なる程ほどなっ！」


　再び跳び下がって身み構がまえながらレイオットは小さく頷うなずいた。


　掌底の速度が緩んだのは無論レイオットの意い図とした事ではない。やはり唐とう突とつに生しようじた抵抗が打だ撃げきの勢いを殺したのである。


　それはつまり──


（……やはり魔力圏ドメインの作用か）


　魔族のそれとは若じやつ干かん異なる様だが──〈黒騎士〉が己を中心として展てん開かいする一定の領域内では〈黒騎士〉の意志が何よりも優先される。黒騎士がそれと望めば銃弾すらもがその中では停止してしまうのだ。


　レイオットの動きを阻害した抵抗の正体はこれだった。


　もっとも……魔族の魔力圏は意志を持たぬ無む機き物ぶつに対しては絶対的な効果を示すが、相手が人間であった場合、その効こう果かが明らかに鈍る。これは魔力圏に働きかける意志がその行使者のものなのか、たまたま内側に入り込んだ敵のものなのか区別がつかず、若干の混乱を引き起こす為だと言われていた。


　言ってみれば魔力圏内に存在する他人の意志は、魔力圏に下くだされる命令信号に混こん入にゆうする信号雑音ノイズなのである。音速に数倍する速度で飛来する銃弾をも空中停止させる事が可能な魔力圏が、レイオットの動きを完全に押し留とどめられないのは、この為ためだ。


（という事は──だ）


　レイオットは〈ブラスト〉を無音詠唱ダムキヤスト。


　超ちよう至し近きん距きよ離りにてスタッフを〈黒騎士〉に向ける。魔族と同じく銃弾は停止させる事が出来ても魔力圏の圏けん内ないから、しかも魔法攻撃を加えられれば防ふせぎ切れまい。魔力を帯びた攻撃は魔力圏への親しん和わ性せいが高く──魔力圏が『排はい除じよすべき異い物ぶつ』として認にん識しきしにくいのである。


　この際さい──相手の手足の一本位は吹っ飛ばす積もりでレイオットはいた。


　魔力圏を帯びるという事は事実上魔族と同じ戦闘能力を持っているという事だ。しかも魔族と異なり〈黒騎士〉は理性で戦せん術じゆつを組み立て己の能力を効こう率りつ的てきに操あやつる事が出来る。危き険けん過すぎてとても無む傷きずで捕とらえる事など出来ない。


「その身体そのものも魔力圏で動かしている訳わけか！」


「…………」


　無む論ろん──〈黒騎士〉は答えない。


　代わりに猛もう烈れつな勢いで槍がレイオットに向けて繰くり出された。


　レイオットはしかしスタッフの先せん端たんを槍に絡からめてこれを弾はじく。強制的に狙いを逸そらされた槍の先端は虚むなしく跳ね上がって空中を貫つらぬき、スタッフはぴたりとその先端を〈黒騎士〉の胴体に密みつ着ちやくさせた。


「──イグジスト！」


　撃発音声トリガーボイス詠えい唱しよう。


　同時に威力をやや絞しぼり込こんだ〈ブラスト〉の火球が炸さく裂れつ。


　しかし──


「──!?」


〈黒騎士〉の身体は其そ処こには無かった。


　スタッフの前から消えた巨体は──空中に在った。


　一瞬で距離にして五メルトル近く後方に跳躍していたのだ。馬同様どころか……本物の馬にすら到とう底てい不ふ可か能のうな動きである。まるで重力を無視したかの様な不ふ自し然ぜん極きわまりない動きだった。


　しかもその背後、灰かい暗あん色しよくの体たい軀くが跳躍によって描えがく放ほう物ぶつ線せんの途と上じようには、街路脇わきに建つ雑ざつ居きよビルの壁へき面めんが在った。


　そのまま壁面に激突する……誰が見てもそんな間ま抜ぬけな結果を想おもい描いただろう。空中においては姿し勢せい制せい御ぎよまでは可能でも、その軌き道どうを急激に変えるのは無む理りだ。


　だが。


「──!!」


「え……な……なに!?」


　遠くでネリンが愕がく然ぜんと声を上げるのが聞こえた。


　当然ではあろう。


　彼女でなくても信じ難がたい光景ではあった。レイオットとて一瞬ながら己の眼めを疑った位だ。騙だまし絵を見ているかの様な違い和わ感かんがそこには在った。


〈黒騎士〉は悠ゆう然ぜんと立っていた。


　建物の──壁に。


　まるで重力の方向が変わったかの様に、その巨体を垂すい直ちよくの壁の上に平へい然ぜんと立たせているのである。無論、支ささえるものは何も無い。見ているだけで平へい衡こう感かん覚かくが狂くるってくるかの様な光こう景けいであった。


「──面おも白しろい手品だ」


　言いながらレイオットは無音詠唱。


　一瞬驚きはしたがそこまでである。


　壁に立とうが天てん井じようにぶら下がろうが──射しや程てい範はん囲い内ないであれば同じ事だ。普段から条じよう理り常じよう識しきの外側に棲すまう怪かい物ぶつを相手にしている戦術魔法士にとって、今いま更さら多少の奇き術じゆつや奇き芸げいなんぞ度ど肝ぎもを抜かれる程ではない。


　選択呪文は〈ブラスト〉。


　彼は〈黒騎士〉に向けて駆け寄る。


　だが──


「──！」


　ごろりと足あし下もとに転ころがる小さな鋼はがねの塊かたまり。


　それが何なのか理解した瞬しゆん間かんレイオットは全力で横へと跳とんでいた。


　手しゆ榴りゆう弾だん。それも──三発。


　次の瞬間、それまでにも増して強きよう烈れつな轟ごう音おんの連つらなりが辺りの空気を揺るがした。


　路ろ上じように膨ふくれあがる巨大な塊の如ごとき火炎と爆ばく煙えん。
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　だが──手榴弾の本当の威い力りよくは火炎でも衝しよう撃げきでもない。


　最大の殺さつ傷しよう力りよくを発はつ揮きするのは爆ばく裂れつと同時に加速され散さん弾だんの如ごとく飛来する大量の破は片へんである。この破片の殺傷力を向上させる為、手榴弾は敢あえてその外がい殻かくに、破は裂れつして飛ひ散さんし易やすい様な凹おう凸とつが刻きざまれているものも多い。


「くっ──」


〈アクセラレータ〉によって強化された脚きやく力りよくは重いモールドを着た彼をすら三メルトル以上も跳躍させていたが……三発の手榴弾の威力はその程度の距離などまるで無いものの様にレイオットへと届とどいていた。


　恐らく生身であったなら全身に大量の傷を刻まれていた事だろう。


　爆風と衝撃に逆さからわずレイオットは地に転がる。目論もくろ見み通り大半の破片は伏ふせる彼の頭上を通り過ぎていったが──それでも幾いくつかの破片がモールドの表面に食い込む衝撃と異い音おんが彼を包んだ。


　そして──


「スタインバーグさん！」


　ネリンの叫び声に──レイオットは寒さむ気けが背中を駆け上がるのを感じた。


　近ちか過すぎる。


　反射的に振り返ったレイオットは、自分が蒸気式トラックの側に居る事に気付いた。


　鋼こう鉄てつの塊かたまりの様な四角い車しや輌りようの陰かげにネリンと──そして更さらに小こ柄がらな少女の姿が在った。


　レイオット達の他ほかに人目が無いせいか、普段は目ま深ぶかに被かぶっているフードを下ろし少女は己の身に備わった異い形ぎようを晒さらしている。紅い髪かみと紅い眼。そしてその間に──本来ならば眉まゆ毛げの在るべき位置に備そなわる紅い球面。いずれも鮮あざやかな血色をしたそれらは、彼女生せい来らいのものであり、彼女が尋じん常じようの人間ではない事を示しめしていた。


　ＣＳＡ──先天性魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト。


　俗ぞく称しよう『半魔族ハーフ・ブルート』。


　魔ま族ぞくに強ごう姦かんされた女性が産み落とす忌いまわしき混こん血けつ児じ。


　それがレイオットの助じよ手しゆにして同居人であるこの紅い異形の少女──カペルテータ・フェルナンデスの素す性じようである。顔立ちそのものはよく整ととのって愛らしいのだが、その常人とは明らかに異ことなる幾いくつかの『部品』と、何より人形の様な無表情のせいで、ひどく浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを持つ少女である。


　それはこの戦場の間近に在っても変わらない。


　彼女はいつもの通り驚きも焦あせりも刻まぬその白い顔をレイオットに向けて、ひたすら彼だけを見つめている。自分の身に迫せまる危き険けんなどまるで関かん知ちしていない様な様子であった。


　だが──


（──まずい）


　レイオットは仮面の下で表情を歪ゆがめる。


　手榴弾の威力をやり過ごすべく、咄とつ嗟さに方向も確かめず跳躍した為に──レイオットはネリンやカペルテータの側そばに来てしまっていたのだ。とりあえず手榴弾の破片は彼女等の前に停車した蒸気式トラックの車体が防いでくれていた様だが……これで更さらに〈黒騎士〉からの追つい撃げきが来れば彼女等とて安全とは言えまい。


「──！」


　レイオットの焦しよう燥そうを見み越こしたかの様に……放物線を描いて迫り来る二つの手榴弾。


　いくら〈アクセラレータ〉が効きいていたとしても〈ブラスト〉を解かい除じよして呪文選択をし直している余よ裕ゆうは無い。レイオットは壁に立つ〈黒騎士〉の異形の奥で、何なに者ものかがほくそ笑えむのが見えた様な気がした。


「隠かくれてろ!!」


　彼女等にそう叫び──レイオットは撃発音声トリガーボイスを詠唱。


「──イグジストッ!!」


　爆音。


　空中で〈ブラスト〉を大きく上回る火炎の花が咲いた。


　レイオットが発動させた〈ブラスト〉が空中で手榴弾を撃げき墜ついしたのである。爆風と爆風が相そう殺さいし、余よ剰じようの破は壊かい力りよくが雪崩なだれの様にレイオット達へと殺さつ到とうしてくる。腕を顔の前に──仮面の切スれリ込ツみトの前に翳かざして眼を守りながらレイオットはそれに耐たえた。


「……本気で戦車並か」


　立ちこめる煙の中でレイオットは呻うめく様に呟つぶやく。


　魔力。短機関銃。槍。そして──手榴弾。


　何かと引き出しの多い相手である。攻撃力も防御力も重戦車並──あるいはそれ以上だろう。恐らく通つう常じよう装そう備びの警けい察さつ官かんでは百名集まっても止められまい。ある意味では魔族よりも遥はるかに厄やつ介かいだった。


　だが……


「…………」


〈黒騎士〉が動き出す。


　爆ばく煙えん越ごしにその巨体が壁を歩いて──昇のぼって移動していくのが見えた。


　さすがに銃弾や手榴弾の手持ちが尽きたのか、あるいは他ほかに何か急ぐ理由でも在るのか、〈黒騎士〉はレイオット達をそれ以上は追つい撃げきせず、平へい然ぜんと重力を無視して雑居ビルの壁面を昇って屋おく上じようへ向かっていた。


「──逃がすかっ！」


　レイオットは立ち上がる。


　武器が尽つきたとなれば好こう機きだ。残り拘束度デユラビツト数は六。未いまだレイオットは基礎級魔法ならば六回分撃てるだけの余よ裕ゆうが在る。そして既すでにレイオットは〈黒騎士〉を制せい圧あつする為ための戦せん法ぽうを二つばかり考え出していた。


　彼はスタッフを構え直し〈黒騎士〉を追うべく地を蹴った。


　だが──


「スタインバーグさん！　駄だ目めです！」


　悲鳴じみたネリンの声に思わず立ち止まるレイオット。


「駄目です──モールドが！　駄目ですよ！」


　慌てふためきながら言う彼女の台詞せりふの意味が分からず、束つかの間ま、レイオットは怪け訝げんな表情を仮面の下で浮かべる。彼女の悲鳴じみた叫びは聞き慣れているが、明らかにその慌て振りが普ふ段だんと違う。


　ネリンの言葉を補おぎなう様に──カペルテータがひどく冷れい静せいな口く調ちようで指し摘てきした。


「レイオット。拘束度がもう在りません」


「……!?」


　レイオットは改めてその意味を悟さとって己おのれを包む〈スフォルテンド〉の胸むな元もとに視線を落とした。


　黒い拘こう束そく装そう甲こうの胸部。


　そこには先の手榴弾の破片が幾いくつか食い込んでいた。


　無む論ろんそれは内側のレイオットには届いていない。胸部装甲はモールドの中でも殊こと更さらに頑がん丈じようで装甲が分厚い部分ではある。だからこそレイオットは言われるまで気付かなかったのだが──


　拘束度端たん子しが……無い。


　食い込んだ破片を中心に胸部の装甲が大きく歪ゆがみ、亀き裂れつを走らせ、本来六つ残っている筈はずの拘束度端子が全すべて抜け落ちてしまっていた。


　つまり残り拘束度は──零ゼロ。


　拘束度端子はただ残り回数を示すだけのものではない。誘ゆう導どうされた大量の呪じゆ素そによって瞬間的に発生する魔法回路の過か負ふ荷かを、自ら弾はじけ飛ぶ事で解かい消しようすると同時に回路遮しや断だんし、逆ぎやく流りゆうを防いでいるのである。


　この状態では基礎級魔法の一発でレイオットは魔族化してしまう。


「くそっ──」


　歯は嚙がみするレイオット。


　既すでに〈黒騎士〉は壁面を登り切り、雑居ビルの向こう側へと消えようとしていた。


　咄とつ嗟さに〈ハード・フレア〉を構えてみたものの──彼はすぐに銃を降ろした。未だ魔力圏ドメインが生きている以上、銃弾は通用すまい。機関銃か何かで大量の銃弾を浴あびせかければまた話は別だろうが──魔力圏の処しよ理り容よう量りようを『防御』に割さかせて姿勢制御能力を崩くずす事が出来るかもしれない──わずか数発の銃弾では撃つだけ無駄だ。


「だ……大丈夫ですか？」


　恐おそる恐るといった様子で蒸気式トラックの陰かげからネリンが尋たずねてくる。


　レイオットが戦う現場については彼女も見み慣なれている筈なのだが、此こ処こまで派は手でに〈スフォルテンド〉が破は損そんした処ところを見たのは恐らく始めてだろう。歪みはともかく拘束装甲に亀裂が走るというのはさすがに珍めずらしい。


「とりあえずモールドの表面で破は片へんは停とまってるみたいだ」


　言ってレイオットは〈スフォルテンド〉の肩や腕うでをざっと撫なでてみせる。食い込んでいた破片の幾つかが抜け落ちて石いし畳だたみに跳はねた。


「そうですか。良かった……」


　安あん堵どでネリンの表情が大きく緩ゆるむ。


　その隣となりではやはり無表情なままカペルテータがレイオットを見つめていた。


「……すまん。逃がした」


　大きく溜ため息いきをつきながらレイオットは言う。


　だがネリンは首を振った。


「仕し方かたないですよ。あんな相手……むしろ生き残ってくれただけでも御おんの字じです」


　なんだかんだ言ってもネリンはレイオットの担当官を続けている内に、何度と無く魔族事件ケースＳＡの現場に立ち会っている。魔族や魔法戦闘を間ま近じかに見た事も何度か在る。〈黒騎士〉がいかに難なん敵てきであったか──直接戦わなかった彼女にも理解出来るのだろう。


「そう言って貰もらえると気が楽だがね」


　レイオットは言ってスタッフとモールドの接せつ続ぞくを解かい除じよ。


　スタッフを蒸気式トラックに立て掛け、自らもその側部にもたれかかる。


「シモンズ監かん督とく官かん。カペル」


　レイオットは担当魔法監督官と助手の少女を交こう互ごに眺ながめて言った。


「──はい」


「何です？」


「悪いが……後あと始し末まつ頼たのむ」


　言ってレイオットは〈アクセラレータ〉を解除。


　超人的な運動能力の反動として全身に食い込み始めた激げき痛つうと疲ひ労ろうを抱えながら、レイオットはずるずると蒸気式トラックの車体に沿そって身を沈しずめ……力ちから尽つきて倒れるかの様な動作でその場に座り込んだ。





　　　　●　　●　　●





　鈍にぶい駆く動どう音おんと振しん動どうに包まれる装そう甲こう指し揮き車しやの後部指揮室内には二つの人ひと影かげが在った。


「……たった一ひと晩ばんでこれか……」


　その一方──ブライアン・メノ・モデラート警けい視しは頭上を仰あおいで既すでに十回目になろうかという長い溜ためめ息いきをついた。


　袋ふくろ小こう路じに迷まよい込こんだかの様な漠ばく然ぜんたる圧あつ迫ぱく感かんが彼に嘆たん息そくさせるのである。上を向いたのは、繰り返される自分の溜め息が狭せまい指揮室内に充じゆう満まんしていく様で息苦しいからだった。もっとも頭上を仰いでも、すぐ鼻先に天てん井じようが在って息苦しさが増すばかりではあったが。


　四角く厳いかつい髭ひげ面づらには苦く渋じゆうの表情が色いろ濃こい。


　彼は元より四六時中何かに腹を立てているかの様に顰しかめ面をしているが──今夜は普ふ段だんに比べても一ひと際きわ、眉み間けんの縦たて皺じわが深かった。


　部下から受けた報告内容は惨さん憺たんたるものだった。


　今晩に発生した〈黒騎士〉関連の魔族事件ケースＳＡは総そう計けい六件。


　その内、ブライアン達が──警けい察さつの対魔ま族ぞく狙そ撃げき部ぶ隊たいＳＳＳが倒たおした魔族メレヴエレントは三体。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが倒した魔族が三体。六件のケースＳＡそのものはひとまず終しゆう焉えんした。


　ＳＳＳの射しや殺さつした三体に関しては既すでに回収班が回収を始めている。戦術魔法士達が殺した魔族の死体に関しては恐おそらく原形すら残らない有あり様さまだろうが、これも現場に残された肉にく片へんなり体たい液えきなりが資し料りようとして回収される筈はずだった。今日から数日間、検けん屍しや科か研けんの連中は大おお忙いそがしだろう──特に魔族の解かい剖ぼうだの何だのに興きよう味みを持っているシェリル・アリア検屍官などは。


　だが……


　死傷者数五十二人。


　内──死亡者数四十四人。


　物ぶつ的てき損そん害がいの金きん額がく的てき計算は勿もち論ろん未いまだ終わっていないが、現時点で判はん明めいしているだけでも車しや輛りようが七台、雑ざつ居きよビル二棟とう、民家一軒けん、街がい灯とう十本が破は壊かいされている。恐おそらく翌よく朝ちようにはこの倍の数が計けい上じようされている事だろう。


　更さらに言えば──この惨さん状じようはわずか数時間での出来事なのだ。


　ブライアンとしても溜め息をつかざるを得ない。


　しかも……原因たる〈黒騎士〉は未だ逮たい捕ほされていない。


　その正体も目的も分からない。故ゆえにこの悪あく夢むの様な一夜が今晩限りのものなのか、それともこれからも続くのか、当の〈黒騎士〉以外には誰だれにも分からない。


　また……対魔族事件戦力の要かなめであるＳＳＳや戦術魔法士が受けた損そん害がいも小さくは無い。


　ＳＳＳの隊員が一名死亡。二名が重じゆう傷しよう。戦術魔法士も二名が負傷。


　数字としては小さなものに見えるが、実じつ際さいには深しん刻こくな戦力減である。こんな事件が連日起これば一週間と経たたずにトリスタン市内の対魔族事件戦力は摩ま耗もうしきって機き能のうしなくなるだろう。


　最も早はやＳＳＳの予算がどうの、魔法士誘ゆう致ち政せい策さくがどうの、などと悠ゆう長ちような事を言っている場合ではない。動ける魔法士やＳＳＳが居いない状態で更に魔族が複数発生すればもう本当に打つ手は無いのだ。隣となりの市から戦術魔法士やＳＳＳ同様の部隊を呼ぼうにも連れん絡らくや手て続つづきの関係で時間が掛かかりすぎる。手間取っている間に魔族が上級魔族に変へん異いしてしまえば……それこそ救きゆう援えんの代わりに、燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんを満まん載さいした軍の爆ばく撃げき機きがやってきて街まちごと一いつ切さい合がつ切さいを吹っ飛ばす事になるだろう。


　そうなる前に何とか事じ態たいを収しゆう拾しゆうせねばならない。


　その為ためには──


「……〈黒騎士〉か」


　ブライアンは呟つぶやいて傍かたわらの書しよ類るいケースから数枚の資料を取り出した。


　今回、出動前に手渡されていた〈黒騎士〉に関するものだ。急きゆう遽きよ設せつ立りつされた〈黒騎士〉対たい策さく本ほん部ぶの関係者には同じ者が配はい布ふされている筈はずである。


　実は受け取った時点で既すでにケースＳＡ発生の報ほうを聞いていたブライアンは、現場に急行する車内でざっと眼めを通しただけで、未だこの資料を詳しよう細さいに読み込んではいない。ただし資料といっても二枚のタイプされた文字主体の報告書と粒りゆう子しの粗あらい写真が七枚──それが全てである。〈黒騎士〉についてはその程てい度どの情報しか無いのだ。


　無む理りもない話ではあった。


『〈黒騎士〉に呪のろわれると魔族になる』──それまであくまで都市伝説の領りよう域いきに居た〈黒騎士〉の実じつ在ざいが確かく認にんされたのは、僅わずかに数時間前なのだから。むしろたった数時間でまとめ上げたにしては賞しよう賛さんに値あたいする量だとも言えるだろう、その殆ほとんどが意味の無い都市伝説の再解かい説せつであったとしても。


　灰暗色の異い形ぎよう。


　半はん人じん半はん馬ばとしか形けい容ようし様の無いその姿。


　確かにそれは印象として鎧よろいを帯おびた騎き馬ばの姿に見えた。特に写真の中では右手から長い槍状武器を伸ばしており──その輪りん郭かくは確かに騎き兵へい槍そうを携たずさえている騎き士しの姿を連れん想そうさせるものが在る。


〈黒騎士〉。


　何の捻ひねりも無いが、それだけに順じゆん当とうと言えば順当で分かり易やすい通つう称しようではあった。


　だが……


「……何が〈黒騎士〉だ」


　苛いら立だたしげにブライアンは呟いた。


　騎士の家いえ柄がらの出であり、その事を誇りにさえ思っている彼からすれば、こんな異形の怪かい物ぶつに──そして恐らくは最低最悪の犯罪者であろう相手に──『騎士』の名が冠かんされるのは不ふ愉ゆ快かいの極きわみだ。


　無む論ろん……いわゆる『騎士』にまつわる高こう潔けつな印象の大半が後付のものである事はブライアンも知っている。それは最も騎士が騎士として戦っていた時代ではなく、その存在がやや形けい骸がい化かを始めた時代に形作られたものだ。


　騎士は──いや王おう侯こう貴き族ぞくとそれに連なる者達全ては元を辿たどれば山さん賊ぞくか海かい賊ぞくだ。


　たまたま組織が大きくなった結果として、それは国家の体てい裁さいを採とる様になっただけの事である。歴史を紐ひも解とけば誰にでも分かる事実だ。故ゆえにその成せい立りつ過か程ていに高潔さなど元々生じる余よ地ちは無かった。それはある種しゆの余よ裕ゆうが生まれた時代──統とう治ちが直接的暴ぼう力りよくではなく法ほう律りつと経済によって実行される様になった時代に権けん威い付けとして生まれたものだ。


　だがそれでも──それだからこそブライアンは理想像としての騎士にこだわる。


　綺き麗れい事ごとにしろ何にしろそれを取り繕つくろわなくなった騎士などただの人殺しか、その末まつ裔えいに過すぎないからだ。貴族や王族も同じである。


　そしてそれは公こう権けん力りよくにも同じ事が言える。


　警けい察さつや軍ぐん隊たいは国家が合法として認みとめる暴力機き構こうである。そこから理想とそれに殉じゆんじる信しん念ねんが失われればそれはただの──否いな、法律に守られている分だけ更さらに質タチの悪い暴力装そう置ちに成り下がる。


　それはさておき……


「しかし……」


　ブライアンの向かいに座っていたもう一人──彼の部下であるダリル・ローエングリン巡じゆん査さがふと口を開いた。


「〈黒騎士〉が、本当に、存在していたとは、驚おどろきです」


　細かく台詞せりふを区切り、まるでいちいち自分の口にした言葉を確かめているかの様な独どく特とくの木ぼく訥とつな口く調ちようで彼は言った。熊くまの様に大おお柄がらな体たい軀くと小さな双そう眸ぼう、それにこの喋しやべり方のせいで初対面の人間には愚ぐ鈍どんな印象を抱いだかれる事も多いのだが……その実、高い学がく歴れきを持ち、現場での判断力にも長たけた優秀な警察官である。


　またダリルは射しや撃げき能力にも秀ひいでており、名手シヤープシユーター揃ぞろいのＳＳＳ狙撃手スナイパー達の中においてさえ一、二を争あらそう腕うでを持っている。


「てっきり、都市伝説の類たぐいかと、思っていました」


　背中を丸めながら──大柄な彼は背せ筋すじを伸ばしていると頭が天てん井じようを擦こすってしまうのである──ダリルが言う。


「確かにな」


　ブライアンは写真に視線を注そそぎながら言った。


　元々ブライアン達は──警察は『〈黒騎士〉に呪のろわれたら魔族になる』という噂については全く信用していなかった。




[image: ]


　この手の都市伝説は、突とつ拍ぴよう子しも無いものから妙みように説得力の在るものまで多た種しゆ多た様よう、大量に生まれては消えていくものだ。警察がいちいちその全てを本気にして対たい応おうしていてはきりが無い。そして〈黒騎士〉にまつわる流りゆう言げん蜚ひ語ごはむしろ前者──突拍子も無いものの方に属ぞくしていた。


　そもそも他人を恣し意い的てきに──強きよう制せい的てきに魔族化させるとはどういう事か。


　それが技術的に可能かどうかという問題はさておき……そんな方法を開発し、検けん証しようし、実じつ践せんする事に何の意味が在るというのか。


　魔族の存在は周囲の全てを等ひとしく破は滅めつさせる。それはまさしく法律が謳うたう通り問もん答どう無む用ようの局きよく地ち災さい害がいだ。制御出来ないものは兵器としてすら意味がない。


　わざわざこんな異形のモールドを創つくり出して運用するには、それなりの費ひ用ようと手て間まが掛かかる筈だが──他に活いかせなければ全くの無む駄だだ。まさか趣しゆ味みという訳わけでもないだろうし、発ほつ作さ的てきな通り魔犯罪としては手が込みすぎている。


　故に……〈黒騎士〉は続発する魔族事件の脅きよう威いに晒さらされ続けた市民達が、恐きよう怖ふの余あまりに創り出した空くう想そうの産さん物ぶつだとブライアン達は考えていた。実じつ際さい、類るい似じの噂は過去に幾いくつか例が在る。


「しかし、これでとりあえず、〈憂国騎士団〉や、それに類する連中の、暴行事件は減るでしょうね」


　顰しかめ面つらで嘆たん息そくを繰り返すブライアンに気を使ってか……その草食動物を思わせる大きくも穏おん和わな顔に、若じやつ干かん明るい表情を浮かべて言うダリル。


　現在……トリスタン市し警けいの警察官達の頭を悩なやませる問題は〈黒騎士〉そのものの他ほかにももう一つ在った。元を辿たどれば原因は〈黒騎士〉なのであろうが実じつ質しつ的てきには別の問題になってくる。


　市民の暴行事件や暴ぼう動どうである。


『誰が魔族になるのか分からない』


　そういう噂が流れ始めて随ずい分ぶんになる。


　魔族というのは不ふ用よう意いに魔法を使ってしまった人間のなれの果てだ。


　本来、職しよく業ぎようとしての魔法士か、あるいは違い法ほうに製せい造ぞうされた密みつ造ぞうモールドの所有者、あるいは同じく非合法に製せい本ほんされた魔法の解かい説せつ書しよである〈黒本〉の所有者……といったごく一部の人間達が魔族になる危き険けんが在る。その中でも魔法士はその危険を覚かく悟ごの上で成立する職業であるからこそ高こう給きゆう取とりなのである。


　逆ぎやくに言えば魔法を使わない限り魔族にはならない。


　故にこそ魔法士でもなく、違法な物ぶつ品ぴんにも手を出さない『善ぜん良りような』一いつ般ぱん市し民みんには魔族の被害者になる恐れは在っても、自らが魔族化して加か害がい者しやになる可能性は皆かい無むと言えた。


　だが……


　現実に黒本とも密造モールドとも縁えんの無い様な人間が、明らかに不ふ自し然ぜんな状況下で魔族化する事件が幾いくつか続いた。目め敏ざとい人間が一連のその事件に気付き、彼かれ等らの主しゆ張ちようは噂となって世間に流る布ふ──やがて人々は『いつ誰が魔族になるのか分からない』『今この瞬間に自分が魔族になるかもしれない』『あるいは自分の眼めの前の友人知人が魔族になるかもしれない』そんな恐怖を覚える様になっていった。


　魔族化の常じよう識しきが崩くずれたのだ。


　無論……こんな状態では人間がまともな社会生活を営いとなめる筈はずも無い。


　だが同時にずっと法治社会で暮らしてきた人々が、一気に無む法ほう状態に陥おちいる筈も無い。その結果……意識的か、無意識的にかはともかく、人々は自分達が安心出来る新たな基き準じゆんを求める事となった。


　自分達が魔族化しないという保ほ証しようを彼等は欲ほつしたのだ。


　それが理り屈くつにもならない譫うわ言ごとの類であろうとも彼等の精神の安定には必要なものだった。


　結果的に──『分かり易やすく』『応おう用ようが利きき易く』『容易たやすく自分をその基き準じゆんの外側に置ける』新たな『常識』が市民の間で流布し始めた。


　事実とは何の関係も無く勝かつ手てに──だ。


『魔法と関係の在った人間は魔族化し易い』


　そんな曖あい昧まいな基き準じゆんが人々の間に浸しん透とうし、これを信じた──これに縋すがった者達や、これを大たい義ぎ名めい分ぶんとして自分達の自己満足的な暴力行為を正当化した集団が引き起こす暴行事件や小規模な暴動が頻ひん発ぱつする様になった。そしてそれらの事件の半数以上は結果的に死者を出していた。


　誰もが皆みな──差さ別べつをする事で自分を安心させようとしている。


　自分の安心の為に適てき当とうな『他人』を生いけ贄にえにしているのだ。


　この風ふう潮ちようを止めるには『原因の無い魔族化』の陰かげに潜ひそんでいる本当の『原因』を調べ出して公表するしかない。より新しい、より強きよう固こで、より理解し易い、本物の『基準』を与えてやらねば人々の不安は止められまい。


　その意味でも〈黒騎士〉の逮たい捕ほは急きゆう務むなのであった。


　だが──


「それは……どうかな」


　ブライアンは呟つぶやく様に言った。


　確かに〈黒騎士〉の存在が公式発表されれば〈憂国騎士団〉の主しゆ張ちようする『魔族化する人間』の基準──即すなわち『ＣＳＡが魔族化し易い』『顔や身体の形がいびつな人間は魔族化し易い』『魔法士やその家族や関係者は魔族化し易い』などといった根こん拠きよも無い差別基準は否定されるだろう。


　また『何の原因も無く誰かが魔族化する』というよりは『〈黒騎士〉が無む辜この市民を魔族化させていた』という公式発表がなされた方が市民の間の動どう揺ようは少ない筈はずだ。


「だがな……」


　ブライアンは頭ず痛つうを堪たえるかの様に自分のこめかみを右手で揉もみながら言った。


「人間は一いつ旦たん何かを信じて行動を始めると、たとえ信じたものが間違いだと言われても、なかなかそれを認みとめられない。証拠が提てい出しゆつされてもその証拠の信しん憑ぴよう性せいを疑ってかかる事になる」


「…………はあ」


　眼を瞬まばたかせるダリル。


　真ま面じ目めで実じつ直ちよくな──そして何より若いこの警けい官かんにはブライアンの言っている意味がよく分からなかったのかもしれない。ブライアンは更に大きく溜め息を一つついてから適てき当とうな実じつ例れいを記憶の中から一つ引っ張り出した。


「例えば──ランパル真しん教きようの教きよう祖そ死し亡ぼう事じ件けんな」


「あ。はい」


　ダリルが頷うなずく。


　ランパル真教教祖死亡事件。


　それは数ヶ月前に起こった魔族事件ケースＳＡである。


　ランパル真教とはアルマデウス帝てい国こくでも主流を占しめるホルスト教の一いつ派ぱ──ランパル派が分ぶん離り独どく立りつして出来上がった新しん興こう宗しゆう教きようだ。


　当時まだ信しん徒とは四千名と宗教団体としては小しよう規き模ぼではあったが、分かり易い教きよう義ぎと教祖のカリスマ性から熱ねつ心しんな信徒を多く抱かかえており、その結果として既き存そん宗教との衝しよう突とつを繰り返して孤こ立りつ──急きゆう速そくに狂信集団カルト的な側面を強めつつあった。


　この手の新興宗教の常つねとして、ランパル真教も安あん易いな奇き跡せきの演出と、信者獲かく得とくの為ための強ごう引いんな布ふ教きようが問題になっていた。ブライアンもダリルも何度か『家族を救い出したい』と、ランパル真教に入信した者の身み内うちが警察に相談に来る光こう景けいを見ている。教祖であるヨアヒス・ロザムンデが死亡したと聞いて、涙なみだを流しながら喜んだ者も少なくないという。


　しかし……


「あれにした処ところで、後日の検けん証しようでランパル真教の教祖は魔法士ソーサリストを使って『奇き跡せき』を捏ねつ造ぞうしていたって事が分かった訳わけだが……多くの信徒は警察の提出した証拠の方が捏造だってんで未いまだに教祖が『星の御み子こ』だって信じてるそうだ」


「…………」


　さすがのダリルも顔をしかめて黙だまり込んだ。


　ヨアヒス・ロザムンデは『心の清きよい人間ならば魔法ソーサリイを使っても魔族メレヴユレントにならない』と主しゆ張ちようし、信徒達の前で実じつ際さいに魔法を使って見せていた。これが強きよう烈れつな『奇跡』のパフォーマンスとなって信者を惹ひき付けていた訳だが……実際には彼の立つ演えん壇だんの下に潜ひそんだ魔法士が彼の代わりに魔法を行こう使ししていただけという三流手品にも劣るペテンであった事が事件の際さいに判はん明めいしている。ヨアヒスとその説せつ法ぽうを聞きに来ていた信者達は、魔族化したその魔法士に殺されたのだ。


「自分の眼で見ていない以上、情報の信憑性なんてのは突つき詰つめれば、その提てい供きよう者しやの信用でしかない。いくらでも加か工こうが利きくからな」


「それは、そうですが……」


「ならば今回の事も、〈憂国騎士団〉みたいな連中からすれば『警察とマスコミが結けつ託たくしたでっち上げ』だと主張する方が都つ合ごうがいい。何しろもし〈黒騎士〉が本当に存在したのなら、奴等のやっていた事はまるっきり見けん当とう違ちがいも良い所で──大おお恥はじだからな。俺達もつい昨日までは信用していなかった話だ、否定もし易かろうさ」


「いや……しかし恥とか、何とか……そういう次元の、話では……」


「……俺が言うのも何だがな」


　困こん惑わくの表情を浮かべるダリルに〈第一分署の騎士〉と渾あだ名なされるブライアンは皮ひ肉にくげな苦く笑しようを浮かべて言った。


「武器を持たない人間を寄って集たかって殴なぐったりする私刑リンチ集団の癖くせに、自分達で〈憂国騎士団〉なんぞと名乗る連中だぞ？　自分達の矜きよう持じを満足させる為ためなら眼の前に在るものでも『見なかった』と主張しても何の不ふ思し議ぎは無いさ。それで何人もの人死にが出ようと奴等の知ったこっちゃない」


　そもそも……〈憂国騎士団〉は『原因の無い魔族化』の噂うわさが発生する以前から存在していた集団である。


　彼等はあくまでＣＳＡや魔族事件関係者の差別を活動目的としており、彼等がここしばらく暴行及および殺傷事件の際さいに主張していた『魔族化の基準』も、世間に流る布ふする噂に自分達の主義主張を無理矢理こじつけたに過ぎない。


　ならば……たとえ〈黒騎士〉が現実に存在していたとしても、彼等にはそれを肯こう定ていする必要は何ど処こにも無い。


「写真なんてのはいくらでも『合成だ』とか何とか主張出来るし、一般市民はそれが合成写真かどうかなんて判断つかないからな。まして一いつ般ぱん市民にも〈憂国騎士団〉を応おう援えんする動きが出ていた。ならば──こんな写真数枚と公式発表だけじゃ世せ情じよう不安が収まらない可能性が強い」


　確かに一旦信じたものを自ら否定するのは難むずかしい。


　信じて取り返しの付かない事をしていたならば尚なお更さらの事だ。


〈憂国騎士団〉は無む論ろんの事、彼等の主張を信じて彼等の活動に好こう意い的てき見けん解かいを持っていた者達は確かに〈黒騎士〉の存在を認め難がたいだろう。既すでに〈憂国騎士団〉による暴行事件では死者が二ふた桁けたに達しているのだから。


「何にしても」


　ブライアンは資し料りようを指先で弾はじきながら言った。


「この〈黒騎士〉を捕つかまえてもっと大量の証拠を揃そろえない事にはな。いくら否定してもしきれない位の証拠を突き付けてやれば、大たい概がいの連中は目を覚さますだろう。まあ……〈憂国騎士団〉みたいなのは無くなりはしないだろうがな」


「ですね」


　諦てい念ねん混じりに頷くダリル。


　その時──


『──隊長』


　運転席から車内の伝でん声せい管かんを通して声が掛かかった。


『そろそろ魔ま法ほう管かん理り局きよくに着きます』


「分かった」


　そう応おうじてブライアンは資料をケースの中に戻した。





　　　　●　　●　　●





　既すでに時じ刻こくは明け方──午前四時半を回っていた。


　魔法管理局に徹てつ夜やで灯あかりが点ついているのは、実の所あまり珍めずらしくない。


　そもそも役所と一ひと括くくりに言っても業ぎよう務む形けい態たいは様さま々ざまだ。職しよく員いんが定時に帰き宅たくするのが当とう然ぜんといった印象の在る市役所でも、実じつ際さいには数多くの残ざん業ぎようが発生し、深しん夜やに庁ちよう舎しやを出る職員も少なくない。まして最近はケースＳＡの多発で処しよ理りすべき懸けん案あんの多い魔法管理局となれば、何日も徹夜して家に戻っていない職員も居いるのも不ふ思し議ぎではない。


　ただし……灯りが点いているのが会議室となるとさすがに異い例れいではあるだろう。


「すみません！　遅おそくなりました！」


　第二会議室の扉とびらを開いた途と端たん、集中する視し線せんを前に──ネリンはそう声を上げた。


　この第二会議室は、つい先日の魔法士ソーサリスト達を集めて行われた通つう達たつ会かいと同じ部屋だが、その中の印象は全く異ことなるものになっている。


　大学の講義室の如ごとく前ぜん方ぽうの演えん壇だんに向けて並べられていた百以上の椅い子すはその殆ほとんどが片付けられている。代わりに部屋の真ん中に大きな四角を描えがく様にして配はい置ちされた長なが机つくえ八基と、そこに沿そう様に並べられた十六の椅子、更さらに壁かべ際ぎわに並べられた十の椅子が、まさしく会議室然とした風ふう景けいを形作っていた。この第二会議室に限かぎって言えば当然こちらの方が本ほん来らいの姿ではある。


　長机についているのは全部で十五名。


　警けい察さつ関かん係けい者しやが六名、魔法管理局関係者が七名、そして──恐おそらくは専せん門もん家かとして意見を伺うかがう為ために呼ばれたらしいモールド・エンジニアが二名。魔法管理局関係者は無む論ろんだが、この十五名の中にはネリンも顔見知りの人間が数名含まれていた。


　更に壁際の椅子には戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが三名。フィリシスやトーマスの姿が無いのは恐らく先に発生した六体の魔族の駆く除じよに出で払はらっているからだろう。


　代わりに──


「おや？　遅ち刻こくした上に女性同どう伴はんか。いいご身分だな？」


　レイオット達に向けて真っ先に声を掛かけてきたのは、魔法管理局の人間でも警察関係者でもなく……戦術魔法士のヴィクハルト・ヤークトルーフであった。


　表情といい口く調ちようといいひどく挑ちよう発はつ的てきで、過か剰じような程ほどの自信が溢あふれている。


　長ちよう身しん瘦そう軀くに帯おびるのは黒くろ革かわのジャケット、スラックス、ベルト、ブーツと、黄色のシャツ。指に、手首に、耳みみ朶たぶに銀ぎん細ざい工くの派は手でな装身具アクセサリを幾いくつも着けている上、一部金色に染そめられた黒の前髪が、警けい戒かい色しよくの組合せとなって周りの者の注意を惹き付けずにはおかない。


　他人がいつも自分を注ちゆう目もくしていないと気が済すまない……そんな性格なのだろう。こういう類たぐいの人間は、意識してか無意識かはともかく、実力以上に高い自じ尊そん心しんを維い持じする為ために常つねに周りを挑発して回る様な言げん動どうが目立つ。きゃんきゃんと吼ほえ立てる犬と同じだ。


　ネリンとしては仕事でもなければあまり口を利ききたくない類の人間だった。


「しかもガキの愛人と担当監督官で両手に花ってか？　なるほど──魔法監督官とねんごろになってりゃ無む資し格かくでも仕事は回ってくるよな？」


「…………」


　ネリンは顔をしかめた。


　両手に花というか両りよう腕うでに花というか──確たしかにレイオットはその左右の腕をそれぞれネリンとカペルテータの肩に回している。だが今のレイオットを見てヴィクハルトの様な感かん想そうを持つ者は他ほかに居まい。


　言うまでもなくレイオットは彼女等の肩を抱だいているのではなく、彼女等らに肩を貸かして貰もらって辛かろうじて歩いている状態だ。彼が満まん身しん創そう痍いの状態であるのは誰だれの眼めにも──ヴィクハルトの眼にすら明あきらかだろう。


　だから彼の下品な発言は挑発の為だけのものだ。


　さすがにネリンも一言何か言い返してやろうと思ったが──


「貴き様さまの言えた義ぎ理りではなかろう」


　先にそう言ったのはブライアンだった。


　警察関係者の一人として部下のダリル・ローエングリン巡じゆん査さや数名の上じよう司しと共に長机についている。ブライアンとダリルだけが普通の制服ではなく特とく殊しゆ部ぶ隊たい用の戦せん闘とう服ふくに上着を羽は織おった状態なのは、二人とも現場から直接こちらに来た為ためであろう。


「貴き様さまとて一時間の遅刻だ。そこの無資格戦術魔法士とはわずか十五分の差さでしかない」


「はっ──」


　鼻で笑ってヴィクハルトは言った。


「お巡まわり風ふ情ぜいが何を偉えらそうによ。俺達が居いなけりゃあっという間に手て詰づまりになっちまう癖くせに。悔くやしかったらモールド着て魔法撃うってみな？　そんな意い気く地じもありゃしねえんだろが？」


　警察関係者が何名も居る前である事を思えば、信じ難がたい放ほう言げんである。


　実力主義の社会だから礼れい儀ぎだの何だのは必要無い──そう思って魔法士の業ぎよう界かいに入ってくる礼儀知らずは居るが、此こ処こまであからさまで極きよく端たんな言動は珍めずらしい。


「その言葉そっくり返そう」


　ブライアンは憮ぶ然ぜんとした表情で言った。


「貴様はモールドとスタッフ無しで魔族の前に立てるのか？」


「…………」


「──ちなみに」


　空気が険けん悪あくな方向に冷え始めたのを察したのか──魔法管理局トリスタン支し局きよくの支局長であるカート・ラベルが口を挟はさんだ。


　ヴィクハルトを詰なじるでもなく、レイオットを庇かばうでもなく、ただひたすら事じ務む的てきな口調でカートは言葉を続けた。


「スタインバーグ氏が遅れたのには理由が在ります。時間にして二十分前、氏は此こ処こに急きゆう行こう中ちゆう、偶ぐう然ぜん〈黒騎士〉と接せつ触しよく、戦せん闘とうに及およんだそうです」


「…………！」


　一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がく。


　そして次し第だいにざわめきが会議室全体に染しみ渡わたっていく。さすがにブライアンも驚きの表情を浮かべてレイオット達の方を振り返っていた。


　カートが〈黒騎士〉との一件を知っているのは、予あらかじめネリンが会議への遅刻とその理由を電話で報ほう告こくしていたからだ。


「とりあえず」


　ネリンは声を上げる。


「スタインバーグさんは〈黒騎士〉との戦闘で負ふ傷しようしておられます。手て近ぢかな処ところに座って頂いただきますが──よろしいですか」


「無む論ろんだ」


　カートが頷うなずく。


　ネリンはレイオットを壁際に並べられた椅子の上に座らせる。壊こわれた人形の様に手足を弛し緩かんさせた何ど処こか情けない格かつ好こうの彼の右にはカペルテータが、左にネリンがそのまま腰こしを下ろした。


　ちなみに三つ椅子を隔へだてた向こうにヴィクハルトを含ふくむ三名の戦術魔法士が座っている。


「負傷している処を申もうし訳わけないが──〈黒騎士〉と戦闘したとの話だが」


　警けい視し長ちようの階かい級きゆう章しようを付けた警察官が声を掛かけてくる。


「細かい状じよう況きようとその結果を聞きたい。可能かね？」


「……まあ……何とか」


　レイオットは僅わずかに身じろぎして──顔をしかめる。恐らく肩でも竦すくめてみせる積つもりが筋きん肉にく痛つうのせいで上う手まくいかなかったのだろう。


「結果も何も──結局は逃にがしちまった訳だろ、未だに俺達がこうして雁がん首くび揃そろえてるって事はよ？」


　尚なおもせせら笑う様な口調で言うヴィクハルトを数名の出席者が睨にらむ。


〈黒騎士〉対たい策さくという事で戦術魔法士を可能な限り集めているのだろうが……出来ればこの傲ごう岸がん不ふ遜そんの典てん型けいの様な男をさっさと追い出してしまいたいというのが、一同の本音に違ちがいない。それが出来ないのは、なんだかんだ言っても戦術魔法士は貴き重ちような戦力であり魔法戦闘の専門家であるからだ。


　先のブライアンの発言にしてもレイオットを庇かばっての事ではなく単にこのヴィクハルトの物言いを不ふ愉ゆ快かいに感じた為であろう。


「細かな状況は私が」


　レイオットの代わりに片手を挙げてネリンが言う。


　事じ故こ同どう然ぜんの遭そう遇ぐう。モールド・キャリアでの追つい跡せき。短たん機き関かん銃じゆうによる攻撃。レイオットの反はん撃げき。魔族同どう様ようの魔力圏ドメイン。壁の垂すい直ちよく歩ほ行こう。手しゆ榴りゆう弾だんの装そう備び。彼女は自分の見た通りの事を──ただし〈アクセラレータ〉の使用は別にして──つぶさに一同の前で語った。


「……彼女の報告通りに相そう違い無ないですか？」


　カートが確かく認にんをレイオットに求める。


　レイオットは億おつ劫くうそうな動きで頷いて見せた。


「他ほかに補ほ足そくすべき事や気付いた事などが在れば聞かせて貰えますか」


「一つ……」


　呟つぶやく様にレイオットは言った。


「……魔力圏を纏まとってはいるが……あれは魔族ではなく……あくまでモールドを纏った人間である……という事。四本脚の歩行も……壁を走る事も……恐らくは魔力圏による制御だろう……だが逆に言えば……それはたとえ高こう効こう率りつの呪じゆ文もん書しよ式しきを……記き述じゆつ開発したとしても……専用の……魔ま法ほう機き器きを開発したと……しても……大量の……拘束度デユラビツト数を消しよう耗もうする筈はずだから……長時間の活動は……無む理りだろう……」


「……しかし」


　警視長が怪け訝げんそうに口を挟む。


「報告書では〈黒騎士〉が確認されてから君と交こう戦せんするまでに五時間以上が経けい過かしている。これは短時間とは言えまい」


「……考えられる事は……三つ」


　レイオットは言った。


「〈黒騎士〉は複数……居るか……あるいは……途と中ちゆう……四本脚以外の方法で移動……しているか……」


「複数……!?」


「確かに〈黒騎士〉が単たん独どく犯はんであるという証しよう拠こは無いが……」


　ざわめきが会議室に広がっていく。


　更に──


「あるいは……」


　レイオットは最後の可能性を付け加えた。


「何らかの形で……拘束度を……補ほ給きゆうしているか……」


「拘束度を補給？」


　怪訝そうにカートが言い──彼は二名のモールド・エンジニアを振り返った。


「そんな事が可能なのですか？」


「簡かん単たんでしょう」


　淡たん々たんとした口調でそう言ったのは──丁てい寧ねいに黒くろ髪かみを結ゆい上げた女性のモールド・エンジニアであった。


　若く美人なのだが、それよりも先まず才さい気き走ばしった印象が先に記き憶おくに残る──そんな切れ者然とした女性である。一いつ見けんすると何処かの社長秘ひ書しよといった雰ふん囲い気きで、スーツがよく似合っていた。


　ローランド工こう房ぼうのモールド・エンジニア──エヴァ・イーミュン。


　量産型モールド〈アセンブラ〉の開発者であると同時に、自らが所しよ属ぞくするローランド工房の経けい営えいをも事実上切り盛もりしているという、見た目通りの才さい媛えんだ。


　ついでに言えばこの女性はネリンともレイオットとも面めん識しきが在る。


「単に一度モールドを脱ぬぎ、幾つかの消しよう耗もう部ぶ品ひんを交こう換かん、再さい装そう着ちやくすれば済む事です」


「……それは」


　困こん惑わくの表情を浮かべる警視長。


　そちらの方を向いてエヴァは言葉を繫つないだ。


「現行法の中には魔法工学や医学上、何ら根拠の無い制せい約やくも少なくありません。強きよう制せい待たい機き期き間かんもその一つでしょう。一度脱ぬいだモールドを再装着するのに、適てき正せいな間かん隔かくというのははっきりと分かっていません──御ご存ぞん知じでしょう？」


「確かにそれはその通りですな」


　カートは頷く。


　そもそも戦術魔法士の人手不足を補おぎなう為ため、強制待機期間の短たん縮しゆくを改かい正せい条じよう例れい案あんとして提てい出しゆつする様働きかけているのは他ならぬカート・ラベル支局長自身である。当然、その期間の再設定については専門家の意見を集めてはいただろう。


「つまり……〈黒騎士〉は何処かに仲間が居て、戦術魔法士や警察が追い回していた間にも何度か整備をしていたと？」


「可能性として低いとは思いますが……可能か不可能かと問われればそういう事になります。無論、複数の〈黒騎士〉が居て入れ替かわっている可能性も在りますが。何にしても入れ替わったり整備したりする余裕が在ればさっさと逃とう亡ぼうしても良い筈ですから、どうして五時間も逃げ回っていたのかが分かりませんけれども」


「ローランドさんもお弟で子しさんと同じ御意見ですか？」


　カートは更さらにエヴァの隣となりに座っているモールド・エンジニアに尋ねる。


　ローランドの姓せいで呼ばれたその人物は……老ろう齢れいの女性であった。


　年ねん齢れいは既すでに六十を越こえているだろう。長い髪は白く、肌はだには幾いく筋すじもの皺しわが刻きざまれている。


　ただし彼女の場合にはただ『老人』という言葉を以もつてその容よう姿しを表現するとかなりの違い和わ感かんを伴ともなう事になる。その矍かく鑠しやくとした物もの腰ごしは気き迫はくに満ちていて、枯かれた雰囲気が全く無いからだ。むしろ昨さつ今こんの若者よりも遥はるかに精せい気きに溢あふれている感じだった。


　衣い装しようがこれまた──若い。


　鋲びよう打うちの革ジャンに革のスラックスである。


　ヴィクハルトと似たような格好ではあるのだが、こちらには……奇き抜ばつさだけではなく風ふう格かくの様なものが在る。ただ粋いきがって極きよく端たんな格好をしているだけの若わか造ぞうと、趣しゆ味みや信しん条じようとしてそれらを長年着こなしてきた者の違いなのかもしれなかった。


　こちらもネリン達は顔見知りだ。


　ルイーゼ・ローランド。


　ジャックの祖そ母ぼでありトリスタン市──否いな、アルマデウス帝てい国こくでも屈くつ指しのモールド・エンジニアとして知られる女じよ傑けつである。


「あんたら。本当に誰も気付いてないのかい？」


　ルイーゼはいきなり──呆あきれた様な口調で言った。


　何の事なのかネリンには分からない。他の出席者達も同様の様だった。隣のエヴァさえも驚おどろいた様な表情を浮かべている処を見ると、ルイーゼの愛まな弟子である彼女ですら『気付いてない』らしい。


　カートが怪訝そうな表情で尋たずねる。


「と……いいますと？」


「……気付いてるのはスタインバーグの坊ぼう主ずだけかい」


　短く溜ため息いきをつく様にルイーゼは言ってから、改めて資料を持ち上げた。


「資料は一通り見せて貰もらったよ。写真も。それからそこの──」


　老ろう婆ばはちらりとカペルテータに視線を向ける。


「お嬢じようさんの描いた絵ってのも見せて貰った。モールド・エンジニアとして言わせて貰えば、そこのシモンズ監督官やスタインバーグの坊主が言っている事に矛む盾じゆんは感じない。魔力圏ドメイン云うん々ぬんの話も実に筋すじが通ってる」


「……ふむ」


「ここまで来れば誰か気付きそうなもんだがね」


「ですから──何をです？」


　さすがのカートの口調にも若じやつ干かんの苛いら立だちが混じる。


　しかしそんな事はまるで気にしていない様子で──涼すずしげな口調でルイーゼは言った。


「〈黒騎士〉がどうして魔族を生み出すか、さ」


「…………」


　一同が顔を見合わせる。


　ネリンは傍かたわらのレイオットを振り返る。『気付いているのはスタインバーグの坊主だけ』──ルイーゼの言葉通りなのか、無資格の戦術魔法士の顔に驚きの表情は無い。ただ気け怠だるげな苦く笑しようを浮かべているだけだ。


「発はつ想そうが逆ぎやくなんだよ。魔族が生み出されるのは結果に過ぎない」


「結果……？」


「魔族と同様の魔力圏を帯おびる様な呪文書式は理り論ろん的てきには不可能じゃないさ。だが現実に今まで存在しなかったのは、拘束度数が大量に消費されて実用的じゃないからだよ」


「……それは、その通りですが」


　カートが怪訝そうに応おうじる。


　その程度の事はモールド・エンジニアでなくても知っている。魔法関連の仕事をしていれば自然と身に付く知ち識しきの一つだ。無論──カートだけでなくネリンもその程度の事は知っている。


「此こ処こまで言っても未だ分からないかい？」


　ルイーゼは溜め息をついて言った。


　その時──


「……あ」


　ネリンの脳のう裏りでばらばらに散らばっていた幾つかの部品がかちりと嚙かみ合った。


『〈黒騎士〉』『魔族化』『拘束度数の補充』──
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　ネリンは己おのれの口元を押さえながら呻うめく様に言った。


「まさか……他人の……」


「そうだよ」


　最後まで言わせる事無くルイーゼは言った。


「この〈黒騎士〉は他人を──こういう言い方していいのなら──他人を魔法回かい路ろの一部に組み込んで、その者の『拘束度数』を横取りする事で、魔法を使ってんだよ。そりゃ拘束度数をばんばん消費する魔法でも使えるわな。自分の代わりに魔族化する『生いけ贄にえ』さえ居ればね。まあ『生け贄』はモールド着けてないから、一回の魔法で魔族化しちまう訳だけど、逆に言えばモールドで小こ刻きざみに拘束度数を分けられてないから、一回で拘束度数を十とか消費しちまう様な魔法を使うにはかえって好こう都つ合ごうだろうね」


「…………！」


　会議室に驚きよう愕がくと緊きん張ちようが走る。


　だがルイーゼは一同の動どう揺ようが収まるのを待たず畳たたみ掛かける様に言葉を続けた。


「先にビーチャム魔法士からの報告書も届とどいてただろうに。〈黒騎士〉は他人を魔族化させる際さいに大きな魔法を使ってる。これはビーチャム魔法士を振ふり払はらう為ための足止めの意味も在ったろうが、恐らく改めて魔力圏を維い持じする為の『補給』も兼かねていたんだろう」


「それは──」


　さすがにカートも絶ぜつ句くする。


　誰もが『魔族を造る』方を目的だと考えていたのだ。確かにそちらの方が派は手でで深しん刻こくな問題ではある。実じつ際さいに〈秩序成す炎〉の様なテロリズム集団が魔族を大量発生させた例も幾いくつか在った。


「だが……」


　警視長が喘あえぐ様な口調で言う。


「この〈黒騎士〉は何のためにそんな……モールドを？」


「そこまでは分からないよ。ただこの写真や絵を見る限りじゃ、何らかの実じつ験けんの意味合いが強いんじゃないかね。定てい期き的てきに現れては魔族を生み出してたのもそう考えると合が点てんがいくだろう？」


　腕を組んで写真と──そして複ふく写しやされたカペルの絵を眺ながめながらルイーゼは言った。


「実験……何の？」


「あるいは軍ぐん事じ利用──」


「マノン共きよう和わ国こくか？」


「モールド・エンジニア拉ら致ちの──」


「そう決めつけるのは早そう計けいでは……」


　より混こん沌とんたるざわめきが会議室の中に満ちていく。


　数ヶ月前──モールド・エンジニア数名や戦術魔法士が立て続けに行方ゆくえ不ふ明めいになった為、軍ぐん備び拡かく大だいを目もく論ろんでいるマノン共和国が魔法技術による戦力増強を狙ねらっているのではないかという噂うわさが立った事が在る。


　これは無む論ろん、マノン共和国は公式に否定している。魔法士の軍事利用は国こく際さい条じよう約やくで明めい確かくに禁きんじられており──万まんが一いち肯こう定ていすれば経けい済ざい封ふう鎖さから軍ぐん事じ行こう動どうまでありとあらゆる制せい裁さいを周辺諸しよ国こくから受ける事になるだろうからだ。


　だがマノン共和国陸軍でもタカ派として有名な──そして疑ぎ惑わくの渦か中ちゆうに居たラルフ・クーベリック准じゆん将しようの唐とう突とつな自じ殺さつ騒そう動どうから、むしろ他国のマノン共和国に対する疑念は高まっている。クーベリック准将を自殺させる事で蜥蜴とかげの尻尾しつぽ切りを行ったのではないか……あるいは自殺騒動の陰かげで密ひそかに就しゆう任にんした次の責任者が計画を続行しているのではないかと。


「何にしても……」


　ルイーゼは言った。


「もし私の想像通りなら、このモールドを造つくった奴やつは頭がいかれてる」


　ざわめきがぴたりと止まる。


　一同の視線を浴あびながらルイーゼは心しん底そこ呆あきれた様な口調で言った。


「こいつは次々とイケニエを使い潰つぶしながら魔法を使い続ける為のものだからね。こんなもの開発したところで一いつ般ぱん社会で商品化出来る筈も無い。たとえ軍事利用だとしても大々的に使える筈がないんだ──とてもじゃないけど国民の賛さん同どうを得られる筈も無いしね」


　確かに法ほう治ち国こつ家かにおいてこんなシステムを使った兵器が許きよ容ようされる筈も無い。


　文字通り人間を消しよう耗もう品ひんとして──生け贄に使うシステムだ。


　最も早はや、人道がどうのという次元の問題ではない。


　あるいは敵てき兵へいを生け贄として使うのであれば──そして思し想そう統とう制せいの行き届とどいた全体主義国家や独どく裁さい国家においてならば、国民の賛同が得られるかもしれない。だが、それもそう長続きしないのは眼めに見えている。周辺諸国との対立が深しん刻こく化かするだけの話だ。


　そして国家同士の対立の極きよく致ち──戦争ともなれば核かく兵へい器きや燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんの出番である。さすがに歩兵レベルの兵器ではどれだけ優ゆう秀しゆうでもどうにもなるまい。


「つまり開発してもそこで終わりなんだよ──これは。ならばこんなものを開発する理由なんて限られてくる。ごくごく個人的な事情が在るか、さもなくば」


　言葉を切って顔をしかめるルイーゼ。


　結けつ論ろんを促うながす一同の視線に押される様な形で彼女は言った。


「……趣しゆ味みなんだろうさ」


「…………」


　ざわめきが濃こさを増す。


　無論、ルイーゼの話は全すべて推すい測そくの上に成り立っている。彼女の語った事が真実であるかどうかは未だ分からない。だが現時点で最も筋すじの通った話ではあった。


「何にしても早急にこの〈黒騎士〉を逮たい捕ほする必要が在る」


　警視長が言った。


「市民の不安感もそろそろ限界に達している。ここしばらく続いていた『原因の無い魔族化』の元げん凶きようとして、〈黒騎士〉の存在を明るみに引きずり出さなければ、いつまたどういう形で暴ぼう動どうが起こるか分からない」


「魔法士であるという事が唯ゆい一いつの救いですな」


　机についていたトリスタン支局の職員が言った。


「これ以上、戦術魔法士やＳＳＳの戦力を割さかれずに済む。魔法士であるのならば通常装備の警察でも対たい処しよ可か能のうですから──」


　確かに魔法士ならばわざわざ攻撃魔法や対魔族狙そ撃げき銃じゆう〈サンダー・ボルト〉でなくても殺す事は出来るだろう。


　モールドは拘束装甲と呼ばれるが、その防ぼう御ぎよ力りよくはさして高い訳ではない。表面をテフロン処しよ理りした徹てつ甲こう弾だんならば撃うち抜けるだろうし……たとえ撃ち抜けなかったとしても銃弾の持つ打だ撃げき力りよくそのもので充じゆう分ぶんに制せい圧あつ出来る。


　単純なエネルギー量から言えば大だい口こう径けいライフルの銃じゆう弾だんは時速数十キロメルトルで突っ込んでくる自動車のそれに等ひとしい。貫通しないからこそむしろ、それが衝しよう撃げきとなって相手に伝わる。モールドを着た魔法士にしてみれば鉄てつ槌ついで殴なぐられている様なものだ。何発も耐たえられる筈も無い。


　だが──


「無む理りだろ」


　せせら笑う様な声でヴィクハルトが言った。


「スタインバーグの言う事が正しいんなら警けい官かんなんざ役に立たねえよ。魔力圏を帯びてるって事は魔族メレヴエレントと同じだぜ？　銃が通用しないって事だ。警けい棒ぼうで殴ってみるか？」


「……では〈サンダー・ボルト〉ならば」


　警視長が言う。


「対魔族戦力を割くのは痛いが──〈黒騎士〉を逮捕制圧出来れば魔族の大量発生は食い止められる筈だ。予よ備びの〈サンダー・ボルト〉をＳＥＳにも配はい備びして……」


「いや……」


　口を挟んだのは──レイオットだった。


「悪いが……俺おれもそこの……警けい戒かい色しよく野や郎ろうと……同じ意見だ……」


「……誰が警戒色だ」


　不ふ機き嫌げんそうにヴィクハルトが言う。


　どうやらこの格かつ好こうは自じ覚かく無しにやっていたらしい。


　構わずレイオットは言葉を続けた。


「ＳＳＳの戦せん法ぽうは……基本的に狙撃だ……だがあの……重い〈サンダー・ボルト〉を担かついで……あちこち動き回る訳にも……いかないだろう。だが……〈黒騎士〉は……機き動どう力りよくが高い……まして……一度気付かれて……〈デフィレイド〉でも展てん開かいされたら……益ます々ます銃弾は……通つう用ようしない」


　魔族と異ことなり〈黒騎士〉の中身は人間──理り性せいに基もとづく判断力が在る。


　狂きよう気きや本ほん能のうに従って動く魔族に比くらべると『特定の場所に誘さそい込こんで狙撃』という戦せん術じゆつが通じない可能性は、確かに高い。


「む…………君等の意い見けんは？」


　眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんで警視長はブライアンとダリルを振り返る。


「申もうし訳わけありませんが……スタインバーグ氏の言うとおりであると小しよう官かんも思います」


　苦く渋じゆうの表情を浮かべながらもダリルはそう発言しブライアンも頷うなずいて同どう意いを示しめした。


「では──」


　カートが一同の内心を代だい弁べんして尋たずねる。


「どうするべきだと？」


　魔法管理局トリスタン支局局長の視線はレイオットの方を向いていた。


「……俺に聞くのか？」


　苦く笑しようするレイオット。


　公式な肩かた書がきだけで見れば、この場で二番目に場ば違ちがいなのはレイオットだろう。


　彼は法ほう的てきには単なる一いつ般ぱん市民である。杓しやく子し定じよう規ぎな法ほう解かい釈しやくとその遂すい行こうを求められる役人達が、建たて前まえ上じよう一般市民に過すぎない彼の意見を求めるのは──ましてや本ほん来らいは違い法ほうな存在として糾きゆう弾だんせねばならない無資格の戦術魔法士の意見を求めるというのは、レイオットでなくても苦笑せざるを得ない図である。


　もっともそれだけ事態が逼ひつ迫ぱくしているのだとも言える。


　ちなみに……この場で一番場違いなのは言うまでもなくカペルテータである。


「この際、無資格だの何だのはさておいて、貴方あなたの意見が聞きたい。少なくとも此こ処こに居る人間の中で最も魔法戦闘について実じつ績せきが在るのは貴方だし、〈黒騎士〉と戦闘経験が在るのもこの場では貴方だけだ」


「……左さ様ようで」


　カートの言葉にレイオットが溜め息をつく。


　レイオットが場の中心になっているのが気に入らないらしく、ヴィクハルトが彼の方を睨にらんでいるが……それに気付いているのかいないのか、レイオットはやはり気け怠だるい口調のまま言葉を繫いだ。


「……ＳＳＳは逆に言えば……魔族に対しては有ゆう効こうな存在だ。その意味では……魔族が発生した場合……〈黒騎士〉による発生も含ふくめて……ＳＳＳに処しよ理りを任まかせてしまう。そして〈黒騎士〉そのものに関しては……戦術魔法士投入によって捕ほ獲かく……という処ところが現げん実じつ的てきだろうな……」


「──異い論ろんは？」


　カートがまとめる様に尋たずねる。


　出席する一同は──ヴィクハルトですらも沈ちん黙もくで応おうじた。彼等が考えていた事もレイオットのそれと大差在るまい。抜ばつ本ぽん的てきではないが無ぶ難なんで確かく実じつな結論だった。


「ならば細こまかい連れん絡らくと詳しよう細さいな現場での対たい応おうについてこれから打合せをしたいと思いますが。よろしいか？」


　更にカートが会議室全体を見回して尋ねる。


　やはり──誰からも異論は出なかった。
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　すり切れかけたレコードが旧ふるい聖せい歌かを静かに奏かなでている。


　レコードについた細こまかな傷きずのせいか。あるいは蓄ちく音おん機きの針はりが悪いのか。旋せん律りつの中にざらざらとした小さな雑ざつ音おんが混じっているが、気にする者は此こ処こには居ない。音おん質しつなどは些さ細さいな事──というのが持ち主の主しゆ張ちようであった。


　重じゆう要ようなのはそこに込められた精せい神しんであるのだと。





　おお尊とうときかな　おお尊きかな


　星々の息い吹ぶきによりて生まれたまいし御み子こ


　御おん身み　人々のため　まことの苦しみを受け　犠ぎ牲せいとなりたまい


　御胸を刺さし貫つらぬかれ　血を流したまえり


　臨りん終じゆうの悶もだえに先立ちて　我われ等らの糧かてとなりたまえ


　おお尊き星の御子


　慈じ悲ひ深き星の御子


　御血を以もつて我等が罪を贖あがないたもう





「……ふふ……」


　薄くら闇やみの中で車くるま椅い子すの少女は密ひそやかな笑えみを浮うかべる。


　優ゆう美びな──労働というものとまるで縁えんがないかの様な線の細さが、少女をまるで繊せん細さいな美術工芸品の様に見せている。こうして声も無く部屋の片かた隅すみに座っていれば、等とう身しん大だいの陶製人形ヴイスクドールと見み紛まごう者も居るかもしれない。生なま身みならば当然に備そなわる俗ぞく臭しゆうというものがひどく希き薄はくで──何ど処こか遠くを見ているかの様にその瞳は、浮うき世よ離ばなれした、焦しよう点てんの曖あい昧まいな処ところが在った。


「──ミュリエナ」


　ふと──背後から声が掛かる。


　だが少女は振り向かない。そこに何が在って誰が居るのか分かっているからだ。


　厳おごそかなパイプオルガンと合がつ唱しようの声に包まれながら少女はただ微ほほ笑えみを浮かべている。


「ミュリエナ」


　改めてそう少女の名を呼びながら──その脇わきに人影が湧わく。


　小こ柄がらな……しかもいつも申もうし訳わけ無さそうに背中を丸めているかの様な青年である。少女の姿と比くらべればあまりに地じ味みで無ぶ粋すいな──垢あか抜ぬけない田舎いなか者ものといった風ふ情ぜいの彼は、しかし少女にとっては兄と呼ぶべき人物であった。


「お湯が沸わいたよ」


　少女の兄──カールはそう言ってミュリエナの側そばで膝ひざをつく。


　そのまま黙だまって彼はミュリエナの横顔を見つめている。その姿はまるで主人の命令を待つ愚ぐ直ちよくな犬の様だった。無む言ごんの少女を訝いぶかしむ様子もその態たい度どに苛いら立だつ様子も無い。彼はただ淡たん々たんと車椅子の脇に跪ひざまずいて穏おだやかな笑みを浮かべ──少女の反応を待っている。


　その柔にゆう和わな表情の中で……まるで亀き裂れつの様な目元の傷きず痕あとだけが異い様ように目立っていた。


「──御お兄にい様さま」


　少女が囁ささやく様に言う。


　清せい楚そな唇くちびるから紡つむぎ出される、何ど処こか淫いん靡びな響ひびきすら漂ただようその声に──カールはただ穏おん和わな微び笑しようを浮かべたまま、首を傾かしげて妹の横顔を覗のぞき込む。


「お風ふ呂ろ──入れてくださいまし」


「うん」


　カールは頷うなずいて立ち上がり、少女の車椅子を押して脱だつ衣い所じよに向かう。


　やはり薄うす闇やみと、そして浴よく室しつからの水すい蒸じよう気きが漂ただよう白い脱衣所で彼はそっと壊こわれ物を扱あつかうかの様な手つきで妹の身体からだに手を掛かける。


　そこで──ふと何かを思い出したかの様に停とまるカールの手。


　兄の節ふしくれ立った手を見下ろしながら……やはり囁く様に妹は言った。


「脱ぬがせてくださいまし」


「──うん」


　まずは足から。


　やはり慎しん重ちよう極きわまりない手つきで彼はそっと妹の足に塡はめられた革かわ靴ぐつを脱ぬがせ、続けてその素す足あしを包む白い靴くつ下したを脱がせていく。靴下はふくらはぎから膝ひざを越こえ太ふと股ももの辺りでガーターベルトによって留とめられる長い絹きぬ製せいのもの。これ一足でカールの着ているものが丸ごと買えてしまう高級品である。


　カールの手が少女の白い太股をゆっくりと這はい──ガーターベルトの金かな具ぐを外はずす。


　するすると薄うす皮かわを剝むくかの様に長い靴下を脱がせていく。そしてカールは妹の身体を少し車椅子から抱だき上げた。何も言わずとも優ゆう雅がに細く白い腕うでが彼の首を巻き、カールはたてた片かた膝ひざの上に妹を座らせてそのワンピースを脱がせた。


　そして──


「──御兄様」


　妹に促うながされて彼は下着に手を掛ける。


　その際さいに僅わずかに逡しゆん巡じゆんを示すかの様に指の先が震えたが──それに妹が気付いたかどうかは分からない。何度となく繰くり返してきた作さ業ぎようでありながらも、その指先には何ど処こか緊きん張ちようが在った。


　兄の手が膝の上に腰こし掛かける妹の下着を剝はいで行く。


　ミュリエナは動かない。全すべて兄に任まかせっきりだ。カールが彼女の服を脱がせていく様さまは、まさしく人形の着せ替えを行っているかの様な……何処か生なま身みの俗ぞく臭しゆうを欠かいた奇き妙みような光こう景けいだった。


　隣の部屋から賛さん美び歌かの旋せん律りつが途と切ぎれ途切れに流れてくる。


　やがて──まるで生まれたばかりの天使の如ごとく一いつ糸し纏まとわぬ姿にミュリエナはなった。


　全てを兄の視線に晒さらしながらも彼女の表情に羞しゆう恥ちの色は無い。


「…………」


　そっと妹を抱き上げるとカールは浴室に入った。


　水蒸気の白はく煙えんがより濃のう厚こうなものとなって二人にまとわりついてくる。


「御兄様。濡ぬれてしまいます」


　ミュリエナが僅わずかに笑えみを含ふくんだ声を掛ける。


「……うん」


　頷うなずくも──カールはしかし服を着たまま、自分が濡れるのも構かまわず妹を座らせると、彼女の身体にシャワーの湯をかけ始めた。


「御兄様」


　ミュリエナが謡うたう様に声を掛ける。


　鏡かがみを見る彼女の瞳は何処か潤うるんでいるかの様だった。


「もうすぐですわね」


「……そうだね」


　妹の身体を洗いながらカールは頷く。


　農のう夫ふを思わせる木ぼく訥とつな顔には穏やかな表情が浮かんでいる。


　いつもと変わらない──まるで『穏おん和わ』という抽ちゆう象しようをそのまま具ぐ現げん化かした仮か面めんの如ごとくに。


「……楽しみ」


　肌はだを上気させながらミュリエナが言う。


「そうだね」


　カールはまるで機き械かいの様に頷いた。





　　　　●　　●　　●





　日曜日──エリック・サリヴァンは忙いそがしい。


　医い療りよう系けい魔法士ソーサリストの資し格かく取しゆ得とくを目指すという進路を決めた彼は、普ふ段だんから勉べん学がくに勤いそしみ、普ふ通つうの学生よりも多た忙ぼうな生活を送っている。


　魔法士資格そのものの取得はそう難むずかしくはないのだが、彼が目指している医療魔法士は当然の事ながら医い師しの国こつ家か資格も同時に必要となる。そういう訳で彼は先まず理り系けいの中でも特に競きよう争そう率りつの高い医学部に進学する必要が在るのだった。無む論ろん、三流大学ならば入るのは比ひ較かく的てき楽だが──名門の、しかも授業料の安い国こつ公こう立りつ大学となるとその入学試験の競争率は相そう当とうなものになる。エリックはそこそこに学がく業ぎようの成せい績せきは良かったが、かといって手を抜いて一流大学の医学部に入れる程ほどではない。可能な限り早い資格取得を目指すならば尚なお更さらの事だ。


　だが──エリックの仕事は勉べん強きようだけではない。


　実はサリヴァン家の基本的な買い物は全て彼の担たん当とうになっているのだ。


　サリヴァン家の人間は彼以外には誰だれも家の外に出る事が出来ない。


　医療魔法士をやっていた父の預よ金きんや、前に住んでいた家を売ばい却きやくした際さいの金がそれなりに残っている為ため、生せい活かつ費ひに困こまる様な事は無い。少なくとも質しつ素そに暮くらす限かぎり十年かそこらは働きに出る必要は無いだろう。


　だがだからといって全員家にこもりっきりになるという訳にもいかない。


　生きていればそれなりに消しよう費ひする生活必ひつ需じゆ品ひんというものが何種類も在る。食品。トイレットペーパー。薬。衣服。その他諸もろ々もろ。そしてその多くは外に買い物に出なければ手に入らない。配はい達たつに頼たよるという手も在るのだが──割わり高だかになる上に、そもそも母や妹は玄げん関かんまで受け取りに出る事さえ出来ないので、あまり意味が無い。


　そういう訳で……学校が休みの日曜日となるとエリックは様さま々ざまなものを買い出しに出掛けるのである。大量にまとめ買い出来れば隔かく週しゆうや月一回に買い物を減へらす事も出来るのだろうが、自動車免めん許きよを持っていないエリックは、まとめ買いした品物を運ぶ手段が無い。


　もっとも……今日はフレッドが彼の父親の車を借かりてきてくれるそうなので、初めてのまとめ買いに挑ちよう戦せんしようと考えている処ところだった。一年学校を留りゆう年ねんしている彼は、既すでに自動車免許を持っているのである。


「…………行ってらっしゃい」


　玄げん関かんを出ようとした時──ふと廊ろう下かの奥からそんな声が掛かかる。


　振ふり返った彼はそこに立つパジャマ姿の妹を見た。


　リムル・サリヴァン。十五歳さい。


（……また瘦やせたか）


　エリックは玄関口まで見送りに出てきた妹を眺ながめながらそんな事を思う。


　この半年余あまりで妹は随ずい分ぶんと変わった。


　その容よう姿しも性格もだ。


　先まず以前の顔が想像し難がたい程ほどに瘦せた。


　どちらかといえばぽっちゃりした丸顔だったのだが、今は頰ほお骨ぼねが浮き出そうな程に細くなっている。長い髪もぼさぼさでろくな手入れが出来ておらず、結けつ果かとしてその容姿はひどく荒すさんだ印いん象しようになっていた。


　おっとりのんびりした処ところの在ったその物もの腰ごしは、今や天てん敵てきの影かげに怯おびえる小動物の様に落ち着きが無い。よく笑う少女であったのだが──弱々しい今にも消えそうな微び笑しようを除のぞけば、エリックはもう半年の間、妹の笑え顔がおを見ていなかった。


　無む理りもない話だ。


　医療魔法士であった父が魔族化した後──彼女は学校で酷ひどい虐いじめに逢あって登とう校こう拒きよ否ひになった。こちらの家に越こしてきてからは全く外出をしていない。一度無む理り矢や理りにエリックが散歩に連れ出そうとした際さいには泣き叫さけんで抵てい抗こうした。


　もっとも……家の中にさえ居れば食事の用意をしたり掃そう除じをしたりする事の出来る妹は、未まだましではあるのだろう。母は父の死後、完全にノイローゼで家か事じ一いつ切さいが出来なくなり、寝しん室しつからも滅めつ多たに出てこない。仕し方かたなく今はエリックとリムルが家事を分ぶん担たんしてこなしている状態だった。


　別に珍めずらしい話ではない。


　魔族化した魔法士の遺い族ぞくは何ど処こも似たり寄ったりの状況だという。


「きちんと戸と締じまりしろよ。最近──物ぶつ騒そうだから」


「うん……分かってる」


　リムルは弱々しい微笑を取り繕つくろって頷うなずいた。


　自分に気を使っているのだという事がエリックには分かっていた。無表情よりもむしろ遥はるかに痛いた々いたしい。以前はもっと──良くも悪くも大おおらかな性格だったのだが、今のリムルは常つねにおどおどと他人の顔色を窺うかがっている様な処が在った。


「ヴァリアック先生もちゃんと確かく認にんしてから扉開けろよ」


　改あらためて言うまでもない事を──言われずとも見知らぬ人間に妹が家の扉を開く事は決してないだろう──しかしいたたまれない気持ちを紛まぎらわす様にしてエリックは言った。


　リムルは以前、強ごう姦かんされかかった経けい験けんが在る。


　それも同級生の少年達五人にだ。


　寸すん前ぜんの処ところで警けい官かんが通り掛かった為ために難なんを逃のがれたが──今でも彼女が家の外に出る事が出来ないのはその為である。彼女は兄以外の男が怖こわくて近くに寄れないのだ。食品だの何だのの配はい達たつを受け取る作さ業ぎようを妹に任まかせられないのもこの為だった。大たい抵ていの配達員は男性だからである。


　たまにエリックの家にはフレッドが遊びに来るが、その際にも絶対にリムルは自分の部屋から出てこない。フレッドが悪い奴やつではない事はエリックから何度も聞かされて知っているのだが、頭では理解していても兄以外の男性を前にすると身体からだが硬こう直ちよくして呼吸さえまともに出来なくなってしまうのだという。


　精セ神ラ治ピ療ス士トも女性を紹しよう介かいして貰もらった上で、わざわざ往おう診しんして貰っている状態だった。


「……うん……大だい丈じよう夫ぶ」


　リムルは小さく頷く。


「じゃあ行ってくる。フレッドの奴やつも待ってるし」


「……うん」


「ほら。扉閉めろって」


「……うん」


　言われて渋しぶ々しぶといった様子でリムルは扉を閉める。


　本当はエリックに出で掛かけて欲ほしくないのだろう。そもそも玄関まで出てくるだけでも彼女には相当な苦く痛つうの筈はずなのだ。それでも見送りに出てくるのは──今の彼女にとって頼たよれる相手がエリックしか居ないからだ。


　不ふ憫びんには思うが……だからといってエリックまで家に閉じこもる訳にはいかない。


　そういう訳でエリックとリムルは毎日の様にこのやり取りを繰くり返している。彼が学校に行く際やちょっとした用事で出で掛かける際にもリムルは同じ様な反はん応のうを示しめす。


　故ゆえに──


「──お兄ちゃん」


　一いつ旦たん閉とじられた扉が細く開かれるのもエリックとしては予よ想そうの内だった。


「なに？」


「出来るだけ早く、帰ってきてね」


「……分かった」


　これもいつもの会話である。


　今度こそ扉が閉じられ鍵かぎが掛けられた事を確認すると、エリックは溜ため息いきをついて歩き出した。精神治療士のお陰かげか、少しずつ妹の状態は快かい方ほうに向かってはいる様だが──以前は自分の部屋から出てくる事さえ稀まれだった──それでも先さき行ゆきは明るくない。彼女が普ふ通つうに外に出歩けるようになるまで、あるいは復ふく学がく出来るまで、何年かかるかエリックにも見けん当とうがつかない。


　しかも──


「……しかし……」


　こんな街まちでは尚なお更さらだ。


　いっそ引ひっ越こしを考えた方が良いかもしれない。トリスタンの事件など誰だれも知らない様な──誰もエリック達の事など知らない様な街に。何ど処こだろうと少なくとも今のこの街よりはマシだろう。


「……何なんだ……本当に」


　エリックは妙みように空気の硬かたい街の中を歩いていく。


　見み慣なれた近所の街並みが何か見知らぬ異い国こくの風ふう景けいに見える。同じ建物が在り同じ街がい灯とうが在り同じ石いし畳だたみが在る筈なのに……漂ただよう空気がまるで違ちがう。道行く人々の姿は変わらないが、誰もが何処か暗い表情を浮かべて妙みように神しん経けい質しつそうな視し線せんを辺りに撒まいている。


　今の街に満ちるのと類るい似じした空気をエリックは知っていた。


　父が魔族化して翌よく日じつの、学校の教室だ。


　規き模ぼは違うが──この妙に警けい戒かい心しんに満ちた空気はあの時のものとよく似ていた。誰もが互たがいの出で方かたを窺うかがっている様なぎすぎすとした緊きん張ちよう感かんが漂っている。


　あの時は生徒同士がエリックに対する扱あつかいをどうするかで逡しゆん巡じゆんが在ったのだろう。下へ手たに庇かばうと自分までエリックと共に虐いじめを受ける。だがあまり露ろ骨こつに態たい度どを変えると自分だけが先走る事となって恥はじをかく。だから生徒達は全員が互いの反応を窺いながら真ま綿わたで首を絞しめる様にエリックを疎そ外がいし始めた。


　学校は社会の縮しゆく図ずだと言われるがまさしくその通りだ。


　今この街を覆っている空気はあの時のものと非常に似に通かよった匂においがした。


「違うのは……誰が生いけ贄にえか、か」


　エリックは呟つぶやいて暗あん澹たんたる気分になった。


　人間は集団で生きる生き物だ。


　個体として見ればひどくひ弱で──それ故ゆえにこそ人間は集団を造つくって外敵に備そなえてきた。


　だが文明を築きずき上げ、生物として繁はん栄えいの頂ちよう点てんに立ったかと思われた今でも、人間はその性せい質しつを引きずり、逆にその性質故に集団を維い持じするための『敵』を必要とする事になってしまった。


　俗ぞくに人間が三人集まれば派は閥ばつが出来ると言われる。


　一人では生きていけない。二人ならば助け合える。


　だが──三人ならば一人と二人になってしまう。


　より二人が強きよう固こに結むすびつき安心を得える為ために外がい圧あつとしての『敵』、共通の『敵』という立場に三人目を追い込んでしまう。しかし当然この『敵』は自分達の集団より大きくては安心出来ないのだから──必ひつ然ぜん的てきに少数派マイノリテイを『敵』認にん定ていする。


　その結果として起こるのが少数の弾だん圧あつだ。


　つまり……人間が人間として社会を成し生きて行くには『敵』としてその母集団から排はい斥せきされるべき存在がどうしても必要になってくる。それは言うなれば人が人として人同士暮らすための生け贄だった。


　エリックもその生け贄として使われたのだろう。


　だが──今の街は少々事じ情じようが異ことなる。


　例の〈黒騎士〉の存在が警けい察さつによって公式発表されてから既すでに一週間になる。


　だがトリスタン市を多う不ふ穏おんな空気は一いつ向こうに晴れる事はなかった。


〈黒騎士〉はただ数枚の粒りゆう子しの粗あらい写真が公開されただけで、未いまだ逮たい捕ほされず、その存在すら疑問視する声が在る為ためだ。主にそれは〈憂国騎士団〉やそれに類する者達によって唱となえられているのだが──市民の中にも、果ては有ゆう識しき者しやと呼ばれる者の中にも、〈黒騎士〉の存在を『警察や魔ま法ほう管かん理り局きよくが自分達の職しよく務む怠たい慢まんを誤ご魔ま化かす為のでっち上げである』と主しゆ張ちようする者が居た。


　故に『原因も無いのに魔族化する』事への恐きよう怖ふと不安は未だ払ふつ拭しよくされていない。また公式発表を信じた者達にしても、未だ〈黒騎士〉が捕つかまっていない現状に対してやはり不安を覚えている。


　その結果……人々の間で無む用ようの猜さい疑ぎ心しんが高まりつつある。


　次に魔族化しそうな者を互たがいに密みつ告こくし、監かん視しするのである。


　そして……何らかのきっかけが在ればその猜疑心は暴ぼう走そうし人を殺す。


　密告が事実である必要は無い。先に殺した人間が本当に魔族になっていたのかどうかなど分からない。ただ彼等は殺せた事に安あん堵どし、加か害がい者しや側に回る事で身の安全を確かく保ほしたと思いたがる。故にこそ加害者達は生け贄としての被害者達を次々と求める事になる。


　実じつ際さい……この三日程ほどで数件、『言動が奇き矯きようだ』というだけの理由から近所の人間に集団暴ぼう行こうの末すえ殺されるという事件が発生している。ノイローゼになった者が銃じゆうで知り合いや家族を射しや殺さつするという事件も在った。相あい変かわらず〈憂国騎士団〉はＣＳＡ及および魔法士関係者の排はい斥せきを声こわ高だかに訴うつたえている。


　未来といわず明日にさえも暗あん雲うんが立ちこめているのがエリックにも分かった。


「──よ。御ご苦く労ろうさん」


　ふと声を掛かけられて顔を上げるとフレッドが立っていた。


　考え事をしながら歩く内に待ち合わせの場所まで来てしまったらしい。フレッドのすぐ後ろには、彼が父親から借りてきたという白い小型自動車が停てい車しやしていた。


「どうしたよ。深しん刻こくそうな顔して」


　級友の少年は不ふ思し議ぎそうにエリックの顔を覗のぞき込こんでくる。


「むしろお前はどうしてそう脳のう天てん気きなのか僕は聞きたい」


　そう言いつつも……エリックは普ふ段だんと変わらぬフレッドの態たい度どに救われた様な気がした。


　こんな人間も居るのだ。周りを蠢うごめく実体の無い影に怯おびえて無意味に暴力を振り回す様な連れん中ちゆうばかりではない。そういう連中はただ目立つだけだ。街全体がそういう空気に染そまっている様に見えても、人々が全員そんな風におかしくなってしまった訳ではない。


　フレッドと会っているとそう思える自分が居る。


「どうもね。街の雰ふん囲い気きがぎすぎすしてて」


「ああ……これね」


　フレッドは肩を竦すくめて言った。


「せめて〈黒騎士〉が捕まればどうにかなるんだろうけどなあ」


「店の方では何か聞いてないのか？」


「警察関係者が店に来るのも少なくなってさ。それだけ頑がん張ばってるんだろうけど……スタインバーグさん達も家に居ないしな」


　フレッドが学校に秘ひ密みつでアルバイトをしている撞球ビリヤード場じようは警察関係者がよく顔を出す。そして酒類も出る上に、こぢんまりした『隠かくれ家が』的な店てん舗ぽと、常じよう連れんと店員の馴なれ合う気き易やすい雰ふん囲い気きは人々の舌を滑なめらかにするらしく──口の堅かたい警察関係者もついつい本音や愚ぐ痴ちが漏もれてしまう場所でもあった。


　この為フレッドは妙に警察関係の事じ情じように詳くわしかったりもする。


　無む論ろん、店の信用に関かかわるという事でエリックの様な親しい友人に問われでもしない限り、フレッドも知り得た情報を喋しやべって回ったりはしないのだが。


「何でも〈黒騎士〉対たい策さくの一いつ環かんで、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは交こう替たいで魔法管理局に詰つめさせられてるらしい。シモンズさんが言ってた」


「皆みんな頑がん張ばってるんだけどなあ……」


　無む意い味みに晴れ渡わたる空を見上げながらフレッドが言った。


「ところで今日はどういう感じで回んの？」


「〈グローサリー・ワンダー〉、〈ザ・ショップ〉、〈ミッキーズ・ドラッグ〉、それから──〈トリスタン・ガン・エクスチェンジ〉」


「……おい？」


　さすがに怪け訝げんそうな表情でフレッドがエリックを振り返る。


　彼は最後の店名が銃じゆう砲ほう店てんである事を知っているのだろう。ちなみに先のものは有名な大型食料品店、雑ざつ貨か屋や、薬屋である。


「そーゆーのは止やめたんじゃなかったのか？」


　エリックは──一度銃を持ってレイオット・スタインバーグを殺しに行った事が在る。


　父の復ふく讐しゆうというのが名めい目もくだった。だが実はそれが単に暴力を暴力で精せい算さんするだけの行こう為い──もっと身みも蓋ふたもなく言えば憂うさ晴ばらしの類たぐいでしかなかった事を思い知らされた彼は、深く反省してレイオットに謝しや罪ざい、以後、銃を握った事は無い。無かった筈だ。


　その辺りの事情はフレッドも聞かされていた。


「持ち歩く積つもりは無いけどね。母と妹がとにかく怯おびえるんだよ──〈遺族の会〉の方から連れん絡らくが回ってきてさ。知り合いの家が焼やき討うちに遭あった」


「…………」


　顔をしかめて黙だまり込こむフレッド。


　ちなみに〈遺族の会〉とは正式名称を〈ＳＡ魔法士遺族の会〉という。元々魔族化した魔法士の遺族は世せ間けん的てきに差さ別べつや弾だん圧あつを受ける傾けい向こうが強い為、遺族同士が肩を寄せ合い、互いに身を守り合う為に結けつ成せいされた組織だ。母や妹の精神治療士もこの会からの紹しよう介かいで来て貰っている専門家である。


　当然──エリックが言う『知り合いの家』というのはサリヴァン家、いやトムスン家と同じく一家の稼かせぎ頭がしらである父親が魔族化して処しよ理りされた家族の事である。直接顔を合わせた事は無いものの、状況が似ている事から精神治療士の薦すすめに従い、妹や母は文通を行っていた様だった。


「綺き麗れい事ごとは綺麗事として重要だと思うけど」


　溜ため息をつく様な口く調ちようでエリックは言う。


「先まずは生き残らないと言いたい事も言えないからね。何も無ければ積せつ極きよく的てきに使う積もりも無いし。本当はもう銃なんて見たくもないんだけど」


「……うーん」


　それでも顔をしかめながら車の扉とびらを開くフレッド。


　助手席側に回りながらエリックは苦く笑しようを浮かべて言った。


「──というかお前に言われる筋すじ合あいは無いと思うぞ」


「ちょ……それはお前……」


　少し頰ほおを赤らめて慌てるフレッド。


　彼が『戦術魔法士を目指す為』と称しようして、レイオットの持っている〈ハード・フレア〉とよく似た回リ転ボ弾ル倉ヴ式アの拳けん銃じゆうを購こう入にゆうし、射しや撃げき場じように通って練れん習しゆうしているのをエリックは知っている。どちらかというとレイオット・スタインバーグに憧あこがれての事であって、誰かを撃とうとか脅おどそうという気は毛もう頭とう無いみたいだが。


「あれはなんつうか……御お守まもりなんだってば」


「うちのも御守りさ」


　エリックは肩を竦すくめて言った。


「暴力なんて──使わずに済めばそれに越こしたことは無いんだよ」





　　　　●　　●　　●





　ぼんやりと空中に視線を据すえたままスプーンを搔かき回す。


　指先に伝わってくる感かん触しよくを何となく弄もてあそびながらレイオットは長い溜ため息いきをついた。


　彼の前にはアルマイト製せいの食器と盆ぼんが在る。


　刑けい務む所しよで囚しゆう人じん用として使われるものと大たい差さない様な無む味み乾かん燥そうとした食器の中に入っているのは彼が『ビーフシチュー』を注文した結けつ果かとして出てきたものであった。確たしかに食しよつ券けんにはビーフシチューと書いてあった。匂においもビーフシチューのものだ。色もビーフシチューのものだ。これは何だと問われれば恐おそらく十人が十人共『ビーフシチュー』と答える事だろう。


　とはいえ──


「ビーフシチューってのはもっとこう……なんて言うかどろっとしたもんだよな」


「…………」


　レイオットの対面に座る小こ柄がらな人ひと影かげは無む言ごん。


　もっともレイオットとしても別に返事は期待していなかった。独ひとり言ごとと大差ない。弾はずむ会話に満ちた明るい食しよく卓たくを求めるのなら、とっくにこの無ぶ愛あい想そな相あい棒ぼうとの共同生活は破は綻たんをきたしていただろう。


「これじゃビーフシチュー風ふう味みのスープだ。水で薄うすめてるなこれは。まあその分値ね段だんは安いんだから文もん句くも言えないが──もっとなあ……」


　食器の中身をすくい上げたスプーンの先せん端たんからぽたぽたと水の様にさらりとした赤茶色の液えき体たいが滴したたる。確かに粘ねん性せいは低い様である。シチューという料理を『肉や野菜をどろどろになるまで煮に込こんだもの』と定てい義ぎするのならば確かにこれは埒らち外がいだろう。


　ちなみに──特に趣しゆ味みらしい趣味も無いレイオットなのだが、自じ炊すい生活が長いせいか、それなりに料理には一いつ家か言げん在る。もっとも彼の料理は典てん型けい的てきな『我が流りゆう』なのでその意見にあまり確かつ固こたる裏打ちは無いのだが。実じつ際さい──高級店では裏うら漉ごししてさらりとしたスープ状のビーフシチューを出す店も少なくない。


　まあそれはさておき……


「…………」


　対面に座っている相手は黙もく々もくとサンドイッチを食べていた。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　相変わらず目ま深ぶかに被かぶられ薄うす闇やみが凝こごるフードの中で、紅あかい光が四つ揺ゆれている。離はなれて見ればまるでそれは四眼の怪かい物ぶつの様にも見えるが……近寄って見れば紅い眼の少女の顔とその額ひたいに備そなわる二つの紅い球きゆう面めんなのだと分かる。


　その差はわずかに数歩。


　距きよ離りにすれば三メルトルも無い。


　だがそのたった数歩、たった三メルトルを詰つめる事をせずに彼女を『化け物の出で来き損そこない』と呼ぶ者達は確たしかに居る。居るからこそまた彼女はこのフードを脱ぬげないのだ。


（……魔法管理局の人間ですらそうだからな……）


　レイオットにすれば見み慣なれているせいか、彼女の額の球面に関しても、その紅い眼めや髪かみにしてもそれ程ほどに違い和わ感かんは無い。むしろその顔の造つくりそのもの──目め鼻はな立だちに関してはそれなりに整っているとさえ思う。成長すればそれなりに美人になるだろう。


　だがそれに多くの人間は気付かない。


　気付かないままに彼女を『出来損ない』として差さ別べつする。


　カペルテータ本人はそれをあまり気にした様子も無いのが未まだ救いではあった。だがそれは単に未だ彼女の人格が成長しきっていないだけなのかもしれない。もしこの先、普ふ通つうの感情に彼女が目覚め──例えば異い性せいに恋をする様な事が在ったとしても、恐おそらく彼女の気持ちは行いき場ばのないままに潰ついえるしか無かろう。


「どうかしましたか」


　カペルテータがサンドイッチを齧かじっていた手を止めて尋たずねてくる。


「──ん？」


「レイオットが先さき程ほどからずっと私を見ているので」


「ああ。実は君に恋こいしてしまったのさ」


「…………」


　カペルテータは何度か瞬まばたきする。


　これで年とし相そう応おうに焦あせったり慌あわてたり頰でも赤らめれば可か愛わいいげも在るのだろうが──その顔にはいつもの如ごとく無表情が凝っているのみだ。


「……実は以前から思っていた事ですが」


　カペルテータは淡たん々たんと言った。


「何だい──我わが愛いとしの君？」


「レイオットは冗句ジヨークというものがあまり上う手まくないのではありませんか」


「……お前に言われたらおしまいの様な気がするな。何となくだが」


「かもしれません」


　やはり無表情に頷うなずくカペルテータ。


「まあ真ま面じ目めな話……」


　レイオットは諦あきらめてビーフシチューを口に運びながら言った。


「此こ処この食事も飽あきたな」


「そうですか」


　ただ淡々とカペルテータは応おうじる。


　彼かれ等らが居るのは魔法管理局の地下に在る職員用の食堂であった。
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　職員用とは言うものの一いつ般ぱんにも開放されていて、魔法管理局に来た部外者も普ふ通つうの食堂と同様に利用出来るのだが──値段の安さに比ひ例れいする味のお陰かげであまり利用者は居ない。


　ただし予算でも余あまったのか、テーブルや椅い子すの類たぐいは妙みように上品で上じよう質しつなものが並べてある為、外部の人間との待ち合わせや打ち合わせ用の場所として職員が使う事も多かった。


　レイオット達はここ一週間──ずっとこの魔法管理局に詰つめている。


　監かん禁きん同どう然ぜんに詰めさせられているといった方が正しいかもしれない。


　これは二つの必要性からで──一つは対〈黒騎士〉用の貴き重ちような戦力として、そしてもう一つは〈黒騎士〉対たい策さく委い員いん会かいのやはり貴重な意見源として、常つねに魔法管理局の眼の届とどく場所に彼を確かく保ほしておこうというのがカート・ラベル局長の考えであった。


　お陰でレイオット本人は無む論ろん、カペルテータも、そして彼の担当であるネリンもずっとこの魔法管理局の仮か眠みん室しつをそれぞれ一つずつ宛あてがわれて、庁ちよう舎しや内ないに泊とまり込んでいるのだ。


　ちなみにカペルテータの飼かい猫ねこであるシャロンは、さすがに庁舎内で飼う訳にもいかないので、隣りん家かのエレナ・シェリングに世せ話わを頼たのんである。


　だが──


「もう七日目──一週間か……」


　スプーンをくわえながらレイオットは天てん井じようを見上げて呟つぶやいた。


〈黒騎士〉とレイオットが戦った日から既すでに七日が経けい過かしている。


　この間──〈黒騎士〉は動きを止めていた。


　異い形ぎようのモールドの目もく撃げき例れいは無く原因不明の魔族事件ケースＳＡも発生していない。


　これが単に〈黒騎士〉が戦術魔法士やＳＳＳに追い回された結果として懲こりて慎しん重ちようになった為か……あるいは他ほかに理由が在るのかは分からない。元より過去のケースＳＡの発生件数やその詳しよう細さい資し料りようを検けん討とうする限り、〈黒騎士〉の活動に一定周しゆう期きが在った訳でもない。目的も分かっていない以上──〈黒騎士〉が次にいつ現れるのか、そもそも『次』が在るのかどうかも定さだかではない。


　だから本来ならばこれは歓かん迎げいすべき事じ態たいなのかもしれない。


　だが──警察や魔法管理局の関係者はいずれも焦しよう燥そう感かんを覚えていた。


　市民の間の不ふ穏おんな動きは日ひ毎ごとに増えている。


　暴行事件や傷しよう害がい事件は日にち常じよう茶さ飯はん事じになりつつあり、〈憂国騎士団〉の動きも活発だ。しかも〈黒騎士〉の存在を巡めぐって彼等は警察や魔法管理局、ひいては政府そのものを『虚きよ偽ぎの発表で市民を騙だまそうとしている』と決めつけている為、落ち着いて理り性せい的てきな行動を採とるようにと呼び掛ける政府公こう報ほうや警察の街がい頭とう放送も、あまり効こう果かが出ていない。


「……意い外がいに脆もろいな……社会ってのはさ」


　それがレイオットの感想だ。


　法ほう治ち国こつ家かといってもこんなものである。ちょっと警察権けん力りよくの扱あつかいあぐねる様なものが出てくれば容易たやすくその治安は揺れ始める。平へい穏おんな日常とは砂さ上じようの楼ろう閣かくに過ぎないとレイオットは無む論ろん知っていたが──さすがにこの二週間余あまりでのトリスタン市の空気の変わりようは彼にしても何か冷つめたいものを覚おぼえる部分が在った。


「意外ですか」


　レイオットの言葉を舌の上で確かめる様にカペルテータが呟つぶやいた。


「そう思わないか？」


「脆い、脆くないの基き準じゆんがよく分かりませんが、私には殊こと更さらに意外には思えません」


「…………」


　片かた眉まゆを上げてレイオットは人々に『半魔族ハーフ・ブルート』の蔑べつ称しようで呼ばれる少女を見つめた。


　カペルテータは何かの実験結果を読み上げる様な口く調ちようで告つげた。


「人間が他人を信しん頼らいする基準があまりにも曖あい昧まいです」


「信頼……ね」


「家族や友人にしても絶対の『味方』である保ほ証しようは在りません。まして自分以外の不特定多数で構成される社会は一定数の『敵』を常つねに内ない包ほうしている事になります」


　確たしかにそれはその通りだろう。


　そもそも人間がたった一人しか居ない世界に争あらそい事は起こり様が無い。


　犯罪も。戦争も。


　結局──人間にとって最大の敵は人間だ。


「そしてこの『敵』は潜せん在ざい的てきであり、日常的に判はん別べつ出来ません。そもそも『敵』性としての存在に変化する可能性を常にほぼ自分以外の全員が持っているので、最終的に人間は」


　カペルテータの口調は滔とう々とうとしている。


　そこには逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよもない。


　事実を事実としてただ語るだけの声が──静かに断だん言げんした。


「『敵』になるかもしれない者同士で無む理りに集団を形けい成せいしている事になります」


「…………」


「人間は一人では生きられないと言いますが、現実には単たん独どく生活も可能な能力を生物的に持っていると思います。ではどうして社会というものが成立するのか、私には理解出来ません」


「……なあ、カペル」


　人差し指で額の辺りを搔かきながらレイオットは言った。


「はい」


「俺はともかく……シモンズ監かん督とく官かんや、シェリングのおばちゃんもお前にとっては『敵』の可能性を含ふくむ存在なのか？」


「…………」


　珍めずらしくカペルテータは黙だまり込んだ。


　レイオットは溜め息をついてこのＣＳＡの少女を見つめる。


　恐おそらく大たい抵ていの人間の耳には、カペルテータの台詞せりふは恐ろしく人にん間げん味みを欠かいたものの様に聞こえる事だろう。人によっては未だ十代半ばの少女がこんな台詞を大おお真ま面じ目めに言う事に戦せん慄りつと嫌けん悪おさえ覚えるかもしれない。


　十代の頃ころにありがちな──背せ伸のびしようとする余あまりに生じる大人や社会への反はん抗こう心しんや、自じ尊そん心しんの裏返しとして生じる底の浅い厭えん世せい観かんとは根こん本ぽん的てきに質しつが違う。


　心底カペルテータはそう思って不ふ思し議ぎがっているのだ。


　人間が人間を信じて寄より添そうという事を。


　だが……彼女を責せめるのは筋すじ違ちがいだとレイオットは考える。


　この少女は壊こわれた母親に育てられ、実の祖そ父ふに監かん禁きんされて育った。肉親の情など元より意味も分からない状況でこの少女は自じ我がに目め覚ざめ、やがてようやく得た喜き怒ど哀あい楽らくの萌ほう芽がは、しかし……両親の死と共に枯かれて死んだ。レイオットが殺した。


　彼女に人間的な感情を育はぐくめと求める方が無む茶ちやな話だろう。


（……だが……それでも……）


　時とき折おり、この少女にも人間的な感情が再び芽め生ばえ始めているのかと思う事は在る。


　レイオットが多少なりとも変化してきた様に、カペルテータもまた変化してきてはいるのだろう。毎日一いつ緒しよに居るせいで普ふ段だんは意識しないが、初めて出会った時に比くらべると彼女も背は伸びたし──最近はフィリシスやネリンが買ってきて与あたえる下着もきちんと着けている様だった。レイオットはあまり気にした事も無い上、カペルテータもそんな素そ振ぶりは見せないが──身体が正せい常じように発はつ育いくしていれば生せい理りも始まっているだろう。


　彼女の身体の時間は確かく実じつに流れている。


　精せい神しんにも変化は見える。エレナ、ネリン、ナレア、ジャック、エリック、フレッド、シャロン……諸もろ々もろの者達と関かかわる事によって少しずつだがこの少女にも人間的な振ふる舞まいが増ふえてきている様に思えた。


　だが。


　何か根本的な部分で──精神の奥おく底そこでこの少女は立ち止まったままだ。


　道は開けている。先も見えている。


　だが始めの一歩を踏み出すのを躊躇ためらっている様に。


（何かが足たりない。──何が？）


　問うてもカペルテータは答えまい。


　あるいは彼女自身が分かっていないのかもしれないが。


　そんな事を考えていると……


「──こんにちは」


　ふと──声が掛かかった。


　振り返ったレイオットの眼めに映うつったのは、車くるま椅い子すに座る少女とその脇わきに立つ小こ柄がらな青年の姿であった。他人の顔だの名前だのを覚おぼえるのは不ふ得とく意いなレイオットだが──目立つこの二人に関してはさすがに印象に残っていた。


「…………」


　レイオットは曖あい昧まいに片手を挙あげて応おうじる。


　最近は何かと魔法管理局への魔法士の出入りが激はげしい。魔法士関かん連れんの法ほう改かい正せいやら何やらで書しよ類るい上じようの手て続つづきが幾いくつも発はつ生せいしており、その為に管理局に呼び出される魔法士達が多いのだ。恐おそらくはカールとミュリエナが此こ処こに居るのもその為ためだろう。


「お疲つかれの様子ですね……？」


　ミュリエナが微び笑しようしながらそう言ってくる。


「まあな。例の〈黒騎士〉関連で半なかば監かん禁きん状態だよ」


「〈黒騎士〉ですか……？」


　興きよう味みを惹ひかれたのか……ミュリエナの微笑が僅わずかに揺ゆらぐ。


「まさか知らないって事はないよな？」


「ええ──勿もち論ろん」


　改あらためて華はなやかな笑みを浮かべながらミュリエナは頷うなずいた。


「他人を呪のろって魔族化させるという怖こわい怪かい人じんの事ですよね」


「そういう事になってるな。俺は魔族化の場面そのものは見ていないが」


「……『そのものは見ていない』？」


「〈黒騎士〉自体とは一度……いや二度会ってるか」


「まあ……」


　眼めを丸くしてミュリエナが驚おどろく。


「是ぜ非ひお話を聞きたいです。ねえ──御お兄にい様さま？」


「そうだね」


　カールが柔やわらかに微ほほ笑えみながら頷く。


「何度も何度も同じ話をさせられたよ。勘かん弁べんしてくれ。今じゃ記き録ろく採とってた周りの連中の方が詳くわしいんじゃないか？」


「そうなんですの？」


「ああ。しかしお嬢じようさんは〈黒騎士〉を信じてる方か」


「……え？」


「いや、世間じゃ〈黒騎士〉の存在はでっち上げだ、なんて言ってるけどな」


　レイオットは苦く笑しようを浮かべて言った。


「でも写真が在りますでしょう？」


「写真は合成が利きくよ。まあ粒りゆう子しの粗あらい遠えん距きよ離り、しかも夜間の撮さつ影えいだからな。信じられない奴やつも多いんだろうさ」


「でも……スタインバーグさんは目もく撃げきされたのでしょう？」


「戦いもしたがね。警察の公式発表ですら信用されてないんだ。無む資し格かくの戦術魔法士の証しよう言げんなんざ世せ間けんでは信用されんよ」


　苦笑するレイオット。


　そこへ──


「──おやおや？」


　更さらに声を掛けて近付いてくる人ひと影かげが在った。


　黒くろ革かわの上着と黄色のシャツ。黒髪と金きん髪ぱつ。これまたやたらと目立つ組合せではあった。


　ヴィクハルト・ヤークトルーフである。


　この男も当とう然ぜんながらしばらく前から魔法管理局に詰つめている。もっともレイオットに比くらべると自主的にこの戦術魔法士は待たい機きしており、助手や馴な染じみのモールド・エンジニアまで管理局に呼びつけて万ばん全ぜんの態たい勢せいを整えているという。


　どうやら自分で〈黒騎士〉を倒たおす気満まん々まんの様だった。


「辛しん気きくさい顔並べて何やってんだ」


「飯喰くってるんだが。見て分からないか？」


　レイオットは面めん倒どう臭くさそうに答える。


　ヴィクハルトは何かとレイオットの姿を見る度たびに絡からんできていた。既すでにこうやって嫌いや味みだか何だか分からない事を言いに来るのもレイオットが此こ処こに詰める様になってから二十回以上になる。一日に三回は嫌いやがらせをしにきている計算だ。レイオットも慣なれてきて最初こそ多少は不ふ愉ゆ快かいに思っていたものの、最近は単にうざったいだけの印象しかない。


「スタインバーグさんから〈黒騎士〉のお話を伺うかがっておりました」


　ミュリエナが言った。


「ふふん？　取り逃がした魚の大きさを語かたるってか？」


　笑いながらヴィクハルトが言う。


「あんた相そう当とう格かつ好こう悪いぜ？　分かってるか？」


「格好良く在りたいと願ねがった事も特に無いけどな」


　とレイオット。


「でも健けん闘とうされたんですよね」


　ミュリエナが言う。


「同じ様に戦われたお二ふた方かたは怪け我がをして入院しておられるとか……」


「まあ二人と多少なりともやり合ったからこそ、〈黒騎士〉が消しよう耗もうしていたってのはあるかもな」


　フィリシス・ムーグとトーマス・パラ・ビーチャムが先に〈黒騎士〉と戦っていたのはレイオットも聞き及およんでいた。


　この際さい、フィリシスは〈黒騎士〉が創つくり出した魔族メレヴエレント二体と、トーマスも同どう様ように一体と戦せん闘とうになり、共に負ふ傷しようしている。特にトーマスは魔族を倒しはしたものの、〈黒騎士〉の攻撃で肋ろつ骨こつ二本を折っており、確かに入院中だ。フィリシスは戦闘中に一般市民を庇かばって魔族の攻こう撃げきを喰くらい、骨折こそしなかったものの打だ撲ぼく傷数か所を負って療りよう養よう中ちゆうである。


「それで逃がしてんだから世せ話わねえな。俺なら確かく実じつに仕し留とめてみせるぜ」


　ヴィクハルトはあくまで自信満々である。


「そうか。頑がん張ばってくれ」


　そしてレイオットはあくまで投げやりであった。


　彼としては別に自分で〈黒騎士〉を倒したい訳ではない。別に他の誰かが倒してこの拘こう束そく状じよう態たいから脱だつする事が出来るのなら、それはそれで構かまわないのだ。


「〈黒騎士〉はそんなに強いのでしょうか？」


　ミュリエナが尋たずねる。


「強いな。魔法士として強いかどうかという意味では──まあ平へい凡ぼんだと思うが、あの大きめのモールドの筐きよう体たい内ないに短たん機き関かん銃じゆうや手しゆ榴りゆう弾だんを内ない蔵ぞうしている。武ぶ装そうという意味では装そう甲こう車しや並なみだろう。魔法を込みでというのなら戦車より手て強ごわいとも言えるか」


「……まあ」


　驚いた様子でミュリエナが口元に手を当てる。


「そんなものが街まち中なかを？」


「軍の──マノン辺りの軍の実じつ戦せん試し験けんじゃねえかって意見も有るな」


　とヴィクハルト。


「一いつ介かいの犯はん罪ざい者しやにしちゃ武器が豪ごう勢せいな感じもするからな。少なくとも背はい後ごに組そ織しき的てきなものが在るのは間違いねえだろ。ローランド工こう房ぼうのあのエンジニアの言葉を信じるなら、『魔族化』が目的ではなくて拘束度デユラビツト数を他人を使って増やすシステムなんだそうだがね──」


「恐おそろしい……」


　ミュリエナは兄を振り返る。


「ねえ──御兄様」


「そうだね」


「一体何者なのでしょう？　その〈黒騎士〉のモールドも普ふ通つうではないのでしょう？　銃を内蔵していたり、手榴弾を内蔵していたり、壁かべを歩いたり、四つ脚で歩いたり」


「…………」


　ふとカペルテータが瞬まばたきする。


「……？」


　レイオットが気付いたのは共に暮くらして長いからだろう。それが彼女の何かを怪け訝げんに思った際さいの癖くせだという事を彼は知っている。


「ま──何にしても近い内に明らかになるさ。この俺の手でな」


　ヴィクハルトが笑う。


「スタインバーグ、あんたはまあ適てき当とうに飯でも喰って待ってな」


「そうさせて貰もらえれば本当に楽なんだがね」


　レイオットは肩を竦すくめて言った。





　　　　●　　●　　●





　道を歩いていたロン・コルグはふと足を止めた。


　いつもの如ごとくインバネス・コートに山やま高たか帽ぼう、そして右みぎ腕うでには杖つえ。


　この杖は普ふ段だんは武器であり服ふく飾しよくの一部であったのだが──今はその本来の役目を果はたしている。未いまだ身体からだが本ほん調ちよう子しではないからだ。ただ移動するのにさえ苦く労ろうするなど一体何年ぶりの事であろうか。


　だが意い外がいとそれは奇き妙みような愉ゆ悦えつをロンの意い識しきに与あたえていた。


　自分の脚あしを動かして歩く。一歩一歩自分の身体を支えながら。重力に抗あらがって。物ぶつ理り法ほう則そくの枠わく内ないで力をやりくりして。破は綻たんの無い様に無む理りの無い様に。石いし畳だたみの上をゆっくりと歩いていく。


　ただそれだけの事が……妙みように愉ゆ快かいだった。


「……ふむ」


　彼が足を止めたのはパン屋の店先である。


　店先に看かん板ばん代わりに飾かざられた大きなパンが妙に美う味まそうに見えたのも久し振ぶりに人間の行こう為いをなぞっていた影えい響きようなのかもしれない。今のロンに辞じ書しよ的てきな意味での食事は必要が無い。本ほん来らいならばパンを見ようが小石を見ようがロンの感覚では同じに見える筈はずだった。


（全すべてを得るは全てを喪うしなうに等しい……か）


　それは誰だれが言った言葉であったか。


　ロン達は──源流魔法使ルート・ソーサリアン達は詳しよう細さいな事じ情じようの違いはあれど、ままならぬ人間の身体を棄すてて万ばん能のう無む限げんたる存在を志し向こうした者達だ。限界を超ちよう越えつし死を超越し彼かれ等らは確たしかに人間より遥はるかに自由で強きよう大だいな存在になった。


　だが……その結果はどうであったか。


　今いま更さら後こう悔かいはしていない。


　だが自分が棄ててきたものの全てをきっちりと理り解かいしていたのかと問われればロンとて躊ちゆう躇ちよせざるを得ない。


　自由である事と愉悦は別のものなのだ。


　ままならぬから人間であり、ままならぬからこそ生命の在あり方かたに敬けい意いを払はらえる。それが脆ぜい弱じやくで喪われ易いものであるからこそ人は他人を思いやれる。万能でないからこそ、不自由であるからこそ、人は頭を使い、努ど力りよくをし、工く夫ふうを凝こらして出来る事の幅はばを広げていく。それ故ゆえにこそ達たつ成せい感かんが在り、生きている事に充じゆう実じつを感じ、時にはその不自由さえもを愉たのしむ事が出来る。


　逆に不自由さを喪った者達はどうなるのか。


　その極きよく致ちの一例がオッフェルトリウムに代表される『結けつ社しや』の連中なのだろう。


　彼等は今や神の代行者を名乗る──否いな、自みずからを神とさえ称しようする怪かい物ぶつと化してしまった。


「…………ふむ」


　ロンは懐ふところを探さぐって財さい布ふを取り出す。


　金きん銭せんとは縁えんの無い生活をしてはいるが、時に人間社会と関かかわらざるを得ない際さい、行動し易やすい様にと幾いくばくかの紙し幣へい貨か幣へいは持ち歩く様にしている。必要ならその場で紙幣だろうと金きん塊かいだろうと『合成』する事も出来るが──それはロンの主しゆ義ぎに反する。


　ロンは中身を確かめてからパン屋に入った。


　浮ふ浪ろう者しやのトムがねぐらにしている廃はい墟きよが近くに在るからだ。既すでに『御お礼れい』はしてあったが……安物の缶かん詰づめとパンで『美う味まい美味い』と大喜びしていた彼の姿を思い出し、改めて差し入れに行く事を思い立ったのである。


　店に入ると──


「……いらっしゃい」


　──店主と店員それぞれがびくりと身を震ふるわせて振り返る。


　ロンはざっと店内を見回してから十ドルク紙幣を二枚取り出してレジカウンターの上に置いた。


「貴き店てんのお勧すすめ商品を適てき当とうに二十ドルク分ばかり包つつんで貰もらえるかな」


「…………」


　店主と店員はまるで値ね踏ぶみするかの様にロンを眺ながめる。


「……はい」


　店員の方がそう言ったのはたっぷり十秒は経たってからだった。


　ロンの言葉をきちんと聞いていたのかいないのか、店員は陳ちん列れつされていたパンを端はしから適てき当とうに袋に詰つめていく。手つきがひどくぞんざいで──妙な焦しよう燥そう感かんが動どう作さにも滲にじんでいる。早くロンに出ていって欲ほしいと思っているのは明らかだった。


　店員は十数個のパンを紙袋に詰め込むと最後に袋の口を捻ねじって渡してきた。


「…………」


　ロンはそれを受け取ると、そのまま言葉も交かわさず店を出る。


『有あり難がとう御ご座ざいました』の言葉は無い。


　歩きながらロンは僅わずかに顔をしかめた。


　まずい傾けい向こうだ。


　ロンはこの街まちの空気に覚おぼえが在った。


〈イエルネフェルト事変〉直後にそっくりだ。あの頃ころは国全体がこんな空気に包まれていた。恐おそろしく殺さつ伐ばつとした──互たがいの隙すきを窺うかがい合うかの様なぴりぴりした緊きん張ちようばかりが在る。


　あの時は随ずい分ぶんと人が死んだ。


　魔族メレヴエレントは全て駆く除じよされたにもかかわらず──だ。


　あの時も情報が錯さく綜そうし、誰が魔族になるか分からないまま、挙きよ動どう不ふ審しんな者や顔付きや体付きが『おかしい』と断だんじられた者が弁べん明めいも許されないままに殺された。人々はいつ誰が魔族になるか分からずに互いを監かん視しし、監視に疲つかれれば殺した。そうしないと安やすらかに眠る事さえ出来なかったのだ。


　いつ誰が化け物になるのか分からない。


　政府の言う事は信しん用よう出来ない。


　社会そのものが成り立たない。


　だから──


「……愚おろかな」


　身を寄せ合わねば生きていけない程ほどに弱く脆もろい存在が人間だ。なのに不ふ信しん感かんを募つのらせ自ら互いの結けつ束そくを崩くずしていく。ままならぬのが人間とはいえ……あまりに進歩が無い。惨さん劇げきから何も学ぶ事無く、人々は疑ぎ心しん暗あん鬼きで自分達の立っている場所を自ら崩くずしつつあった。


　もっとも──


「私に言えた事でもないか」


　自じ嘲ちよう混じりに微苦笑を浮かべるロン。


　つまらない人間的な感情や感傷は全て捨すて去さった積つもりだった。自ら人間社会と決別し『個』として存在する事を選んだ筈だった。ロンに限らず源流魔法使とはそうした者達が殆ほとんどだ。全てを捨て去った者だけが──如い何かなる夢も希望も持たず徹てつ底てい的てきに絶ぜつ望ぼうし、ただ事じ実じつだけをそのままに受け入れる事が出来る者だけが人間である事を忘れ、源流魔法士としての階かい段だんを上る事が出来た。


　だが──


「所しよ詮せん、あの若者と同じか」


　ロンも……ただ絶望した積もりになっていただけなのかもしれない。


　彼が〈資格者クオリフアイア〉達の集団に対して敵てき対たい行こう動どうを採とったのは、単に自らの戒かい律りつ、信しん念ねんとは相あい容いれない行動を彼等が採っていたからだ。別に正義を気取っての事などではない。それはあくまで理り路ろ整せい然ぜんたる理り屈くつでしかない。


　だが……


「私は……ただ全すべてを棄すてた気になっていただけなのかもしれんな」


　あの浮浪者トムの笑顔が脳のう裏りを過よぎる。


　社会の底てい辺へんに──ああいう人間も居る。


　自分は世界の全てを見ずに人間というものを見み限かぎってしまったのではないかとも思う。


　無む論ろん……今いま更さら人間に戻りたいと思っても無理だ。人間の振りをする事は出来ても既にロン達は人間ではない。あのロミリオや〈資格者〉達の盟めい主しゆであるオッフェルトリウムも同じである。


　ただ……


「……ふむ？」


　怪け訝げんの表情を浮かべてロンは足を止める。


　違い和わ感かん。


　廃墟らしからぬ空気のざわめきがそこには在った。


「…………」


　外がい壁へきの塗と装そうも剝はげ掛かった旧ふるい雑ざつ居きよビルの中にロンは杖をつきつつ歩いて入っていく。


　そして──


「…………」


　壁の半ばも崩ほう落らくした雑居ビルの一階。遠えん慮りよ無く風が通り朝あさ晩ばんの気温の変化も激はげしいが、雨あめ露つゆがしのげるだけでも浮浪者達には有り難い場所なのだとロンは聞いた。


　そこに彼等は居た。


　仮か面めんの男達がまるで円えん陣じんを組む様にして立っている。


　背せ丈たけも年齢も様さま々ざまだ。安っぽい仮面などロンの眼にかかれば在っても無くても同じだ。一人一人はごく平へい凡ぼんな……街の雑ざつ踏とうで擦すれ違ちがっても殊こと更さら印いん象しように残らない様な普通の人間だった。いかにも犯罪者じみた凶きよう相そうや異い相そうは特に見当たらない。着ているものはいずれも清せい潔けつ感かんの在るもので……浮ふ浪ろう者しやの類たぐいでもないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　見た限りごくごく普通の人々。


　彼等は何かを囲かこんでいるらしかった。


　何を……？


「──うん？」


　仮面の男の一人が振り返ってロンの姿を認みとめた。


「なんだ──貴き様さま。こんな処ところに何しに入ってきた？」


「それはこちらの台詞せりふだ」


　ロンは──静かに言った。


　仮面の男達が次々と姿し勢せいを変えてロンの方を振り向く。その為ために円陣が崩れ彼等の囲んでいたものが露あらわになった。


　地に伏ふせたトムの姿すがたが。


「貴様達は何をしている？」


「……見て分からないか」


　せせら笑う様に仮面の男の一人が言った。


「魔族になりそうな奴やつを予あらかじめ駆く除じよして回っている。我々は〈憂国騎士団〉である」


「…………」


「我々はこの国の、人類の平へい穏おんを守るため、活動している。善ぜん良りようなる市民は腐ふ敗はいした官かん憲けんではなく我々に協力を──」


「くだらぬ事を」


　ロンは呻うめく様に言った。


　彼の眼めはトムの背中に開いた銃じゆう創そうを見て呟つぶやいた。


　握にぎり拳こぶし程ほどの大きさに背中の肉が抉えぐれている。恐おそらく大だい口こう径けいの銃じゆう弾だんを身体の正面から撃うち込まれ──衝しよう撃げきで射しや出しゆつ口こうの肉まで吹ふっ飛ばされたのであろう。


　当然ながら死んでいる。


「本当に……愚おろかな事を……」


「……おい。この年とし寄より、挙動不審だな」


　仮面の男の一人が言った。


「ひょっとしたら魔族の仲間かも。一いつ緒しよに居て感かん染せんしている可能性もある」


　どうやら最新の『流行』は『病気扱あつかい』という事らしい。


「どちらにせよ、殺しておいた方がいいな。どうも我々に協力しようという雰ふん囲い気きでは無さそうだよ」


　言って仮面の男達の一人が拳けん銃じゆうを持ち上げる。


　照しよう準じゆんして。引き金を引く。


　人間を殺さつ傷しようするという行こう為いとは思えない位に、その動きは無む造ぞう作さだった。何の躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無い。罪ざい悪あく感かんなど欠片かけらも感じられない。意志力で抑おさえ込こんでいるのではなく──単に麻ま痺ひしているのだろう。


　銃じゆう声せい。


　放たれた銃弾はロンの胸むな元もとに着ちやく弾だん──そして反対側に抜けた。


「よし。これで──」


　言いかけて。


「──!?」


　銃を握にぎった仮面の男はそこで凍こおり付いた。


　ロンは平へい然ぜんとその場に立っている。


　確かに銃弾が命中し貫かん通つうするのを仮面の男達は目もく撃げきしていた。ロンのインバネスの胸むな元もとが弾はじけ、ほぼ同時に彼のすぐ後ろに──コンクリート製の建物の支し柱ちゆうに小さな着弾の埃ほこりが舞まうのが確かに見えた。


　なのに──


「ちっ!?」


　仮面の男は立て続けに引き金を引いた。


　銃は大口径の回リ転ボ弾ル倉ヴ式ア。自じ動どう拳けん銃じゆうに比べると威い力りよくの大きなマグナム弾だんを使用する型が多いが……男のそれにも四◯口径のマグナム弾が装そう塡てんされていた。


　銃声は四度。六連発の内の一発はトムの射殺に、一発は最初にロンに撃うち込こんで消しよう費ひしていたのだろう。回転弾倉が六十度ずつ回り、五度目に弾たま切ぎれを示しめす乾かわいた金きん属ぞく音おんが寒さむ々ざむしく響いた。


　銃声がゆっくりと静せい寂じやくの中に溶け消えていく。


　だが……


「ば……馬ば鹿かな……」


「なんだ……？　防ぼう弾だんジャケットか？」


　狼狽うろたえる男達に向けてロンは静かに一歩を踏ふみ出す。


　彼は沈ちん鬱つうな口く調ちようで言った。


「お前達は本当の魔族というものを知らないと見える」


「こいつっ!?」


　別の男が着ていたコートを払い、銃身を切り詰めた水平二連式の散さん弾だん銃じゆうをロンに向けた。


　次の瞬しゆん間かん──拳銃とは比ひ較かくにならない轟ごう音おんが一同の鼓こ膜まくを叩たたく。


　十発を越える粒つぶ状じようの鉛なまり弾だまが散さん開かいしながらロンの身体からだを突き刺した。


　至し近きん距きよ離りでの散弾銃はまさしく必ひつ殺さつ──対たい象しようを点ではなく面で破は壊かいするこの武器を真ま正しよう面めんから喰くらえば、普通は手の施ほどこし様ようも無ない程ほどに肉がぐずぐずに破壊されてしまう。


　無む論ろん──大抵、撃うたれた者は助からない。傷口の縫ほう合ごうすら難しいのだ。


　まして男達は散弾の一発がロンの単眼鏡に食い込むのを見た。


　これで死んだ──と誰もが思った。


　ぱらぱらと割れた単眼鏡モノクルの破は片へんがロンの目元からこぼれ落ちる。いくら貫かん通つう力りよくに乏とぼしい散弾とはいえわずか数メルトルの距離から撃ち込まれれば、単眼鏡を突き抜け眼がん球きゆうをも突き抜けてその奥の脳のう細さい胞ぼうを破壊する。明らかに致ち命めい傷しようだ。


　人間ならば。


「……え？」


　男達の漏もらした声はむしろ何ど処こか間が抜けていた。


　ロンは──全く平然とそこに居た。


　そこに居て男達に向けて変わらぬ歩調で歩いてくる。破壊された筈の眼球には傷一つ無く──ただ炯けい々けいと光るその眼が猛もう烈れつな憤ふん怒ぬを湛たたえて男達を射い竦すくめていた。


「馬鹿な、噓うそだ!?」


「そんな──え？　魔族？　魔族って言っ……」


「愚おろか者もの共どもが」


　ロンはむしろ淡たん々たんとした口調で言った。


　死し刑けい判はん決けつを告げる裁さい判ばん官かんの如ごとくに。


「ひいいいいいあああああああああああああああああああっ!?」


　銃声と──仮面の男達の悲鳴が迸ほとばしる。


　だがそれはわずか数秒で終しゆう了りようした。


　…………


　そして十数分後。


「……なんだ？」


「仮面──こいつら〈憂国騎士団〉か？」


　銃声と悲鳴を聞きつけた通行人からの通つう報ほうで駆かけ付けた警けい察さつ官かん達が見たものは、白しろ目めを剝むいて痙けい攣れんする男達だった。


　現場に残っていた大量の血けつ痕こんや、男達の多くが携けい帯たい許きよ可か証しようも無いまま拳銃や散弾銃で武ぶ装そうしていた事、何よりそれらの銃器を現場で発砲した痕こん跡せきが在あった事から警官達はこの男達を拘こう束そく。後に事じ情じよう聴ちよう取しゆにより、彼等は〈憂国騎士団〉を名乗り何人もの人間を私刑リンチにかけて殺していた事じ実じつが明らかになり──そのまま逮たい捕ほされた。


　だが。


　問題の男達が殺したと自じ供きようした浮浪者の死体も現場から発見される事は無く、男達を卒そつ倒とうさせたという『化け物』の存在も見つからないまま──この事件は〈黒騎士〉問題で忙ぼう殺さつされる警察官達の手によって『処しよ理り済ずみ』に分ぶん類るいされ、忘わすれ去さられていく事となった。





　　　　●　　●　　●





　レイオットは魔ま法ほう管かん理り局きよくに幾いくつか在る仮か眠みん室しつの一つをあてがわれていた。


　殺さつ風ぷう景けいな部屋である。


　元もと々もとは職しよく員いんが泊とまり込んで仕事をする際さいのもので、在るものといえば二段ベッドと小さな棚たなが一つだけ。そしてそれだけで部屋がほぼ一いつ杯ぱいになってしまう様な場所だった。


〈黒騎士〉対たい策さくの為ため──とはいえ魔法管理局や警けい察さつの事じ情じよう聴ちよう取しゆに答える以外はする事も無いままにここに泊まり込んで既すでに一週間。事情聴取も一段落つき、しかし捜そう査さにろくな進しん展てんも無く、〈黒騎士〉も出ないまま──とあっては最も早はやする事も無い。


　だが自じ宅たくに戻る事も許ゆるされない。


『再び事件が発生した際に迅じん速そくに対たい応おう出来る様に』とカート・ラベル支局長がその許可を出さないのだ。無む論ろん、法ほう的てきにも実じつ質しつ的てきにも拘こう束そく力りよくは無い、あくまで『要よう請せい』なのだが──無む視しして戻もどればネリンが飛んできて小こ言ごとを言いまくるのが眼めに見えている。


　そういう訳わけで。


「……………んー……」


　仕方なくレイオットは、一階の各種受付窓口の処ところに置いてある来客用の新聞や雑ざつ誌しを勝かつ手てに仮眠室に持ち込んで時間を潰つぶしていた。官かん公こう庁ちようとしては意い外がいに置いてある新聞雑誌の種しゆ類るいは多く──流し読みしているだけでもそれなりに時間つぶしにはなる。


　ちなみに──カペルテータも普ふ段だんは此ど処こでも一いつ緒しよに居る訳だが、さすがに同じ部屋に寝ねるのはまずいとネリンが隣となりに彼女用の仮眠室も押さえている。レイオットとしては今いま更さらまずいも何もあったものではないのだが、ネリンとしては性せい格かく的てきにも立場的にもやはり許す訳にはいかないらしい。ただしカペルテータがそこを使っている様子はやはり無い。レイオットが眠るまで彼女は同じ部屋に居て、起きればやはり彼女は側そばに居る。


　そう──今もだ。


「……レイオット」


　レイオットが下の段だんのベッドに転がって雑誌を眺ながめていると、上の段のベッドに腰こし掛かけているカペルテータがふと思い付いた様よう子すで声を掛かけてきた。


「メイスンさんをあのまま放ほうっておいて良いのですか」


「……は？」


　怪け訝げんそうにレイオットは声を漏もらす。


「何の話だ？　メイスンって──あの兄妹の事か？」


「そうです」


「……放っておいてって……？」


「あの兄妹のどちらかが」


　カペルテータは淡たん々たんとした──それこそ何なに気げない口く調ちようで言った。


「〈黒騎士〉である可能性が高いと思われます」


「…………なんだって？」


　レイオットは身を起こしてベッドから降おりる。


「あの兄妹のどちらかが〈黒騎士〉？」


「はい」


　至し極ごくあっさりと肯こう定ていするカペルテータ。


「何をいきなり……何を根こん拠きよに？」


「ミュリエナさんが本来知しり得えない情じよう報ほうを知っていました」


「…………知り得ない情報？」


「〈黒騎士〉の写真や、行動の結けつ果かはいずれも各種新聞、雑誌、ラジオ放送等で報ほう道どうされています。ですから外見に関しては誰もが知る立場に在ります。しかし彼女は本来、彼女の立場では知り得ない事を知っていました」


「……だから何の事だ」


「〈黒騎士〉の現場での行動です。機き関かん銃じゆうや手しゆ榴りゆう弾だんはレイオットがその直前に喋しやべっていましたが『壁かべを歩いた』という一点に関してはレイオットは喋っていません」


「…………それは……」


　そうだったかもしれない。


　正直──細こまかい事まではレイオットは覚おぼえていない。


　何度も何度も〈黒騎士〉と戦った際の事は繰り返し喋らされていたので、誰に何ど処こまで喋ったかの記憶が曖あい昧まいなのだ。〈黒騎士〉が壁を歩いたという一点に関してもあの真夜中の会議室で喋ったのは確かだが……その後の事情聴取で喋ったかどうか、分からない。


　しかし──


「…………」


　レイオットは手にしていた雑誌をめくる。


　話題の〈黒騎士〉についてはどの新聞雑誌でも連れん日じつ記き事じを載のせている。トリスタンの地方誌だけでなく既すでにその存在はアルマデウス全土で話わ題だいになっている。全国誌にも特とく集しゆうページが組まれている程ほどであった。


　だが──


「……成なる程」


　確かにざっと見た限りどの新聞にも雑誌にも〈黒騎士〉が『壁を歩いた』事については記き載さいされていない。そもそも〈黒騎士〉の情報は現時点ではあまり細かい事まで公表されてはいないのだ。謎なぞだらけできちんと発表しにくいという事も在るが──捜査状況を〈黒騎士〉側に知られない様にと情報統とう制せいを警察側が掛かけているのである。


　あくまで公式発表されたのは〈黒騎士〉の存在そのものと、〈黒騎士〉が他者を魔族化させる力を持っているという事、そして、未いまだ当とう局きよくの追つい跡せきを振り切って逃とう亡ぼう中ちゆうで正体不明──この事実だけである。短機関銃や手榴弾、そして何より壁を歩いたなどという部分は公表されていない。元より都市伝説と思われていた〈黒騎士〉を報道する上で、誤ご解かいを受けそうな『噓うそ臭くさい』部分は極きよく力りよく排はい除じよして情報公開されたのである。


「……とはいえ……」


　無む論ろん──一週間前の深夜、第二会議室に居た者の中の誰だれかからミュリエナが聞いたという事は考えられる。だが、それならばわざわざレイオットの処ところに、詳くわしい事を知らない振りをして話をしに来る意味が無い。


　だがもし……あのメイスン兄妹のどちらかが〈黒騎士〉であったならば。


　例えば警察や魔法管理局がどれだけの事を摑つかんでいるのか探さぐる為ために近付いてきたという事は考え得うる。


「……考えてみれば魔法士ソーサリストってのは……いい隠かくれ蓑みのか？」


　今、例の誘ゆう致ち政せい策さくのせいでトリスタン市の魔法士の数は増え続けている。既すでに移い住じゆうの手て続つづきを終えた者は無論──各種手続の処しよ理りや審しん査さを待っているものの、実じつ質しつ的てきにはトリスタン市に住んでいる魔法士達も多い。彼かれ等らは書類上は『見えない』あるいは『見えない』存在だが魔法士としての技ぎ能のうと装そう備びを備そなえてこのトリスタン市に存在する。そして彼等の存在によってモールド・エンジニアに代表される魔ま法ほう関かん連れん機き器き業ぎよう者しやの部品発注量は急きゆう激げきな伸のびを示しめしていた。


　つまり……多少部品を大おお目めに調ちよう達たつしても目立たないのだ。


　そして〈黒騎士〉もモールドの一種である以上、消しよう耗もう部品の交こう換かんは必要になる。通つう常じようのルートでは手に入りにくい銃器や手榴弾を持っていた為ため、モールド関連の部品も同じルートで調達していたと思い込んでいたのだが……考えてみれば大量生産の効きく通常の武器と異なり、モールド関連の部品は手に入りにくい。そして強ごう引いんに調達すればどうしても目立つ筈はずだ──以前、密みつ造ぞうモールド〈シェル〉を製造していた組織が摘てき発はつされた際さいの様に。


　だが……もし〈黒騎士〉が正規の資し格かくを持った魔法士だったとしたら。


「だが……それで彼等を〈黒騎士〉と決めつけるには証しよう拠ことして弱いだろう」


「決めつけていません。可能性が高いと言っただけです」


　カペルテータは平へい然ぜんと言う。


「ただ……レイオットは〈黒騎士〉を気にしている様だったので」


「…………」


　レイオットは腕うでを組んで壁かべにもたれかかる。


　さて──どうしたものか。


　ネリンかあるいはブライアン辺りにこの話をしてみるという手も在る。


　だが現時点ではあまりにも根拠が薄はく弱じやくで曖あい昧まいだ。


　何より……


「正義の味方なんてのは柄がらじゃない」


「そうですか」


「連中が犯人だと決まった訳でもない」


「そうですか」


「俺に〈黒騎士〉を捕つかまえる義ぎ理りもない」


「そうですか」


「ただ──」


　レイオットは雑誌を放り投げて言った。


「いい加か減げん、週刊誌も新聞も読み飽あきたしな」


「そうですか」


「買い物に出る度たびに撃うたれたり刺さされたりするのも面めん倒どうだしな」


「そうですか」


「…………」


　束つかの間まの沈ちん黙もくが仮眠室に充じゆう満まんする。


　そして──


「ま……暇ひま潰つぶしに出で掛かけてみるか」


「分かりました」


　いつもの様に何の感かん慨がいも示しめさず──ただカペルテータは頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　買い物を終えて戻ってみると──サリヴァン家の前に人だかりが出来ていた。


　いや。人だかりというのは正せい確かくではあるまい。


　その数二十人余あまり。集まっている人間達に共きよう通つう点てんは特に見受けられない。たまたま通り掛かかった近所の人間が自然と集まり少し遠とお巻まきにサリヴァン家を眺ながめている様な雰ふん囲い気きだった。用が在るのならば呼よび鈴りんを押すなり何なりすれば良かろうに……まるで猛もう獣じゆうの入った檻おりでも眺ながめるかの様に微び妙みような距離を置いて彼かれ等らはサリヴァン家を眺めている。


「……なんだ？」


　そう怪け訝げんそうに呟つぶやいたのはエリック本人ではなくフレッドの方である。


「…………」


　エリック本人は驚おどろく気持ちは在ったものの……心の何ど処こかで『やはり』と思う気持ちも在った。この光景は予よ想そうの範はん囲い内ないだ。出来れば現実化して欲ほしくはなかったが。


　ひどく残念に思いながらも──何に対してなのかはエリック自身にもよく分からなかったが──エリックは冷れい静せいにフレッドの車から降りると後部ドアを開き、後部座ざ席せきに積つんであった買い物品の中から、銃じゆう砲ほう店てんで買った散さん弾だん銃じゆうの箱を引っ張り出した。


「お──おい？」


「御お守まもりの積もりだったんだけどね」


　溜ため息いき混じりにエリックは散弾銃を取り出すと、同じく買った実じつ包ぽうの箱を開き、実包を装そう塡てんする。憂ゆう鬱うつな彼の気持ちに反して、たっぷりグリスの塗ぬられた新品の散弾銃は至し極ごく滑すべらかに動き、十二口こう径けい弾だんをその筒つつ状じよう弾だん倉そうに食い溜だめしていった。


「エリック──」


　フレッドの声を背に受けながら、エリックは家の方へと歩いていく──散弾銃を持つ手は身体の後ろに回して隠かくしながら。


　そして──


「どうかしましたか？」


　サリヴァン邸を見つめる人々の一人に、むしろ明るい声でエリックが尋たずねる。


「この家で何か事件でも？」


「どうしたもこうしたも此こ処この親子が魔族になってるんじゃないかって──」


　──言いかけて。


「……！」


　その中年女性はぎょっとした様にエリックを見た。


　エリックはその中年女性に見み覚おぼえが在った。二軒けん隣となりの家に住む主婦である。特に言葉を交かわした事は無かったが、何度か通りで見み掛かけた事は在る。


　どうやら先せん方ぽうもエリックの顔を覚えていたらしい。


　慌あわててエリックとサリヴァン邸を見み比くらべている。


「あ──あんた──」


「すいません、もう一度よく教えて頂いただけますか」


　エリックは微び笑しようを浮かべながら言った。


　ただし間ま近ぢかに相あい対たいしている中年女性だけは分かっただろう。エリックの眼めは笑っていない。丁てい寧ねいに取とり繕つくろわれた上品な笑え顔がおの中で……その翡ひ翠すい色いろの双そう眸ぼうだけがぞっとする程ほどに冷たい光を宿やどしていた。


「あ……いや……その」


「ひょっとして、疑うたがっておられる訳ですか」


「……あの……」


「此こ処この家の親子は全ぜん然ぜん外に出てこない。引っ越してきた後も挨あい拶さつに出てこない。母親と娘が居いる筈はずだが、息子むすこしか見た事が無い、きっと魔族化しそうなのを隠かくしてるんだ、とか誰かが言い出した訳ですか」


「…………」


　中年女性はぱくぱくと喘あえぐ様に口を開かい閉へいさせるが肝かん心じんの言葉が何一つ出てこない。


　どうやら図ず星ぼしであるらしかった。


　彼女の様子の変化に、付近の何名かが気付いたのだろう──ざわめきと共にエリックを中心として人々が潮しおが引く様に後ずさる。


　溜め息をつきながらエリックは散弾銃を持つ手を掲かかげた。


「……!!」


　慌てて人々が後ずさった。


　エリックはひどく冷めた微び笑しようを浮かべながら──一歩前に出る。


「すいませんが、退どいて貰もらえませんか？　家の中に入れないので」


「…………」


　玄関前に居た人々が黙だまって左右に分かれる。


　居るかどうかも分からない魔族云うん々ぬんよりも、眼の前の散弾銃の方がとりあえずは恐おそろしいという事だろう。


　エリックは視線の集中する中、静かに──周りの連れん中ちゆうを刺し激げきしない様に──歩いて家の玄げん関かんに辿たどり着く。


　そこで彼は振り返って言った。


「御ご近きん所じよの方々に御ご挨あい拶さつ出来ないのは申もうし訳わけないのですが、僕の母と妹は対たい人じん恐きよう怖ふ症しようなのですよ。貴方あなた達の様な方達に以前、かなり酷ひどい目に遭あわされましてね」


「…………」


　エリックは殊こと更さらに静かな口く調ちようで言った。


　努つとめて抑おさえ込こまないと思わず怒ど鳴なり散らしてしまいそうだった。


「ついでに言わせて貰もらえば、本当に貴方達の考え通りうちの母か妹が魔族化しているのなら、真っ先に僕が殺されてます。その程てい度どの事は、皆みなさんもお分かりですよね？」


「……あ……いや……だから」


　誰かが呻うめく様に言った。


　不安によって置き去りにされていた道どう理りを、改あらためて説とかれた事で、人々の間に安あん堵どの空気が流れる。恐おそらく大たい半はんの者が、誰かが言い出した根ねも葉はもない噂うわさに踊おどらされただけの事なのだろう。


　常じよう識しき的てきに考えれば分かることが分からない。


　それだけ人々の意識が追い詰つめられているという事か。それとも元々人間は此こ処こまで馬ば鹿かなのか。寄り添そわなければ生きていけない癖くせに、寄り添う相手を常つねに疑うたがって掛かるその卑いやしさを克こく服ふくする事が出来ない。


「その……姿を見ないから……魔族に殺されたんじゃないかって……なあ？」


「…………」


　エリックは溜ため息いきをついた。


　取り繕つくろうにしてももっとマシな言い訳を考えて欲しいと彼は心しん底そこ思った。


「大丈夫ですよ。御心配なく」


　エリックは微び笑しようを浮かべた。


　散弾銃を持ったまま。


「どうか皆さん、お引き取り願えますか。それでも御心配でしたら警けい察さつと魔ま法ほう管かん理り局きよくに通つう報ほうして頂いただければ良いと思いますが」


「…………」


　人々は互たがいに顔を見合わせると、ゆっくりと散り始めた。


　呆あきれた事に老ろう若にやく男なん女によ、本当に様さま々ざまな者が居いた。明らかに服の下や鞄かばんの中に拳けん銃じゆうだの何だのを持っている様子の人間も居たが、改あらためて構かまえようとする者は居らず、彼等は何度も何度も振り返りながらそれぞれの方向に帰っていった。


　そして──


「……エリック」


　道路の端はしに止めた車の脇わきでフレッドが──何な故ぜか悲ひ痛つうな表情を浮かべて立っていた。


「幾いくらなんでも……やりすぎじゃないか？」


「どうだろうね。正直、空に向けて威い嚇かくに一発、位は覚かく悟ごしてたんだよ。それを思えば皆、未まだ冷れい静せいだったみたいで……正直、人間の理り性せいってのを見直したよ」


　エリックは皮肉げな口く調ちようでそう言った。


　そう──本当にこんな事は予測の範囲内なのだ。今いま更さら気落ちする程ほどの事ではない。他ひ人と事ごとならば尚なお更さらの筈はずで……少なくともフレッドが気にする程の事ではないのだ。多分。


「エリック……」


「無意味に誰かを恨うらむ積つもりはもうないんだ、僕は。こんな暴力に頼たよる方法が正しい事じゃないのも分かってる。でもだからって他人の悪あく意いにそのまま屈くつする積もりもないんだよ。それは、分かってくれ」


「…………そうだな」


　何度も瞬まばたきして──フレッドも溜め息をつく様な口調でそう言った。





　　　　●　　●　　●





　幼おさない頃の事はあまり覚おぼえていない。


　正せい確かくに言えば家の外での事は殆ほとんど漠ばく然ぜんとしか記き憶おくしていない。


　カール・メイスンにとって幼よう少しよう時じ代だいは苦く難なんの連れん続ぞくであった。辛つらい出来事ばかりが繰くり返し繰り返し重ねられて行く。多少の緩かん急きゆうは在ったが物心ついた時には既すでに彼は不幸のただ中に居て──概おおむねそれが裏うら返がえる事は無かった。


　理由は簡かん単たんだ。貧びん乏ぼうだったからである。


　生まれた時点で既に貧ひん困こんという呪のろいに囚とらわれていたカールは、幸せというものを具ぐ体たい的てきに知っていた訳ではない。だがそういう概がい念ねんが在るという事は知っていた。そして自分と母親の置かれている境きよう遇ぐうがその概念からかけ離れているという事を理解出来る程てい度どには、彼は頭が良かった。


　だから日々の出来事を彼は殊こと更さらに覚えようとはしなかった。


　哀かなしい事が多かった。辛い事も多かった。痛いたい事も苦しい事も多た々た在った。


　出来れば忘れてしまいたいと思って──そう思い続ける事で彼は半なかばそれに成功する事となった。まるで眠っているかの様に自分の感かん覚かくの半ばを殺し……脳のうに入ってくる情報を制せい限げんする事で、彼は日中は夢の中に居るかの様な曖あい昧まいな世界を構こう築ちくする事に成功したのだ。


　彼は自分の感覚と感かん性せいを鈍どん感かんにする事でぼんやりと毎日を過すごした。


　色々な人々から嘲あざけられ、罵ののしられ、酷ひどい仕し打うちを受けたりもしたが、彼はそれらの全てを曖あい昧まいな忘ぼう却きやくの淵ふちに投げ込む事で絶ぜつ望ぼうに囚とらわれるのを防ふせいできた──まるで目め覚ざめれば忘れてしまう夢の中の出来事の様に。


　中にはそれでさえも防ぎきれない様な鮮せん烈れつな記憶も無いではなかったが、じっくりと思い返す様な余よ裕ゆうも無いままに日々の生活に追われ……結けつ局きよくその記憶さえも時間と共に薄れて彼の心から剝はがれ落ちていった。


　残ったのは大まかな人生の『粗あら筋すじ』とそれに直結する記憶だけだ。


　具体的には家の中の事である。それすらも細部はひどく曖昧ではあったが。


　父は滅めつ多たに家には寄りつかなかった。


　物心ついた頃にはもう父は他人同どう然ぜんだった。母がいわゆる妾めかけと呼ばれる立場の人間であるという事を知ったのも、果はたして何なん歳さいの頃であったのかカールは覚えていない。はっきりとそう告つげられた事は一度も無いが……細かな事じ実じつが無む数すうに積つみ重かさなってそれはいつしか自じ明めいの事となっていた。


　カールの眼めから観みて母は敬けい虔けんな人間だった。


　ホルスト教の信者として朝あさ晩ばんと食事の前の祈いのりは欠かかした事が無かった。日曜日には奉仕活動ボランテイアで教会の掃そう除じに出で掛かけたりもしていた。ぼろぼろになるまで教義書ドクシイを読んでいた。


　だが……同時に母は愚ぐ昧まいな人間でもあった。


　父の様な男に何い時つまでも黙もく々もくと従っていたのがその証しよう拠こである。


　カールの父はカールの母とは結けつ婚こんしていない。カールの母は内ない縁えんの妻でありアルマデウスの法ほう律りつによればカールは必ひつ然ぜん的てきに非ひ嫡ちやく出しゆつ子しである。父は学生時代から何年も関係を続けていた母とは何かと理由を付けてずっと入にゆう籍せきを拒こばんでいた。


　しかし……その後、自分の前に資し産さんと地位を持った相手が現れた途と端たん、彼は何の躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも示しめさずに法ほう的てき手て続つづきに踏み切って名めい実じつ共ともに結婚した。


　無む論ろん──カールの母とカールの存在は黙だまったまま。


　二人の存在を隠かくす為ために、ただでさえ遠ざかり気味だった父は益ます々ます距きよ離りを取る様になり、素そ知しらぬ顔で正せい妻さいと新しい家か庭ていを築きずいていた。生活費の意味なのか口止料の意味なのか、当初はそれなりの金きん銭せんが父から毎月送られてきていた様だが、いつの間にかそれも途と切ぎれがちになっていた。


　恐おそらく父にとってカールの母やカールの存在は既すでに終わった『過去』に分ぶん類るいされていたのだろう。ごく稀まれに顔を見せるのも、言ってみれば顔も見た事の無い先せん祖ぞの墓はか参まいりをするかの様な──過去というしがらみに対する慣かん例れい的てきな儀ぎ式しきになっていたのかもしれない。


　そこにはもう男女や親子の愛あい情じようは無かっただろう。その形けい骸がいすらも。


　在ったのはただの惰だ性せいに過ぎない。


　だが母はそんな父の仕し打うちに何ら文もん句くを言わなかった。


　恐らく世界で唯ゆい一いつその哀かなしみを共きよう有ゆう出来るであろう筈はずのカールにさえ、母は多くを語ろうとはしなかった。カールが『妾』『隠かくし子』といった単語の意味を理り解かいしても尚なお──母は曖昧な物言いでカールに全すべてを説明するのを拒んだ。少なくともカールは母が父に対する不平不満を口にするのを見た事が無い。


　カールには母の気持ちは分からない。


　心の底から父を愛していたから健けな気げに耐たえていたのか。


　単に父をなじるだけの勇気や意い気く地じがなかっただけか。


　だがどちらかといえば後こう者しやであっただろうとカールは思う。


　カールの母は何ど処こか浮うき世よ離ばなれした──起きていても夢を観みているかの様な、何処かぼんやりした処の在る人物だった。あるいはカールが嫌いやな事を曖昧さの壁かべで遮しや断だんして忘ぼう却きやくする事が出来たのも、母から受け継ついだ一種の才さい能のうの様なものだったのかもしれない。


　これで我がが強ければまた違った人生が開ひらけていただろう。


　だが母は自じ主しゆ性せいに乏とぼしく、気き概がいや気き迫はくというものにはおよそ欠けた性格だった。ふわふわと頼たよりなく流されるままに流されて、気がつけばどうしようも無くなっている……そんな事は多た々た在った様に思う。


　神に祈いのっていれば──祈っているだけで──いつかは幸せになれるのだと根こん拠きよも無く楽らつ観かんしている様な印象さえ在った。今が辛つらいのも単に試し練れんの時だからで、真ま面じ目めに身を修おさめ清きよく正しく生きていればその内に運が回ってくるのだと──この世界の公こう平へいさを本気で信じていたらしい。


　無む邪じや気きで。呑のん気きで。敬けい虔けんで。穏おん和わで。寛かん容ようで。そしてどうしようもなく愚ぐ鈍どん。


　それがカールの母であった。


　だがそれでもカールにとっては唯ゆい一いつの『家族』であり大好きな肉親だった。


　彼女は確かに愚おろかではあったがそれだけに優やさしくもあった。


　父とは他人同然。親しん戚せきの類たぐいとも没ぼつ交こう渉しよう。そんな境きよう遇ぐうで彼に愛情を注そそいでくれたのは母だけである。彼にとって愛情とはただただ母親から注がれるものであり、他ほかには在あり得えなかった。犬が餌えさと寝ね床どこを与えてくれる飼かい主に懐なつく様に──他に選せん択たく肢しも無い状態でカールはひたすら母親に愛され彼もまた母親を愛した。


　だがそれだけで満ち足りるには彼等は貧まずし過ぎた。


　当時は未いまだ〈イエルネフェルト事変〉から十年かそこらしか経たっておらず、景けい気きはひどい低てい迷めい状態から抜け出せないでいた。世の中から半歩ずれた様な処ところの在る母は同どう僚りようや上じよう司しに愚鈍と罵られながらも昼は近所の工場で働き……時には夜半に街がい頭とうに立って娼しよう婦ふの真ま似ね事ごとまでして生せい活かつ費ひを稼かせいでいた。


　だがそれでさえ二人の生活はひどく苦くるしいものだった。


　暖だん房ぼう用の薪まきを買う費ひ用ようすら確かく保ほ出来ず、飢うえている為に身体は冷ひえ易やすく、狭せまく古い、家とは名ばかりの粗そ末まつな建物の中で親子二人、身を寄せ合って肌はだに切り込んでくるかの様な冬の寒さむさを凌しのぐ事もざらだった。


　寒さに眠れない事も多かった。


　だが起きてランプを灯ともせばその分の油が減へる。


　だから母は寒さを紛まぎらわす為に闇やみの中で色々な寓ぐう話わを語って聞かせてくれた。


　まさしく──御お伽とぎ噺ばなしを。


　元もと々もとは読書が趣しゆ味みだったという母は色々な物語を知っていた。教義書ドクシイに記しるされた説せつ話わ。アルマデウスに古こ来らいから伝わる民みん話わ。異い国こくからもたらされた伝説。あるいは通つう俗ぞく小しよう説せつの内ない容ようを子供向けに薄うすめたものも在ったかもしれない。


　母は息子むすこにせがまれるままにそれらを語って聞かせた。


　娯ご楽らくなど望むべくもない生活で──眠る前に母の口から紡つむがれるその物語だけがカールにとって唯一の楽しみであったのだ。辛い日々の中で僅わずかながらも幸せを感じる事の出来る事こと柄がらであった。


　だからこそ……幼い頃の出来事はあまり覚えていなくても、母が語ってくれた話の内容はよく覚えている。幾いくつもの物語はまるで宝ほう石せき箱ばこの中の宝石の様に大事に大事にカールの記憶の中にしまい込まれている。どれもこれもカールにとっては大切な記憶であり……現実の出来事を殆ほとんど曖昧にしか覚えていない癖くせに、母の語ってくれた物語は今も自分で他人に語れる位にはっきりと記憶に焼やき付いている。


　特に印象に残っているのは『魔ま神じんの贈おくり物』という物語だった。


　だが──
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「──御ご苦く労ろうさん」


　掛かけられた声に振ふり返る。


　通りを歩いて近付いてくるのは大小二つの人ひと影かげだった。


　逆ぎやつ光こう気ぎ味みなのでその容よう姿しの詳しよう細さいは分からないが、それが誰だれであるのかカールはすぐに理り解かいした。その二人には何な故ぜかミュリエナが御ご執しゆう心しんだったからだ。


　レイオット・スタインバーグ。


　カペルテータ・フェルナンデス。


「あんた一人か？」


「まあそうですね」


　両手に持っていたゴミ袋を指定のゴミ捨すて場ばに降おろしながらカールは頷うなずいて見せた。


　基本的に炊すい事じ洗せん濯たくからゴミ出しまで家か事じはカールの仕事だ。これはミュリエナと出会った頃ころから──未まだ彼女が普ふ通つうに歩く事が出来た時から変わらない。汗あせ水みず垂たらして働くのはカールの仕事。その成せい果かを享きよう受じゆするのはミュリエナ。この兄と妹はそうやって十年以上暮くらしてきたのだ。


　十年も経たてば大たい抵ていの感かん覚かくは麻ま痺ひする。常じよう識しきすらも摩ま耗もうしきる歳さい月げつではあった。


「こんな処ところでお会いするとは奇き遇ぐうですね」


　そう告げるカールの背はい後ごには一いつ軒けんのアパートがそびえていた。


　ただし集合住宅アパートといってもカール達以外の住人は皆かい無むだ。旧ふるい建物である為ために造つくりや広さに比べれば家や賃ちんは破は格かくに安いが──外がい壁へきは汚よごれ放ほう題だい、ひび割れ放題、一いつ見けんすれば廃はい墟きよにも見えるこんな建物に、改あらためて住みたがる人間はまず居ない。


　メイスン兄妹も『半年で出ていく』事を条件に此こ処こを借かりた。家主は近い内にこの建物を取り壊こわすつもりの様だった。


　元々この辺りは市の再さい開かい発はつ対たい象しよう区く域いきに隣りん接せつしている為ため、街がい区くそのものに寂さびれた印いん象しようが強い。恐おそらく住民台だい帳ちようの数字よりも浮ふ浪ろう者しやや野の良ら犬いぬの数の方が遥はるかに多いだろう。無む論ろん、彼かれ等らを数に入れたところで、到とう底てい賑にぎやかとは言えない場所だが。


　ちなみにメイスン兄妹の書しよ類るい上じようの住所は二階の一室となっているが──家主からは『どの部屋も好きに使っていい』と言われている。必要なら壁をぶち抜いても構かまわないとも。もっともそれで建物が倒とう壊かいしても責任は持たないとも言われているが。


　元より資し産さん価か値ちなど無いに等ひとしい建物である。ちょっとでも先に壊こわしておいて貰もらった方が建て替かえの際さいの手て間まが省はぶける──そんな風にでも思っているのだろう。


「奇遇じゃないな。魔ま法ほう管かん理り局きよくで調べて来た」


　レイオットは肩を竦すくめて言った。


「おや？　そうなのですか」


「あんたらに会いたくてね」


「それはそれは」


　カールは笑いながら頷うなずいて見せた。


「妹も喜よろこぶでしょう」


「そうか？」


　何ど処こか皮ひ肉にくげな苦笑を浮かべてレイオットは言う。


「そうですとも。こちらに来て未だ日が浅いので知り合いらしい知り合いも居ませんし。妹も寂さびしい想おもいをしている筈はずです。御お客きやく様さまは大だい歓かん迎げいですよ？」


「メイスン兄妹としてはそうかもな」


　何ど処こか意い味み深しんな──含ふくみを持たせた口く調ちよう。


　レイオットは鼻はな先さきにずり落ち掛けていたサングラスを中指で押し上げながら言った。


「だが──〈黒騎士〉としてはどうだ？」


　束つかの間まの沈ちん黙もくがレイオット達とカールの間に横たわる。


　カールは眼めを瞬まばたかせてトリスタン市でも有名な戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの顔を見るが──夕ゆう刻こくを迎むかえて赤らみ始めた陽ひの光がそのサングラスのフレームに反はん射しやして光るばかりで、その表情からは何の考えも読みとれない。


　カールはしばし黙もつ考こうした後──浮かべる表情に微び苦く笑しようを選んでから言った。


「おやおや。もうばれましたか」


「…………」


　レイオットが顔をしかめる。


「実の所──半はん信しん半はん疑ぎだったんだがね。まさかこうあっさり認みとめてくれるとは思わなかったよ」


「ハッタリに引っかかってしまった訳ですか？」


　微苦笑を少し深めて見せながらカールは後こう頭とう部ぶを搔かいた。


「これは妹に怒おこられてしまうなあ……でももうそろそろ潮しお時どきではあったのですけれどね」


　全すべては実じつ験けんデータを揃そろえる為ための行こう為いだった。


　だが〈プロムナード機き関かん〉も〈ヴォックス・ユニット〉もそこから派生スピンオフした各種技術も……全てもう少しで完成する。


　協力者にして依い頼らい者しやたる『結けつ社しや』の者達が望のぞんだ技術開発の為の資し料りようはもう充じゆう分ぶんに揃っているし、先に送った報ほう告こく書しよだけからでも相そう応おうの手て間まと時間さえ掛かければ充分実用に耐えるものが作り出せるだろう。


　そう──もう潮時なのだ。


　そろそろ組そ織しき的てきかつ本ほん格かく的てきな〈黒騎士〉狩がりが始まる。


　そしてカール達が期待した程ほどにはトリスタン市は混こん乱らんしなかった。


　この状じよう況きよう下かで実験が続けられると思う程、カール達も傲ごう慢まんではなかった。


「で──どうされますか？」


　カールは笑顔を維い持じしたまま尋たずねる。


　レイオット達が今すぐに警けい察さつに通つう報ほうする積もりが無いのは分かっている。その積もりならば今此こ処こに来ているのは彼かれ等らではなく警察官の群むれであったろう。


「……順じゆん当とうに行けば警察に通報するべきなんだろうがね」


　レイオットは肩を竦すくめた。


「だが今のところ証しよう拠こらしい証拠が無い」


「というか……何を根こん拠きよに僕ぼく達たちを〈黒騎士〉と断だん定てい出来たのか分からないのですけどね」


　言いながらカールは踵きびすを返す。


「まあ此処まで御ご足そく労ろうされたのですから──お茶の一つもお出しします。どうぞ」


「何を考えている？」


　カールの背にレイオットの怪け訝げんそうな声が投なげ掛かけられる。


「僕は何も。考えて決めるのは僕の役やく目めではありませんので」


「頭ず脳のう労ろう働どうは妹の担たん当とうか？」


「いいえ。労働は全て僕の担当です。妹は違ちがう。僕が働き妹がその結けつ果かを得る。ただそれだけの事ですよ」


「…………」


　振り返ってみると──レイオットはずり落ち掛けたサングラス越ごしに何か奇き怪かいな生いき物ものでも見るかの様な眼めでカールを眺ながめていた。


　分からないのだろう。


　たった一つのこの世界の理ことわり。


　それが理り解かい出来ないのだろう。可か哀わい想そうな人間だ。機き会かいが在ればあの物語──『魔神の贈り物』を聞かせてやりたいとカールは思った。そこから何を読みとるかは、その者の精せい神しん次し第だいではあるのだろうが。


「どうぞ」


　言ってカールは再び歩き出した。
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　郵ゆう便びん物ぶつの束たばを抱かかえて管かん理り局きよくの廊ろう下かを歩きながらネリンは溜ため息いきをついた。


　このところ、魔ま法ほう管理局宛あての郵便物が急きゆう増ぞうしている。


　二ヶ月前と比べると量は倍ばい近ちかい。しかもそれらの大半が差さし出だし人にん不ふ明めいの手紙である。ブライアンから聞いた話だが警察の各かく部ぶ署しよ、特にＳＳＳへの郵便物事じ情じようも同どう様ようらしい。


　そして……それらの八割が魔法管理局と警察の無む能のうを責せめる内容だった。


　感かん情じよう的てきな罵ば詈り雑ぞう言ごんならば未まだ可か愛わいいものだ。中には剃刀かみそりを──それも丁てい寧ねいに封ふう筒とうの四方の隅すみに貼はり付けたものも在った。迂う闊かつに封を切れば手が血ち塗まみれになるという寸すん法ぽうである。以い来らい、ネリンも郵便物を開ける時はとりあえず磁じ石しやくで剃刀の有う無むを調しらべてから、レターナイフで開ける様にしていた。


　ちなみに残りの二割は汚お物ぶつだの犬猫ねこ鼠ねずみといった動物の死体だのを詰つめた小こ包づつみだ。


　あまりに量が増えて本ほん来らい郵便物処しよ理り業ぎよう務むを行う事じ務む員いん達だけでは対たい処しよしきれず、仕し方かたなくネリン達監かん督とく官かんもその処理の一部を引き受けているのである。


　まあ元々役所というのは市民にあまり好すかれる立場ではない。


　業ぎよう績せきを上げてもそれが当とう然ぜん。失敗すれば非ひ難なん囂ごう々ごう。税ぜい金きん泥どろ棒ぼうだの何だのの誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは既すでに聞き飽あきて今いま更さら言われても腹も立たない。


　とはいえ……


「本当に…………」


　気分が重い。


　言うまでもなくこうした郵便物が増えているのは〈黒騎士〉事件の影えい響きようだ。


「人間って馬ば鹿か……」


　この一ヶ月余あまりでの市し街がいの空気の変わり様はネリンとしても目を覆おおわんばかりだった。


　一いつ見けんすれば街は平へい静せいを保たもっている様には見える。


　旅行者ならば余よ程ほどに注意深い者でもない限りはこの違ちがいに気付かないだろう。


　だが路ろ地じ裏うらや再開発区画近辺で多た発はつする暴力事件、殺人事件の数は急きゆう速そくに増え、今や〈憂国騎士団〉を名乗る連れん中ちゆうが堂々と啓けい蒙もうのビラまで配くばる始し末まつである。無む論ろん、即そく座ざにそういった連中は警察が押さえるものの、ビラ撒まきだけではそう簡かん単たんに逮たい捕ほする訳にもいかず、手を出しあぐねているのが現げん状じようだ。


　現実に〈憂国騎士団〉を名な乗のる連中は幾いくつものグループが確かく認にんされており便びん乗じようした犯罪も増えている。既すでにどれが本物の〈憂国騎士団〉でどれが後から猿さる真ま似ねを始めた集団なのか区別がつかない状態だそうだ。


　ネリンの同どう僚りよう、つまり魔法監督官や魔法管理局の職しよく員いんにも〈憂国騎士団〉を名乗る連中に襲われた者が居り、普ふ段だん、退たい局きよくする際さいには置いて帰る筈はずの護ご身しん用よう拳けん銃じゆう──護身用と呼ぶには少々大きすぎる感が在るが──の〈ハンティング・ホーク〉も常つねに携けい帯たいする様にとの指示が局長から下くだされていた。


　お陰かげで肩が凝こって仕し方かたがない。〈ハンティング・ホーク〉は対たい魔ま族ぞく用ようという名めい目もくで貸たい与よされている大口径の自動拳銃である。当然ながら大きく重く、肌はだ身み離さず持ち歩くのには相当に根こん性じようが要いる。


　何にせよ──こうした荒すさんだ状況はすぐに空気に顕あらわれる。


　今や街を歩く子供の姿は殆ほとんど見られなくなった。通行人の数すら減へっている。外に出る者達も何処か警けい戒かい心しんに満ちた眼めで周りを見ており、落ち着きが無い。リゴレット通りは勿論、プーランク通りの店まではどこか殺さつ伐ばつとした雰囲気を漂わせていて──経済活動そのものが市全体で停てい滞たい気ぎ味みなのだそうだ。繁はん盛じようしているのは、今更ながらに自じ衛えい用の銃を買い求める客が駆け込んでくる銃砲店ばかりだとか。


　元より破は綻たんしかけてはいたのだろう。


　トリスタン市──いやもっと大きな規模で。


（この街だけじゃない。元々……限界に来ていた印象が在るわ）


　確かく証しようは何も無い。


　だが第一線に居る者達は──魔族事件やそれに絡からむ諸もろ々もろの出来事の現場に居る者達ならばネリンと同様の感想を持っているだろう。気がつけば事態は常つねに悪化の方向へと動く様になっており──それはあまりに大きく曖あい昧まいな為ために止める手段が無い。


　魔族事件の増加。魔族テロ。黒本。〈シェル〉。〈黒騎士〉。


　何か大きなうねりの様なものが自分達の脚あしの下で蠢うごめいているかの様だ。


　眼に見える事件は全すべて亀き裂れつの一部に過ぎず、その奥おく底そこに蠢く何かに手を掛けて止めるには、自分達の腕はあまりに短く、小さく、そして弱い。魔法士ソーサリストの数の増ぞう強きようとか、新型モールドの開発とか、そんなものでどうにか出来ない大きな破は綻たんが来る様な気がしてならない。いや──あるいはそうした個々の抵抗でさえも全て破綻に至いたる亀裂の一部でしかない様な気さえしてくる。


　一体何が起こっているのか。


　まるで目め隠かくしをされたまま線路を歩かされているかの様に──破綻の近付いてくる音は聞こえるものの、その正体は見えず、曖昧な危き機き感かんと焦しよう燥そう感かんばかりが募つのる。


　始まりはいつからなのか。


〈黒騎士〉？　黒本？　〈シェル〉？


　違う。ネリンの実感とすればもっと前だ。彼女が物心ついた時にはもう始まっていた様な印象が在る。この国の──あるいは世界そのものの動きは。


〈イエルネフェルト事変〉か──あるいは。


「……〈聖シューマンの実験〉」


　魔法ソーサリイの発見そのものがひどく迂う遠えんな撒まき餌えだったとしたら？


「……なんてね。まさか」


　微び苦く笑しようを浮かべるネリン。


　そんな事を考えながら──


「スタインバーグさん」


　仮眠室の前を通り掛かかったネリンは声を掛ける。


「注文してた雑誌届いてましたよ──……って。あら？」


　仮眠室の扉が開きっぱなしになっている。


　のぞいてみるとレイオットの姿もカペルテータの姿も無い。確か半時間程前に覗のぞいた時は二人共居た筈なのだが──


「…………」


　顔をしかめながらネリンは仮眠室の中に入った。
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　備え付けの棚に持っていた郵便物をとりあえず置いて室内を見回す。


　すると──眼めについたのがベッドの上に置いてある一枚の紙。


『すぐ戻もどる。スタインバーグ』


　手に取ってみると紙の上には汚きたない字でそう走り書きされていた。


「全く……あの人は……！」


　呻うめく様に呟つぶやきながらネリンはその紙を握にぎり潰つぶした。





　　　　●　　●　　●





　少女は聖せい歌かに包まれて眠っていた。


　ゆるゆると黒い円えん盤ばんを回転させる蓄ちく音おん機きから雑ざつ音おん混まじりの旋せん律りつと歌声が流れ出し、旧ふるいアパートの室内にわだかまっている。その真ん中で眼を閉じる少女の姿は──まるで宗教画の中に描えがかれる聖せい女じよの様に美しく愛らしかった。





　おお尊とうときかな　おお尊きかな


　星々の息い吹ぶききによりて生まれたまいし御み子こ


　御おん身み　人々のため　まことの苦しみを受け　犠ぎ牲せいとなりたまい


　御胸を刺さし貫つらぬかれ　血を流したまえり


　臨りん終じゆうの悶もだえに先立ちて　我等の糧かてとなりたまえ


　おお尊き星の御子


　慈じ悲ひ深き星の御子


　御血を以もつて我等が罪を贖あがないたもう





　だが──


「──いらっしゃいませ」


　まるでその瞬しゆん間かんに夢から醒さめたかの様に……突とつ如じよとして眼を開き少女は室内に踏み込んだレイオットとカペルテータを迎むかえた。


　戸口にて立ち止まる二人。


　先に彼等を導みちびいてきたカールは立ち止まらず彼女の横を通り過ぎながら──まるで天気の話をするかの様に緊きん張ちよう感かんの無い口調で言った。


「ミュリエナ。どうもスタインバーグさん達には〈黒騎士〉の正体がばれた様だよ」


「……まあ」


　そう言って一瞬目を丸くし──そしてミュリエナは微ほほ笑えんだ。


　焦しよう燥そうも恐きよう怖ふも憤ふん怒ぬも無い。まるでどうでも良い事の様に、品良く静かな笑顔を浮かべて彼女はレイオット達を見つめていた。


「失礼──僕はお茶の用意をしてきます」


　カールはそう言って部屋の奥へと消えていく。


　尚なおもゆるゆると紡つむぎ出される聖歌の調べを挟はさんで向かい合うレイオット達とミュリエナ。


　座らず、必要以上にも踏み込まず、レイオットはただその場に立ったまま言った。


「随ずい分ぶんと落ち着いてるな」


「そろそろ実験も終わりますので」


　ミュリエナは謡うたう様に言った。


「……実験？」


「幾いくつかの新しん機き軸じくのシステムです」


　何処か浮うき世よ離ばなれした少女の唇くちびるが紡つむぐには、酷ひどく不似合いな台詞せりふの様にレイオットには聞こえた。まるで詩しい歌かを口ずさむ様な滑なめらかさでミュリエナは言葉を続けてゆく。


「御ご覧らんになったでしょう？　自分の拘束度デユラビツトを減らさずに魔法ソーサリイを撃つシステムと、そして魔力圏ドメインの様な力りき場ば〈随ずい意い領りよう域いき〉を展てん開かいする事によってあの〈黒騎士〉──私達は〈アルカトラ〉と呼んでいますが、あの特とく殊しゆモールドの様に、四本足のモールドでも自由自在に搭とう乗じよう者しやの意志で操あやつる事が出来ます」


「そんなものを造ってどうする？」


「…………」


　曖昧に笑うミュリエナ。


　彼女の蒼あおい瞳ひとみから放たれる視線は戸口に立つレイオット達を──正確に言えばレイオット達の足元に注そそがれていた。


「実の処ところ──此こ処こまで来た最大の理由はあんた達の目的が知りたかったからだ」


　レイオットは言う。


「正直……俺には一体、あんた達が何を考えてるのか分からない。何を思ってあんなモールドを造ろうとした？」


「……理由は幾いくつか在るのですが」


　ミュリエナは視線を自分の膝ひざに落としながら言った。


「元々はこの脚あしのせいですね」


「…………」


「以前は普通に歩く事が出来たのですが……脳のうの一部に問題が在るらしく運動神経の一部がおかしくなってしまったみたいです。魔法治ち療りようでもどうしようも無いとか」


　一般人の中には医い療りよう系けい魔法士による魔法治療を万まん病びように効きく特とつ効こう薬やくの様に考えている人間も居るが、これは大きな間ま違ちがいだ。


　医療系魔法士が医者としての医学知ち識しきを備そなえなければなれない事からも分かる通り、いくら魔法士の意識を現実の現象や事実に反はん映えいし得る魔法といっても、治療法そのものが不明の症しよう状じようには手の打ち様が無い。例えば脳の機き能のうの詳しよう細さい──何処がどの様に働いてどんな機能を司つかさどっているのか──は未いまだ解かい明めいされて居らず、通常の脳のう外げ科か手術で出来る治療も魔法治療も実の所、理論上の治療効果にあまり差は無い。魔法治療の方は毛細血管の一本一本をより分けて切せつ除じよや癒ゆ着ちやくが出来るが──そもそも『何をどうしたら良いのか』が分からなければ魔法を使ってもどうしようもない。


「だが──」


　レイオットはミュリエナの膝を眺ながめながら言った。


「あの魔力圏──いや〈随意領域〉だったか？　それなら自分の脚を動かす事が出来ると思った訳か」


「そういう事です」


　ミュリエナは頷うなずいた。


「そもそも魔力圏は魔族メレヴエレントの──あるいは魔法士の意志に従った物理現象を組み立てる為ためのものです。発火させたり電でん光こうを生み出したりするより、遥はるかに自分の脚を動かす方が楽ではあります。必要とあれば〈アルカトラ〉の様なものまで自由自在に動かせる」


　元々魔族の足止めに機関銃の類たぐいが使われる事からも分かる様に、魔族は等級が高くなればなるだけ生物としての機き能のうを魔力圏に代だい行こうさせる比ひ率りつが高くなる。より恒こう常じよう的てきに魔法を行こう使しし肉体の新しん陳ちん代たい謝しやや各種機能までもが魔力圏によって稼か働どうする様になる。


　当然──移動もだ。


　どう考えても肉体を支えきれない様な小さな脚や触しよく手しゆで移動する魔族や、そもそも骨こつ格かく強きよう度どの面から見て存在しえない様な巨きよ大だいな魔族が現に発生し猛もう威いを奮ふるったという現実は、この魔力圏の作用によって可能となる。


　ならば同様の方法で動かない脚を動かす事も出来るだろう。


　しかし……


「四六時中という訳にはいかないだろう」


　レイオットは眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざみながら言った。


「どんな新機軸を開発したのか知らないが、長時間の物理干かん渉しようを行うには相当量の拘束度数が必要だ」


「ええ。そうですね」


　ミュリエナは鷹おう揚ような仕し草ぐさで頷いて見せた。


「人間一人分の拘束度ではせいぜい保もって一時間という処でしょうか。しかもこの〈随意領域〉は激はげしく動けば動くだけ保ほ持じ時間が減って、動きが鈍にぶくなりますから……実用的とは言えません。一日一時間だけなどというのはとても、我が慢まん出来ませんもの」


　元々魔法は人間の意志を物理現象に転てん換かんするものだ。


　これは時に物理法則をもねじ曲げる。


　だが当然ながら個人の行使する魔法では空間的にも時間的にもその干渉には限界が在る。


　魔法は言ってみれば水面に投げ込む小石の様なものだ。魔法によって物理法則が歪ゆがめられるのはせいぜいが半径十数メルトルの範はん囲い内ないであり──それも永えい続ぞくする訳ではない。すぐに通常の物理法則が押し寄せてきて魔法の効果を押し潰す。


　当然だ──さもないと誰かが魔法を使う度に世界が変へん質しつしてしまう。


　比ひ較かく的てき、長時間維い持じ出来るのは〈デフィレイド〉の様な効こう果かの単純な魔法か──あるいは〈アクセラレータ〉の様に、あくまで実質的効力は物理法則の範囲内に在るものだけである。〈アクセラレータ〉はあくまで人体に掛かっている『制限』を外はずすだけのものであって、あの超ちよう人じん的てきな力は魔法そのものではない。


　そしてそれらの魔法にしたところで、効果時間はどれだけ手段を尽つくして延のばしても十数分が限度である。それ以上を望めば更さらに同じ魔法を繰り返し発はつ動どうさせるしかない。そうすれば確かに大量の拘束度を消費するが、数時間の魔法の維持は可能になってくるだろう。


　しかし……ミュリエナはそれでも足りないと言っているのだ。


「それで──」


　レイオットは呻うめく様に言った。


「他人に呪じゆ素そを肩代わりさせるシステムを思い付いた訳か」


「ええ。発想の転てん換かんです」


　むしろ誇ほこる様な口調でミュリエナが言う。


「魔法回路の中に他者を繫つなぎ呪素に冒おかされる危き険けんをそちらに肩代わりさせる──考え方としては封ふう呪じゆ素そ筒とうと拘束度端たん子しを併あわせて人体で代用したものですね。これにより〈アルカトラ〉は〈羊〉が居る限り普通に活動出来ます。このシステムをもっと小型化すれば私も問題無く歩ける様になるでしょう」


「〈羊〉……」


　レイオットはその隠いん語ごを舌の上に転がしてみる。


　羊──狼に為なす術すべも無く喰くわれる生き物。


　彼等はひたすらに穏おん和わで無力だ。他者の糧かてとなるべく定められているかの様に。ただその為だけに生まれてくるかの様に。


　ミュリエナが歩く為に──その為だけに生いけ贄にえに供きようされる人間を当然の如ごとく〈羊〉と名付ける感性にレイオットは薄うすら寒いものを感じた。


「……他人を魔族化させてまで？」


「ええ……」


　ミュリエナは頷うなずいた。


　やはりその表情には何の後ろめたさも無い。


「ちなみに魔族は魔ま力りよく回かい路ろ的には元々〈アルカトラ〉の一部に組み込まれていた人間なので、当初、〈アルカトラ〉を他者と認にん識しき出来ません。自分の一部と誤ご認にんしてしまうのですね。これは当然、長続きはしませんが、この間に処しよ分ぶんするなり、こちらが逃げるなりの方法を採とる事が──」


「……無む茶ちや苦く茶ちやだ」


　何処か得意げな響ひびきすら伴ともなうミュリエナの言葉を遮さえぎってレイオットは言った。


「自分が歩く為に、魔族を造って回るのか？」


「ええ」


　首を傾かしげてミュリエナは言った。


「それが何か？」


「…………」


「必要ならすぐに殺せるので問題ないとは思いますよ。とりあえずこの間までは私が官かん憲けんに捕まらない様に、攪かく乱らんの目的で野に放しましたが」


「…………他人を生け贄にする訳か？」


「ええ。供きよう給きゆうは割と安定してますよ」


　事も無げな口調だった。


　供給──生け贄の。


「意外とこの国は浮浪者の類たぐいが多いですし。ああ──そうそう、輸ゆ血けつや臓ぞう器き移い植しよくの目的で国外から子供を輸ゆ入にゆうしてくる業ぎよう者しやも居るんですよ、御ご存ぞん知じですか？」


「…………」


　それは知っている。


　だが──


「そういった『搾しぼり滓かす』でもとりあえず生きていれば使えますから……私が引き取って使ってあげられれば無駄がないと思って」


「…………」


「人間なんて意い外がいに安いものですよ」


「もういい、黙れ」


「あら？」


　ミュリエナは眼めを丸くして言った。


「ひょっとして怒おこって居おられますの？」


「……別に正義の味方を気取る様な気き色しよくの悪い趣しゆ味みは無いが」


　レイオットは唸うなる様な口調で言った。


「さすがに不ふ愉ゆ快かいには思うさ。たかが歩く為だけの事に毎日何人もの生け贄を使い潰つぶそうって訳か？」


「たかが？」


　心しん外がい──といった様子でミュリエナは首を振った。


「たかが？　たかがとおっしゃいましたか？　なんて傲ごう慢まんな」


　少女はおっとりと──しかしその瞳に狂きよう気きにも似た濃のう厚こうな光を宿やどしながら言った。


「歩く事を奪うばわれた私にとって、それがどれだけ辛つらいものであったのか、貴方あなたには理解出来ないでしょう？　理解出来ないものをさも分かった様な顔をして語かたらないでくださいましね？」


「…………」


　レイオットは無む言ごん。


　それをどう思ったのか──少女は滔とう々とうと言葉を続けた。


「この私が歩きたいと言っているのです。そしてそれはその辺の庶しよ民みんの命で可能なのです。だったら庶民は喜んで命を投げ出すべきでしょう？　何百年とこの国の庶民を生かしてきたのは私達貴き族ぞくなのですから」


　狂くるっている。


　価値観の歪んだ人間を見るのは初めてではない。むしろ何人も見てきた。そもそも戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなどはどいつもこいつも何処かおかしい。その意味ではレイオットとて他人の事をとやかく言えた義ぎ理りではない。


　だが──


「世の中には生け贄になるべく生まれてきた者達が必ず居ます。生物は他の生物を生け贄にしてしか生きていけません。これは摂せつ理りです。その事に是ぜ非ひを問うのは無意味というものなのですよ」


　生命は他を犠ぎ牲せいにしてしか存在し得ない。


　それは真しん理りだ。確かにその通りだ。その事の是非を問うても仕し方かたが無い。


　だが──


（……成なる程ほど）


　レイオットは途と方ほうもない疲ひ労ろう感かんを覚えながら考える。


（確かにこいつに是非を問うのは無意味だろうさ──）


「とはいえ……」


　ミュリエナは笑みを深めて言った。


「いちいち他人を連れてきて魔族化させて魔法を使う──無駄が多く無ぶ粋すいな方法である事は確かです。それは私としても認めざるを得ません」


「謙けん虚きよで結けつ構こうだ」


　うんざりした口調でレイオットは言う。


　だが皮ひ肉にくに気付いているのかいないのか──ミュリエナは平へい然ぜんと言った。


「だから私達はもっと綺き麗れいな方法を採とる事にしました」


「綺麗な方法？」


「はい。ですから実を言えばもうこの〈アルカトラ〉に積まれている各種システムの改かい良りようは、私が歩く為に行っている訳ではありません。始まりは私の脚の為でしたが、その問題は別の解決法が見つかりました。ですから、今行っているのは、その解決法を知る方からの依い頼らいによるものです」


「…………別の解決法？」


　そもそも治療出来ないからこそ魔法を使って歩くなどという極きよく端たんな発想に行き着くしかなかったのだ。ならばそれは治療法ではない。だが魔法を使う以外に動かない脚を動かす方法など──


「それは」


　それまで黙っていたカペルテータが不ふ意いに口を開いた。


「つまり〈完全体パーフエクタント〉と呼ばれる魔族メレヴエレントになる事ですか」


「……！」


　愕がく然ぜんと傍らの少女を振り返るレイオット。


　成る程──確かに〈完全体〉とある医師が言っていた存在になれば、この少女の問題も解決はするだろう。魔族は無む限げんに自じ己この魔力圏ドメインを維持出来る。そして同時に〈完全体〉と呼ばれる魔族は人間同様の理性を保たもつ事が出来る。その実じつ例れいをレイオット達は確かに目もく撃げきしていた。


　だが──


「あら。御ご存ぞん知じでしたか。あの方達は〈資格者クオリフアイア〉と呼んで居られましたけれど」


「……〈資格者〉」


　それは──何と傲慢な響きか。


　資格在る者と資格無き者。


　適てき格かく者しやと不適格者。


　魔族と──人間。


「私は〈資格者〉としてあの方達の仲間に加えて頂いただける事になりました。この〈アルカトラ〉の研究データはほぼ揃そろっています。これを持じ参さんすれば私は不老不死で何不自由の無い、文字通りに『完全』な存在となるのです」


「……しかし……」


　レイオットは思い出す。


〈完全体〉あるいは〈資格者〉になる為には文字通りに資格が──生来の資し質しつが必要だとレイオットはある医者から聞いた。その医者とて〈完全体〉の実例はたった一人しか知らず、その資質の無い者を〈完全体〉に『進化』させる方法にまでは到とう達たつしていなかった。


　だが──


（……源流魔法使ルート・ソーサリアン？）


　彼等の技術ならあるいはそれは可能なのかもしれない。


　ならば……このメイスン兄妹の背はい後ごに居るのはあのロン・コルグやそれに類るいする者達なのか。それとももっと別の存在も源流魔法使達と同じ技術を持っているのか。


　あるいは──


「何にしても」


　ミュリエナは言った。


「実験は無駄ではなかった。この技術と資料を引き替えにして私は〈資格者〉となる。糧かてとなった者達も本ほん望もうでしょう」


「…………」


　この少女は強がっている訳でも悪ぶっているわけでもない。ミュリエナは徹てつ頭とう徹てつ尾び素す直なおに本音をさらけ出している。それは分かる。口調からも表情からも。


　これ以上、この少女と言葉を交かわしても無駄だろう。ミュリエナとて同じ人間に喋しやべっているという実じつ感かんは無いのかもしれない。この少女にとって貴族と庶しよ民みんとは別の生き物なのだ──まるで狼おおかみと羊の様に。


　話し合いは本当に無駄だ。


　自らを狼と主張するこの少女に生け贄にされる羊の気持ちは理解出来ない。理解出来ても実感出来ない。共きよう感かんも出来ない。違う生き物だと決めつけているのだから当然だ。


「……正直言って」


　皮肉な笑みを浮かべながらレイオットは言った。


「俺はあんたが少し羨うらやましいよ」


「…………」


　ミュリエナが婉えん然ぜんと笑う。


　だが──


「あんた位に他人を何とも思えない人間だったなら──他人を糧と呼び、生け贄と呼んでも躊躇ためらいすら覚えない人間だったなら、俺はもっと楽に生きる事が出来たろうにな」


「……それはひょっとして侮ぶ辱じよくですの？」


　微び妙みように表情を歪ゆがませながらミュリエナが尋ねてくる。


　だがレイオットは首を振った。


「単なる実感だよ」


　レイオットは腰の後ろから愛用の回転弾倉式リヴオルヴア拳銃〈ハードフレア〉を抜いた。


「……正義の味方ぶる様な気色悪い趣しゆ味みは無いとおっしゃりませんでした？」


「無論そんな趣味は無い」


　レイオットはこの期ごに及およんでも平然と──傲慢なまでに平然と微び笑しようを続けている少女に銃じゆう口こうを向けながら言った。


「だがどうにも俺にはあんたの存在が我が慢まん出来ない──不ふ愉ゆ快かいだ。それだけさ」


「私を殺しますか？　でも証拠も無いのに私を撃うてば貴方は単なる殺人犯として逮たい捕ほされるだけですよ？」


　むしろ愉たのしそうにミュリエナは言う。


「そろそろこの住居は引き払はらう予定でしたので──証拠になる様なものは特に残っておりません」


「…………」


　確かに証拠は全て口こう頭とうでのものだ。


　録ろく音おんしていた訳でもなし──たとえ録音していたとしてもそれだけで逮捕状は下りまい。


　撃てばレイオットが殺人犯、あるいは傷しよう害がい犯はんとして逮捕されるだけの事だ。このまま銃を突き付けて警察に連れて行ったとしてもミュリエナの言う通りなら無意味だ。むしろレイオットの立場が悪くなるだけである。


「御ご納なつ得とくいただけましたか？」


　そう言って奥から出てきたのはカールである。


　彼は香こう茶ちやのポットやカップ一式を盆トレイの上に載のせて立っている。


　だがその盆の下の右手は自動拳銃を握っていた。


　その気になればいつでも引き金を引けるだろう。腕うでの善よし悪あしはともかく、この距離でしかも室内となれば銃撃戦をするのはとても得とく策さくとは言えまい。レイオット自身はともかくとしてカペルテータが巻き添ぞえを食う危険性が高い。


「ではお茶を」


「……悪いが遠えん慮りよする」


　レイオットは肩を竦すくめて〈ハードフレア〉をホルスターに戻す。


　銃口からカペルテータを庇かばう様にしながらレイオットは彼女を部屋の外に押しやる。


「最後に一つ訊きかせてくれるか」


「何なりと」


　ミュリエナが余よ裕ゆうめいた微笑を浮かべる。


「カール・メイスン。あんたはどう思ってるんだ？」


「……御お兄にい様さま？　御兄様がどうかしましたか？」


「ミュリエナ・メイスン。あんたには聞いてない。カール・メイスンは何の為ためにこんな事をしているんだ、と聞いているんだよ。顔立ちに貴族の特とく徴ちようも無く、名前でもあんたは貴族名を名乗らなかった。立たち居い振ふる舞まいも明らかに違う。あんたは──血けつ統とうはともかく庶民の育ちじゃないのか？」


「そうですね」


　カールは頷いた。


「僕の母は庶民です。父と付き合い、僕を生みましたが、僕は本来メイスン家の人間ではありません。母が死んだときに父が僕を引き取ったので便べん宜ぎ上じよう養よう子しになっておりますが」


「で──あんたはどう思ってるんだ」


「どうとは？」


「自分達のしてきた事を。貴族の為なら庶民は死んで当然と言い放つ妹の事を」


「……さあ」


　カールは頰ほおを搔かきながら曖あい昧まいな微笑を浮かべた。


「僕は妹の望む事の手伝いをするだけです」


「御兄様の意志や意見は関係有りません」


　ミュリエナは至し極ごく当然といった口調で言った。


「考えるのは私。望むのも私。行うのは御兄様。汗を流すのも血を流すのも御兄様。ただそれだけの役割分ぶん担たんですわね。当然でしょう？　私は貴族、御兄様はそうではないのですから──ねえ？」


「そうだね」


　のんびりとカールは妹の問いに微笑んで見せた。


「犠牲になる者が居るから世の中は回るのです。誰もが誰かの糧になる。ならば誰の犠牲になるのかは自分で選びたいじゃないですか」


「…………」


　レイオットは肩を竦めた。


　駄だ目めだ。妹が妹なら兄も兄──揃そろってねじくれた価か値ち観かんの持ち主だ。


　ただねじくれているだけなら別に珍しくない。


　だがここまで卑いやしいものの考え方をする人間と出会ったのはレイオットとしても初めてであった。ミュリエナもカールもだ。卑しさや俗ぞくっぽさも極きわまれば浮うき世よ離ばなれしてくる──そういう事なのかもしれなかった。


「なるほど。よく分かった」


「そうですか。良かった」


「あんたらの言っている事が俺には到とう底てい理解出来ないという事がよく分かった」


「…………」


　小さく首を傾かしげてからカールが言った。


「残念です」


「帰らせて貰おう」


「ご自由に」


　揃って微笑を浮かべるメイスン兄妹に背を向けると──レイオットは二人のアパートの部屋から出る。いつでも振り返って〈ハード・フレア〉を抜き撃ち出来る様、右手に若じやつ干かんの緊きん張ちようを残したままで。


　銃じゆう弾だんは……追ってこなかった。


「……レイオット」


　歩き出したレイオットの隣となりにカペルテータが並びながら言った。


「どうするのですか」


「どうするかね……」


　溜ため息いきをつく様に言うレイオット。


　あの二人の言葉を信じるならもうこの街で〈黒騎士〉が出る事は無いだろう。


　問題の特とく殊しゆなシステム──〈プロムナード機関〉や〈ヴォックス・ユニット〉と彼等が呼んでいた──の開発はもう充じゆう分ぶんな資料が揃っており、また、ミュリエナが歩く事に関しては別の解決策も提てい示じされている。


　このまま〈黒騎士〉が出現しないなら街の異い様ような緊張感もやがて雪の様に溶とけて消え去っていくだろう。


　だが──


「法は法──なんてのを言える立場でもなし、殺人だの何だのに関しても偉えらそうに言える立場でもなし。まして証拠も無い。何より俺は『正義の遂すい行こう者しや』って柄がらでもないし趣味でもない。ついでに言えば捜そう査さ権けんも逮捕権も無い」


「…………」


　カペルテータは黙ってレイオットの言葉を聞いている。


　非ひ難なんしない。同意もしない。


　ただ冷れい徹てつな観かん察さつ者しやの瞳が彼を見つめているだけ。


　まるで──何かを試ためしているかの様に。


「……お前はどう思う？」


「私はただレイオットの判はん断だんを見るだけです。私が自ら判断する時は今ではありません」


「…………」


　苦く笑しようめいた表情を浮かべるレイオットに──カペルテータが念を押す様に言う。


「私の意い向こうは無視して貰もらって構かまいません」


「左さ様ようで」


　溜め息をつきながら言うレイオット。


　分かっていた事ではある。彼女はただの観察者だ。彼女は自らの言動がレイオットの行動理り念ねんや行動方ほう針しんに影響を与あたえる事を好まない。自分が怪け我がをしていた時ですら──自分の存在をレイオットが気にして彼本来の行動を採とらない事を懸け念ねんしていた。


　だから彼女は何も望まない。


　だから彼女に聞いても仕し方かたが無い。


　レイオットが考えて判断すべき事ではあった。


「……とりあえず魔法管理局に戻るか。何をするにしてもそれからだろ」


　言いながら彼は停車中のモールド・キャリアに歩み寄った。
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　ミュリエナ・パル・メイスン。


　彼女は本ほん来らい──何不自由の無い人生を送る筈はずだった。


　貴き族ぞく制度が有ゆう名めい無む実じつ化かしたこのアルマデウス帝てい国こくにおいては、貴族達が徴ちよう税ぜい権けんを失ってもう一世紀近くになる。当然の様に領りよう民みんからの税ぜい収しゆうに頼たよって生活していた多くの貴族は、他ほかに収入を得る術すべを知らず、時代の変化に対たい応おうしきれずに、蓄たくわえた私し財ざいを磨すり減へらして没ぼつ落らくしていった。


　メイスン家はそんな中でも稀まれな例外と言えただろう。


　先祖伝でん来らいの土地や各種貴き金きん属ぞくを担たん保ぽに商売を興おこし、それが比ひ較かく的てき順じゆん調ちように回っていた為、各種権能や生活規模の縮しゆく小しようは余よ儀ぎなくされたものの、それなりに貴族としての体たい面めんを保たもったままこの一世紀を切り抜けてきた。


　だがそれはつまり──本物の苦く渋じゆうを舐なめていないという事でもあったのだ。


　ミュリエナはそんなメイスン家の長女として生まれた。


　元々女系としての傾けい向こうが色いろ濃こいメイスン家の事……代々の系けい譜ふを遡さかのぼってみれば当主が女性という事例は多た々た在った。むしろ男性当主の数より多い程だ。故ゆえにこそ長ちようじれば彼女はメイスン家の次期当主の座に就つく筈であった。


　故に祖父母は彼女に多大な期待を掛けていた。


　元々ミュリエナの母親は少し頭が弱い女性だった。子供を産む様な年ねん齢れいになっても一番の関心事はお人形遊びで、物事が思い通りにならなければ手足を振り回してむずかった。


　別に珍めずらしい事ではない。


　長く続いた貴族の家いえ柄がらの中には、血けつ統とうを重んじるあまり近きん親しん婚こんを繰くり返し、この様な特とく殊しゆな人間が──もっとはっきり言えば『問題の在る』人間がしばしば生まれてくる家系も少なくない。メイスン家もその例に漏もれていなかったというだけの事である。


　人によってはそれは搾さく取しゆされ続けてきた領民の怨おん念ねんが呪のろいとなってその家系に取り憑ついているのだとも言うが──現実的には単に劣れつ性せい遺い伝でん子しの顕けん在ざい化かというだけの事だった。


　ともあれ……


　母親の出来が悪かった為に祖父母の期待はミュリエナに全すべて背せ負おわされる事となった。


　生きつ粋すいの貴族である彼かれ等らは、子こ守もり歌うたの様に貴族の何たるか、領りよう主しゆとしての心こころ得えをミュリエナに吹き込みながら育てた。当然ながらミュリエナは十歳になる頃には貴族としての──それも旧きゆう来らいの、連れん綿めんと受け継つがれてきた支配者としての価か値ち観かんを備そなえた人格が完成していた。


　無論……貴族と一言で言っても実体は千せん差さ万ばん別べつだ。


　ミュリエナの問題は──祖父と祖母が彼女に吹ふき込んだ諸もろ々もろの中に、支配権を奪われた貴族の怨念と、そこから派は生せいした傲ごう岸がん不ふ遜そんさが当然の如ごとく含ふくまれていた事だった。


　凋ちよう落らくしきったのなら諦あきらめもつく。


　多くの没落貴族は不平不満をこぼしながらも生きる為ために平民達の中に交じっていった。


　だが幸か不幸か──メイスン家は貴族としての体面を最低限保たもったままこの現代を生き延びた。生き延びてしまった。その結果として高まるだけ高まった矜持プライドをへし折られる事無く、貴族を崇あがめ奉たてまつる事を辞やめた庶しよ民みんへの怨念と蔑べつ視しが純じゆん粋すい培ばい養ようされていったのである。


　庶民と貴族は違う存在である。


　貴族は庶民よりも尊とうとい。それなのに庶民は今や貴族と対たい等とうの権利を主しゆ張ちようしようとしている。本来、庶民は貴族によって管かん理りされその生活を支ささえる為の道具であり生いけ贄にえであった筈なのに、今や彼等は自らの立場を忘れて傲ごう慢まんにも対等であると思っている。


「良いか──ミュリエナや」


　孫まご娘むすめの頭を撫なでながら祖父は言った。


「お前は貴族じゃ。平民の奴やつ等らとは違う存在なのじゃ。奴等を自分と同じと思ってはいかん。奴等は馬車馬なのじゃ。良き御ぎよ者しやが居なければ自分をどう生かして良いのかさえ分からない、卑いやしく哀あわれな生き物なのじゃ。そんなものの処ところに下りていって泥どろにまみれては、見えるものも見えなくなる。良いかミュリエナや。奴等と仲良くするなとは言わん。だが奴等が我々貴族の為に此この世に生まれてきた生き物だという事を、忘れてはいかん。仲間だと思ってはいかん。あれは我等とは違うモノじゃ。分かるかな？」


「はい──お祖父様」


　彼女は素す直なおに祖父母の教えを受け入れた。


　後に──父がかつて付き合っていた女性に生ませていたという腹はら違ちがいの兄をメイスン家が引き取る事になっても、庶民の血が半分混じっているその少年をミュリエナは『自分とは別の生き物』と捉とらえていた。


　兄──カール。


　兄はメイスン家に下男として引き取られてきた。一人娘という事で大事にされていたミュリエナに比くらべると随ずい分ぶんと酷ひどい扱いではあった様だが、唯ゆい一いつの家族である母を喪うしない、更さらには喰くうにすら困こまっていたカールにとってメイスン家はむしろ居い心ごこ地ちの良い場所であるらしかった。彼は甲か斐い甲が斐いしくメイスン家に仕え、文もん句く一つも言わずに掃そう除じや庭の手入れに精せいを出していた。後に彼の頭が悪く無い事が分かると、メイスン家の商売を彼は手伝う様になり──そこでも彼は真ま面じ目めに働いていた。


　思えばこの時がミュリエナにとっては一番幸せだった時期であるだろう。


　だが……


　ミュリエナの運命はその後急きゆう転てんする──それも悪い方向へと二度も。


　一度目は脚あしだった。


　ある日を境さかいに全く脚が動かなくなったのである。診しん療りようした医者は『脳内に小さな腫しゆ瘍ようらしきものが確かく認にんされる』とした上で『遺い伝でん的てきなものではないか』との判断を下くだした。母の精せい神しんをねじ曲げた血の濃こさがミュリエナでは脚の麻ま痺ひという形で顕あらわれたのである。


　以来……彼女は車くるま椅い子すに座る生活を余よ儀ぎなくされた。


　だがそれでも未まだ彼女は幸福であったろう。後に来る決定的な破は局きよくに比べれば。


　二度目の転てん換かん点てん。


　即すなわちメイスン家の破は算さんである。


　商売はミュリエナの父──父はメイスン家の遠とお縁えんに当たる没ぼつ落らく貴族の子し弟ていだった──と、その共同経営者に任まかされていた。そして共同経営者が経営戦せん略りやくを見み誤あやまり、大きな負ふ債さいを抱かかえ込んでしまったのである。


　共同経営者は負債の全すべてをメイスン家に押し付け、自らは可か処しよ分ぶん財ざい物さんの全てを金銭に換かえてからそれを持ち逃にげした。メイスン家の財産はその負債の支し払はらいに全て充じゆう当とうされ──屋や敷しきまでもが取り上げられた。


　父は母を道連れに自殺した。


　残された祖父母は、それまでとはうってかわったあばら屋に移り住み、そこで逃げた共同経営者への罵ば詈り雑ぞう言ごんを孫娘に聞かせながら衰すい弱じやくしていった。


「平民の癖くせにっ……儂わし等らが……貴族の儂等が……仕事を……任せてやっていたのに……卑しい飼かい犬の癖にっ……！　恩おん知しらずがっ……低てい能のうの恩知らずめがっ……薄うす汚ぎたない平民共めが……！」


　やがて祖父母は失しつ意いの内うちに亡なくなった。


　金の切れ目が縁えんの切れ目──メイスン家に雇やとわれていた使用人達もメイスン家の破算と共に去っていき、ミュリエナの許に残ったのはカールだけだった。


　だが。


　それをミュリエナは有あり難がたいとは思わなかった。


　ミュリエナにとって庶民は『自分の為に犠ぎ牲せいになるもの』という認にん識しきが出来上がっていた。植物が草食動物に食べられる為に、草食動物は肉食動物に食べられる為に存在するのと同じく、庶民は貴族に全ぜん身しん全ぜん霊れい、その全財産と生命の全てを捧ささげてしかるべき存在であるのだと、その為に存在しているのだと彼女は考える様になっていった。


　そしてその庶民の中には半分だけ血の繫つながった兄であるカールも含ふくまれていた。


　ミュリエナにとってカールは犬と変わらない。


　とりあえず形式的に敬けい語ごを使い『御お兄にい様さま』と呼んではいるが、これは他ほかの喋しやべり方と呼び方を彼女が知らないに過すぎない。


　彼女は疑わない。


　自分は生け贄を捧ささげる側であり、あるいは捧げられる側であるという事を。


　彼女にとって生け贄とは庶民であり、それは絶対に自分ではない者達の総そう称しようだ。


　だから彼女にとってそれは当然だった。


　自分が歩きたいと思い──それに数十人、数百人の庶民が犠牲になる事は、別に問題ではない。彼女の倫りん理りと道どう徳とくの中ではそれは非ひ難なんされるべき事ではない。人間が生きるために他の生物を喰くうのと同じくそれは今いま更さら問題にしてもしょうがない事だった。


　ミュリエナは悪人ではない。


　悪いと思う事を実行しているのではない。彼女はそれが正しい事だと──いや善悪どころか是ぜ非ひが論ろんじられる様な類たぐいのものではないとさえ思っている。それは呼吸する様に、水を飲む様に、食事をする様に、ただそういうもので当然であるのだと。


　そして──





　　　　●　　●　　●





　愕がく然ぜんとした表情でネリンは声を上げた。


「──メイスン兄妹が……!?」


　いや。正確に言えば声を上げ──かけてから慌あわてて続くべき言葉を喉のどの奥へと呑のみ込んだ。レイオットが拳こぶしから立てた人差し指を口元に当てて見せたからである。


　ネリンは慌てて背はい後ごを振り返る。


　だが廊ろう下かには他に人影は無い。安あん堵どの吐と息いきを短く漏もらしてからネリンはレイオット達の方に向き直り、声を顰ひそめて続きを口にした。


「……〈黒騎士〉って……本当に……？」


　魔ま法ほう管かん理り局きよく──の仮眠室。


　レイオット達があてがわれている部屋である。


　メイスン兄妹のアパートから戻ってきたレイオットとカペルテータは、その仮か眠みん室しつの中に書しよ類るい仕事を持ち込んで片付けながら待っていたネリンに速そつ攻こうで捕つかまる結果となった。そしてそのまま勝手に何ど処こに出で掛かけていたのかと詰きつ問もんされたのである。


　実の所──レイオットとしてはあの兄妹をどう扱あつかうかについて多少の逡しゆん巡じゆんが在った。


　彼等の価値観は途と方ほうも無く不ふ愉ゆ快かいではある。だが『許しておけない』と断だんじてしまう事にはレイオットとしては抵てい抗こうを覚えるのだ。


　生け贄の──羊。


　何かを生かす為に必要な犠ぎ牲せい。


　彼等とてこのトリスタン市という死にかけの街まちを生かす為に必要な生け贄の羊だ。彼等を『悪』として捕まえ晒さらし者にする事で一いつ旦たんはこの街は平へい穏おんを取り戻すだろう。その為に警察や魔法管理局は躍やつ起きになって〈黒騎士〉を捕まえようとしている。だがそれは根こん本ぽん的てきには彼等の語かたる価値観を肯こう定ていする事になるのではないか。


　何も解決しない。


　全ては誰かを生け贄にした上に成り立つ砂さ上じようの楼ろう閣かくだ。


　それを覆おおい隠かくす為に『正義』が語られるとすれば──それはやはり何か違うのではないかとレイオットは思う。自分自身が育ての親の犠牲の上に生きているからこそ、彼はそう思うのだ。


　とはいえ……


　レイオットはそういう訳で若じやつ干かんの迷まよいを覚えて口を濁にごしていたのだが、彼の傍かたわらのカペルテータがネリンに問われるままに全てを喋ってしまった。


　そういう訳で──


「証しよう拠こは何も無い。あくまで当初はミュリエナ・メイスンが口を滑すべらせただけだし、連中のアパートで語った事は本当に口くち先さきだけの事だ」


「でも……認みとめたんですよね？」


「裏付けを取るのは難むずかしいだろうよ。まして証しよう言げんが俺おれとカペルではな」


　言ってレイオットは肩を竦すくめる。


　確かに無む資し格かくの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとその『愛人』だの何だのと世せ間けんで言われているＣＳＡの少女と──この二名の証言で逮たい捕ほ状じようや強きよう制せい捜そう査さ令れい状じようを発行する程ほど、検けん察さつも物分かりが良くはないだろう。


「モデラート警けい視しに話したら……」


「あのおっさんが俺の話を信じるかどうかも疑問だし、今、警視はＳＳＳ専せん従じゆうだから捜査権限無いんじゃなかったか？　現行犯逮捕は出来るだろうが──」


　そこでレイオットは言葉を切った。


　恨うらめしそうな眼めでネリンが睨にらんでいるからである。


「……どうしてそう、否ひ定てい的てきな事ばっかり言うんですか」


「否定的な材料しかないからだよ」


　レイオットは肩を竦めて言った。


「でもこのまま放ほうっておく事は出来ません」


「おや──シモンズ監かん督とく官かんはこの無資格戦術魔法士の証言を信じてくださる？」


　からかう様に言ってみるがネリンは至し極ごく真ま面じ目めな表情で言った。


「そりゃ信じますよ」


「何で？」


「何でって…………」


　さすがに改めてそう聞かれて言葉に詰つまるネリン。


　しばらく眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんで考えてから──彼女は言った。


「カペちゃんも証言してますし」


「社しや交こう辞じ令れいでも『スタインバーグさんの言う事ですから』とか言うと人間関係がもっと円えん滑かつになると俺は思ったりする訳だが」


　苦く笑しようするレイオット。


「まあ連中のモールド……〈アルカトラ〉とか言ってたか……何とかしてアレを引っ張り出して押さえれば良いんだろうけどな」


「ですね」


「そういう訳でまあ──後は頑がん張ばってくれ」


　言ってレイオットは仮眠用のベッドに横になった。


「……え？」


「一市民の情報提てい供きよう終わり。後は公こう僕ぼくの仕事だろ」


「…………そ、それはそうですけど……」


「それともシモンズ監督官は俺に何かしろと？」


　ベッドに寝ころんだまま首だけネリンに向けてレイオットは尋たずねる。


「この待たい機き命令を破る様な困こまった奴に、決まり事を守る事の重要さをこんこんと説せつ教きようしていたシモンズ監督官が？」


「…………」


　しばし沈ちん黙もくするネリン。


　やがて彼女は傍らのカペルテータを振り返って言った。


「……どうしてこう意い地じ悪わるなのかしらね、この人は」


「幼少期の人格形成に何か問題が在ったのかもしれません」


「なるほど」


「勝手に精神分析するな。そっちも納得するな。何にしても監かん視しを付ける位しかやれる事は無いとは思うんだが──」


　言いながら欠伸あくびをするレイオット。


　最も良いのは〈黒騎士〉のモールドそのものを、彼等が所しよ持じしている処ところを発見して、その場で逮捕する事だろう。だがただでさえ手が足りない状態になっている警察が、レイオット達の証言だけでメイスン兄妹に監視人員を割さくとも思えない。


　だが──


「やっぱりモデラート警視に相談してみます」


「ご随ずい意いに」


　まさか彼はこの時、その『引っ張り出す』作さ業ぎようを勝手にしている人間が居いるとは想像だにしていなかった。
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「──ふふん？」


　薄うすい笑みが自然に浮かび上がってくる。


　正直に言えば全くの予想外──予想外の幸運であると言えた。


　レイオット・スタインバーグを追い抜いて自分の名前を売るにはレイオットの仕事を横からかっさらうのが一番の近道である。実力主義の業ぎよう界かいというのはつまりそういう事だ。過か程ていはあまり関係が無い。結果を出せれば他の部分はいくらでも誤ご魔ま化かしが利きくというものだ。


　故にヴィクハルトはレイオットの動きをよく観かん察さつしていた。


　彼自身だけでなく小金を与えて魔法管理局の局員や出入り業ぎよう者しやに『レイオット・スタインバーグが何か動きを示しめせば伝つたえる様に』と頼たのんでおいた。


　その結果が──これだ。


　双そう眼がん鏡きようの中で見知った顔がトラックの貨か物もつ部ぶの扉とびらを開いている。その貨物部の奥に在るものが何なのか、さすがのヴィクハルトにも分かる。道どう理りでこんな廃はい棄き物ぶつばかりの処に車を停とめる訳だ。


「メイスン兄妹だっけか……？」


　呟つぶやきながらヴィクハルトは考える。


　このまま此こ処こでメイスン兄妹を押さえるのは簡かん単たんだ。脚の動かない妹が助手席に居る以上、カートはどうしても『お荷物』を背せ負おう事になる。〈黒騎士〉のモールドをどれだけ早く装そう着ちやく出来ようと、〈黒騎士〉になって妹を守る位置と魔法ソーサリイを確かく保ほする作さ業ぎようが一いつ瞬しゆんで済むとは思えない。ヴィクハルトが今すぐ光学照準器スコープ付きライフルなり何なりで制せい圧あつすれば良いだけの話だ。


　今が好こう機きとも言える。


　だが──


「……それじゃあ駄だ目めなんだよな」


　此処でメイスン兄妹を押さえるのは楽だ。


　だがそれは戦術魔法士としてのヴィクハルトの功こう績せきにはならない。あくまで『あのレイオット・スタインバーグが引き分けた上に取り逃がした』『あのフィリシス・ムーグですらも取り逃がした』『トーマス・パラ・ビーチャムが取り逃がした』──諸もろ々もろの付ふ加か価か値ちのついた〈黒騎士〉の状態で倒さなければ、ヴィクハルトの戦術魔法士としての評ひよう判ばんが上がる事にはならない。


　最悪──単に『一市民の協力』でおしまいだ。


　ならば──


「適てき当とうな時間まで待って──それでも動かないならつついてみるか」


　ヴィクハルトはにたりと笑った。
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「──レイ！」


　いきなり駆け込んできてレイオットの名を呼んだのは、ジャックであった。


「出来たぞ！」


「……何が？」


　ずり落ち書けたサングラスを人差し指で押して戻しながら彼はベッドから起きあがった。


「何がって──スタッフだってば」


「……ああ」


　そういえばジャックに新型のスタッフの製せい作さくを任まかせていた。


　とはいえ──


「えらく早いな」


「はっはっは。実は元々簡かん単たんな図面は引いていたんだよな。レイがその気になったらいつでも作れる様に。傑けつ作さくだぞ」


「…………お前の傑作は色々不安が残るんだが」


　とレイオット。


　ジャックは天才的な技ぎ術じゆつ者しやで腕うでも良いが──他者の設せつ計けいの機き械かいはともかく、自分で零ゼロから設計したものとなると、かなり極きよく端たんな代しろ物ものを作りたがる。例えば普ふ通つうの自家用車を欲ほしがっている人間に競きよう技ぎ用ようの車をデザインする様なものだ。「性せい能のうがこっちの方が良いんだから」と彼は主張するものの、あきらかに過剰性能オーバースペツクな代物を作ったり、一つの性能を追つい求きゆうする余あまりに他の部分がお話にならない位に脆ぜい弱じやくだったりするものも少なくない。


　品物としては悪くないのだが、使う側からすれば、『程ほど々ほど』で良い処ところを手を抜かない為ため、かえって使いにくくなる事が在る。以前、修しゆう理り調ちよう整せいに出した回転弾倉式リヴオルヴア拳銃〈ハードフレア〉が、修理前は五連発だったのがいきなり無む断だんで六連発になっていたのなどはその典てん型けいだ。無論、弾を込める段階で気付いたが──ついつい五連発で使い続けてきた時間が長いだけに、レイオットは一発残っているのを忘れる事が今でも在る。


「何言ってんだか。俺も〈アセンブラ〉の一件でそれなりに思う処が在ったからね。レイの立場に立った設計に手直しはしてるよ」


「……そりゃどうも」


「まあ──重じゆう量りようバランスと操そう桿かんのスプリングテンションには気を使ったから、使用感は以前とそんなに変わらないと思うけど、軽量化、小型化は随ずい分ぶんしたからね。〈リバース・ペット〉と併へい用ようしていても楽な感じになったんじゃないのかな。バランスさえ変わらなければ軽量化・小型化はあまり影えい響きようでないと踏ふんでいるんだけどね」


「……ふむ」


「機き能のう的てきにはまあ基本機能は同じ。ただ一つ面おも白しろい機能を付けてある」


「それが怖こわいんだよ、お前の場合」


「大だい丈じよう夫ぶ、スタッフの魔ま法ほう増ぞう幅ふく器きとしての機能じゃないから。まあ実は〈黒騎士〉の絵と写真見て思い付いたんだけどね」


「……まさか脚でもついてんじゃないだろうな」


　四本脚を備そなえて自じ走そうする『魔ス法タのツ杖フ』。


　冗じよう談だんとしては正直あまり面白くない。


「まさか。まあこれは見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだよ。今回は性能向上っていうよりレイの負ふ担たんを軽けい減げんするのが目的の設計だからね。現場できっと感謝する。断だん言げんしてもいい」


「ほう」


　あまり気乗りして無さそうにレイオットは言う。


　まあジャックが此処まで言うのならば悪い品ではないのだろうが──


「エヴァ姉に車借りて持ってきたから。とりあえずレイのモールドとのフィッティングしたいんだけど、モールド・キャリアの鍵かぎ貸して、鍵」


「此こ処こでするのか？」


　レイオットのモールド・キャリアは魔法管理局の地下駐ちゆう車しや場じように停とめたままである。


　作業をするのならばジャックの工こう房ぼうに戻もどって行った方が確かく実じつだろうが──


「充じゆう分ぶんだよ。あくまで最終調整だからね」


「左さ様ようで」


　言いながらレイオットはポケットを探さぐり、モールド・キャリアの鍵を引っ張り出す。


　その時──


「スタインバーグさん！」


　慌あわてて仮か眠みん室しつに駆け込んできたのは、ネリンである。


「出ました──〈黒騎士〉が！」


「…………」


　顔を見合わせるレイオットとジャック。


「すぐに用意を！」


「いやいやいや──ちょっと待て。落ち着けシモンズ監督官。俺が出る前に出るべき戦術魔法士は何人か居るだろ？」


「出てますよ、もう既すでに」


　ネリンは言った。


「でも魔族メレヴエレントをまた大量生産されたら、やはりＳＳＳだけでは対たい処しよしきれません。スタインバーグさんも用意してください」


「…………」


　レイオットはしばらく天てん井じようを仰あおぎ──


「動どう作さ試し験けんも無しに実じつ戦せんか？」


「レイらしくていいんじゃないの？」


　ジャックは平へい然ぜんとそう言った。
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　簡単な事である筈だった。


　メイスン兄妹が〈黒騎士〉を動かした時じ点てんでヴィクハルトは彼等を押さえる積もりだった。いくら新型のモールドといっても、装そう着ちやくして次の瞬しゆん間かんに戦せん闘とう状態に入はいれる筈が無い。また奇き襲しゆうを喰くらえばまともに体たい勢せいを整える前に若じやつ干かんの隙すきが出来てしまうだろう。


　だからこそ相手がこちらの存在に気付いて戦闘態勢を整える前に、ヴィクハルトは速そつ攻こうで〈黒騎士〉を撃げき破はする積もりであった。相手がモールドを装着してさえいれば、それはヴィクハルトが魔法戦闘で〈黒騎士〉に勝った、という結果が残る。何も正々堂々と戦いを挑いどむ必要は無いのだ。


　だが──


「…………くそっ!?」


　ヴィクハルトは呻うめく様に声を漏もらした。


　甘あまかった。


　メイスン兄妹が〈黒騎士〉を動かそうとしないので、少々焦じれたヴィクハルトはライフルで〈黒騎士〉の積まれたモールド・キャリアを狙そ撃げきした。無論、メイスン兄妹やモールドそのものやトラックに当てる積もりなど無かった。相手を少々驚かせ、戦闘態勢に移い行こうさせれば良かっただけの事なのだ。


　だが……


　ヴィクハルトは甘く見ていた。


〈黒騎士〉という存在と──その存在が生み出すものを。


　ヴィクハルトは実の所、数年の軍ぐん歴れきは在るが、魔法士としては事実上の新しん人じんである。魔族と戦った経けい験けんは過去に二度程ほどしかなく、いずれも下級魔族であった。それ故ゆえに彼は楽らく々らくと魔族を倒たおし──『自分は戦術魔法士として既すでに天才級である』と思い込んでしまったのである。


　だからヴィクハルトは知らなかった。


　複数存在する魔族がどれだけ恐おそろしいものであるのかを。


　魔族を生み出せる──その技ぎ能のうがつまりどういうものであるのかを。


　理り屈くつとしては知っていても実じつ感かんとしては知らなかったのだ。


「…………てめえ……どきやがれっ!!」


　叫さけんでみるものの、無む論ろん相手は道を譲ゆずる様子は無い。こちらの言葉が分かっているかどうかさえ怪あやしいものだった。


「おぎゃあ！」


　その怪かい物ぶつはそう言った。


「おぎゃあおぎゃあおぎゃあ！」


　赤ん坊ぼうの泣き声ではない。赤ん坊の泣き声を大人が記号的に真ま似ねしているかの様な──それは不自然でいびつな声だった。声が『おぎゃあ』と聞こえるのではなく『おぎゃあ』と書かれた台詞せりふを読んでいる様な。


　それは数分前まで中年の女性だった。


　この辺りにたむろする浮ふ浪ろう者しやの一人であろう。薄うす汚よごれた格かつ好こうな上に髪かみもばさばさ、肌はだもぼろぼろで、少し離れれば男女の区別さえ付かなかっただろう。


　たまたま動き出した〈黒騎士〉の側そばに居たのが問題だった。


〈黒騎士〉はその『槍』を展てん開かいすると問もん答どう無む用ようでその女性を刺さした。


　同時に攻こう撃げき魔法を使ってヴィクハルトの助手が運転していたモールド・キャリアを一いち撃げきで破は壊かいして逃とう走そう──そして女性は魔族化して襲ってきたのである。


「おんぎゃあ！」


　それはずんぐりむっくりの塊かたまりであった。


　胴どう体たいは卵形だ。全高一メルトル強の巨大な卵を思い浮かべればそれに近い印いん象しようを脳のう裏りに描えがき出す事が出来るだろう。その表面は大量の亀き裂れつの如ごとき模も様ようが走っており、まるで一度粉こな々ごなに割れた卵を無む理り矢や理り元に戻したかの様にも見える。


　そしてその下部。


　卵を支ささえる様にして四方に広がっているのは、総そう計けい十二本の──偽ぎ足そく。


　まるで寸すん詰づまりの環状列石ストーンサークルの様に、卵形を支える放ほう射しや状じようの突とつ起き十二本が不定形にぺたりぺたりと動いている。


　しかも……


「おぎゃおぎゃおぎゃあ」


　顔はその表面を滑すべっていた。


　定位置に無いのだ。


　若わか々わかしい──元となった中年女の面おも影かげを残しながら明らかに十年以上、いや、二十年程も若返り、娘の様になった女の顔が、まるで壁に掛かけられた仮面マスクの様に、縦じゆう横おう無む尽じんに卵形の胴体の表面を動き回っている。どういう形で胴体と繫つながっているのか全く不明だが顔面は卵形の胴体を上を上下左右表裏と区別無く、まるで顔面だけが別の生き物の様に這はい回っている。


　それも──二つ。


　一方は眼めを閉じたまま細い声で何か歌の様なものを迸ほとばしらせながら。


　呪じゆ文もん詠えい唱しよう用よう副ふく顔がん──〈謡シうンもガのー〉。


　中級以上の魔族は恒こう常じよう魔力圏ドメインと呼ばれる随ずい意い空くう間かんをその身に纏まとう。これを維い持じする為ために途と切ぎれる事無く発生し続ける撃発音声トリガーボイスこそが、この歌の様に聞こえる音であり、それを歌い続ける為だけの顔──呪文詠唱に特とつ化かした顔面、それこそが〈謡うもの〉であった。


「──イグジスト！」


　焦じれたヴィクハルトが〈ブラスト〉を発はつ動どうさせる。


　撃発音声と共に発生した魔力含みの火か炎えんが魔族に襲い掛かった。


「おぎゃあ!!」


　魔族が一ひと際きわ高く咆ほう吼こうする。


　次の瞬間、魔族の前に発生した壁の様なものが〈ブラスト〉の火炎を弾はじき、散らした。


「──！」


　ヴィクハルトは愕がく然ぜんとした。


　中級以上の魔族が纏う恒常魔力圏は一いつ瞬しゆんの隙すきさえも無くその身を守る。この為に中級以上の魔族は物理攻撃がほぼ効きかない。だからこそ中級以上の魔族を倒すには、その魔力圏の反応以上の速さで奇襲──つまりは超ちよう高こう速そく弾だんによる一発必中の狙そ撃げき──を行うか、さもなければ魔力圏と親しん和わ性せいが高く魔力圏が『脅きよう威い』と認にん識しきしにくい魔力含みの攻撃、つまりは攻撃魔法を使うしかない。


　だが……攻撃魔法も超高速弾も破壊力そのものは物ぶつ理り的てきなものだ。


　そしてそれは物理的な防ぼう壁ぎよで充分に遮さえぎる事が出来る。


　故に、たとえ攻撃魔法を以もつてしても魔族が積せつ極きよく的てきに魔法ソーサリイで物理的な防ぼう壁へきを構こう築ちくした場合、この攻撃を突き破れない事が多い。


　故に狩かる側からすれば中級魔族は下級魔族とは全く別の存在と言っていい。


　ただ単純に魔法攻撃すれば倒せるという相手ではないからだ。より強大になった魔族の魔力圏を抜け、その事じ象しよう処しよ理り能のう力りよくをも超こえる規き模ぼで攻撃魔法を叩たたき込こまなければ魔族を殺す事は──傷付ける事さえ出来ない。


　下級魔族だけを楽に狩っていい気になっていたヴィクハルトにとって、眼の前の中級魔族はあまりにも強大だった。


「おぎゃおぎゃおぎゃぎゃああ！」


　魔族の周りに光る球体が発生したかと思うと、そこから空間に刻きざまれた亀裂の様な電でん光こうがうねくりだして辺りを這はい回る。


「──！」


　咄とつ嗟さにこれを回かい避ひしようとしたヴィクハルトであるが、しかし強大な電光は辺りの空気をかき乱し、電線や街灯の支し柱ちゆうに当たっては火花を飛び散らせ、あちこちに伝でん播ぱし──その一いつ端たんが彼のモールドの爪つま先さきに触ふれた。


「がっ……!?」


　瞬間電でん圧あつ五十万ボルト。


　それはヴィクハルトの全身の筋肉を収しゆう縮しゆくさせ、彼は重いモールドやスタッフごと、まるで発ば条ね仕じ掛かけの人形の如ごとく軽々と跳はねた。筋肉を動かしているのは神経電流である。故に人間の身体は強い電流を流されると全身の筋肉が本人の意志にかかわらず収縮してしまうのである。


「ぐ……が……」


　全身の感かん覚かくが遠い。


　まるで自分の肉体ではないかの様に身体が重く動かない。


　眼も眩くらむかの様な無む力りよく感かんと絶ぜつ望ぼう感かんの中でヴィクハルトは魔族が近付いてくるのを見つめていた。


（……こんな……化け物……）


　こんな尋じん常じようでない化け物を相手に──それも場合によっては複ふく数すうと──レイオット・スタインバーグやフィリシス・ムーグは戦い、そして勝利してきたのか。


　ならば。


　魔を狩る魔──奴等も同じ化け物だ。


　戦せん慄りつと共にヴィクハルトは考える。


「おぎゃんぎゃぎゃぎゃぎゃがが」


　魔族が叫びながら近付いてくる。


　胴体の上を滑っていた顔面がくるくると回りながら愉たのしげに言った。


「おんぎゃああああああああああああああああああああああん！」


　そして──


「あああああぎゃ？」


　──びす。


（──!?）


　びすびすびすびす。


　魔族の胴体に続けざまに小さな孔あなが穿うがたれる。銃じゆう声せいは──その直後に来た。


「ああんんんんぎゃあああああああああああああ!?」


　よろめく魔族。


　音よりも何倍も早く殺さつ到とうする銃じゆう弾だんの群むれ。


　それは──


「──イグジスト！」


　撃発音声と共に発生した力場刃は怪かい物ぶつの胴体を真正面から真っ二つにした。


（……!!）


　そして──


「いいいいいいいいいいいいいいいいいいやっはあああっ!!」


　軽けい快かいなエンジン音と共に迫せまり来るそれ。


　対魔ま族ぞく用よう狙そ撃げき銃じゆうと魔法増幅用長杖スタツフを左右に備そなえた走行機き械かい。


　それをヴィクハルトは知っていた。


　見るのは初めてではあったがそれが何なのか聞き及およんでいた。


　レイオット・スタインバーグを追い落とすと定さだめて調しらべていたのだから。


〈ホイール・マニアII〉。


　そして──モールド〈スフォルテンド〉。


　鼬風の如き速度で突っ込んできた〈ホイール・マニアII〉は、急きゆう遽きよ方ほう向こう転てん換かん、横よこ滑すべりを起こしながらその場で百八十度回転──左右に切り分けられ、ぐらりとよろめいた魔族の身体に更さらに魔法を叩き込む。


「イグジスト！」


　切せつ断だん面めんに強きよう制せい的てきに割り込む様にして炸さく裂れつした爆ばく裂れつは、二つに分割されていた魔族の肉体を更に数十──いや数百に引き裂いて吹っ飛ばした。


　さすがの中級魔族でもこれでは復活など出来る筈もない。


「…………」


　地に這はい蹲うずくまるヴィクハルトの側を高速で通り抜けていく〈ホイール・マニアII〉。


　その姿を見み据すえながらヴィクハルトは呪じゆ詛その様にその名を呟つぶやいた。


「……レイオット……スタインバーグ……」
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　立ち塞ふさがる邪じや魔まな魔族を瞬しゆん殺さつし──レイオットは仮面の下で戦闘の興こう奮ふんに沸わき立つ狂きよう暴ぼうな笑みを浮かべながら更に〈ホイール・マニアII〉を加速させた。


（……何が『使用感は以前とそんなに変わらない』なんだか）


　改めてジャックの技術者としての優ゆう秀しゆう性せいを見せ付けられた気がした。


　仕上がってきたスタッフは全く以前のものとは別物だった。


　軽量化、小型化したとジャックは言っていたが、最初レイオットにはそれが何かの間違いであったのかと思えた。


　同じ形をしていたからだ。以前のスタッフと。


　だがジャックの言葉が噓うそではないと気付いたのはそれを握にぎった時である。


　自分の手の大きさと合わない。


　いや──正確に言えば自分が一いつ見けんして脳のう裏りに描えがいていた実じつ寸すんと、現実が微び妙みようにずれている。それはつまり──全体の外がい観かんやバランスはほぼ同じながら、微び妙みように余よ分ぶんな部分を詰つめ、小さくしているのである。極きよく論ろんしてしまえばそれは以前のスタッフを丸ごと縮しゆく小しようした様な形状であったのだ。この為、距きよ離り感かんが狂くるったというか──実じつ際さいに握ってみるまでそれがどれだけ小型化されていたのかレイオットは気付いていなかった。全長は以前のものの八割程度になっているだろう。


　しかも、実際に握にぎるとそれは予想以上に軽い。


　だが……最も驚おどろいたのはそこまで小型化・軽量化されているのにもかかわらず、実際に使ってみると明らかに増ぞう幅ふく率りつも上げられているという事だった。恐おそらく魔ま法ほう精せい錬れんによる軽合金や強きよう化か樹じゆ脂しを多用しているのだろう──普ふ通つうの工業的手法で生産される合金や樹脂ではそもそもこんな大きさと複雑さで強度を維持出来る筈もない。


（一体どれだけの請せい求きゆう書しよが来る事やら）


　普通のスタッフの十倍近い金額が請求されてくるであろう事は想像に難かたくない。無む論ろんそれに見合う性能ではあるのだが。


「──さて」


　呟きながらレイオットは通りを疾しつ駆くする灰かい暗あん色しよくの異い形ぎようを見み据すえた。


〈黒騎士〉である。


　四本脚の騎き影えいは猛もう烈れつな速度で街がい路ろを走っていく。


「四本脚を制せい御ぎよしているのが魔力圏だとしたら、あれが走っている以上は普通の銃じゆう弾だんは効かない事になるが……」


「スタインバーグさん!!」


　声が轟ごう音おんと共に追い縋すがりながら彼の名を呼ぶ。


　ちらりと振り返った横に──小型のトラックが併へい走そうしていた。エヴァからジャックが借りたというトラックだろう。その運転席にはジャックが、その隣となりにはネリンとカペルテータが座っていた。


　恐おそらくカペルテータはいつもの調子でレイオットの戦せん闘とう現場を見たがったのだろうし、ジャックはジャックで自分の創つくったスタッフの実戦運用の場面を見たがったのだろう。当然そうなれば責任感の強いネリンは彼等だけを行かせはしない。


　結果……三人揃そろってトラックで追い縋ってきているのである。


　はっきり言ってレイオットとしては迷めい惑わくなのだが──


「早く制圧を！　でないと──」


「…………そう言われてもな」


　呟くレイオット。


　銃器が通用しないとなれば追いついて攻こう撃げき魔ま法ほうの射しや程てい圏けん内ないでの近きん距きよ離り戦闘が基本となる。


　だが──街まち中なかでは他者を巻き込む可か能のう性せいが高く、また、通行人が〈黒騎士〉の〈生ヒけツ贄ジ〉になってしまう場合も在る。


　出来ればこのまま追い立てて、郊こう外がいに連れて行くのが無ぶ難なんなのだが──


「…………」


「スタインバーグさん？」


「……いや」


　ふとレイオットは傍かたわらを併走するトラックを見つめて眉まゆを顰しかめた。


　そういえば。


　今まで改めて考えてもいなかったのだが……あの〈黒騎士〉に乗っているのは、カールとミュリエナ、どちらなのか？


　体たい格かく的てきにはどちらもあの特とく殊しゆモールドを装着する事は出来るだろう。


　単純に、妹を歩かせてやる為の実験資料を集める為にカールがあの〈黒騎士〉の中に入って凶きよう行こうを繰り返していたと考える事も出来る。カールは元々救きゆう命めい魔法士の肩かた書がきを持っているので、レイオットとしては当然の様に彼が中に入っているものだと考えていた。


　だが──


　ではミュリエナは今、何ど処こに居る？


　こんな目立つモールドを普通に運送する訳にはいかないだろうから、恐らく彼等はモールド・キャリアも用意しているだろう。だが脚あしの不自由なミュリエナがトラックを運転しているとも思えない。


　となれば──


（中に入っているのはミュリエナか。あるいはトラックの方にミュリエナでも動かせる様な改かい造ぞうが施ほどこしてあるのか、それとも──更さらに第三の助すけっ人とが居るのか）


　最初の可能性であった場合、メイスン兄妹は揃そろって魔法士という事になる。


　それはつまり──


（……いや、気にしても仕し方かたないだろう）


　レイオットは眼めの前の獲え物ものを狩かる事にまず集中した。
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「…………」


　モールド・キャリアを運転しながらカールは短く溜ため息いきをついた。


　もう少しだったのだ。もう少しで完全に資料を揃えて提てい出しゆつする事が出来た。〈資格者クオリフアイア〉への『昇しよう華か』の儀ぎ式しきを受ける事が出来たのだ。無論──今現在も、無線機で〈アルカトラ〉の稼か働どうデータは受け取っている。幾いくつかの自動計けい測そく器きが〈アルカトラ〉には積せき載さいされている為に、たとえ中のミュリエナが気絶しようと計測数値はこのモールド・キャリア内の記録装置に記録されていく。


　だがミュリエナを回収するのは非常に難むずかしい。


〈アルカトラ〉はもう用よう済ずみなので警けい察さつなりレイオット・スタインバーグなりにくれてやってもいいが、妹を──ミュリエナをこのまま〈黒騎士〉として官かん憲けんの手に渡わたす訳にはいかない。


「どうしたものか……」


　プロフェット男だん爵しやくからの助力は期待できまい。


　元々彼等はメイスン兄妹の事をさして重要視していない。恐らく此こ処こでメイスン兄妹が死のうが捕つかまろうが痛いたくも痒かゆくもないだろう。たまたま『使えそうだから使っている』だけで……わざわざ窮きゆう地ちを助けに来てくれる様な善ぜん意いを期待出来る相手ではない。ミュリエナはまた別の印象を抱いだいている様だが──カールはプロフェット男爵という存在をその様に判断していた。


　ならば此処はやはりカールが何とかするしかなかろう。


「仕方ない……」


　後の事はどうとでもなる。


　まずは追い掛かけてきている邪じや魔まな戦術魔法士を全ぜん滅めつさせるのが先決だろう。


　カールはハンドルをきって〈アルカトラ〉のいる街路へ合流する方向でモールド・キャリアを走らせた。
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　ラジオがけたたましい勢いで市民に警けい戒かい命令を通つう告こくしていた。


〈黒騎士〉が出現した事。


　その〈黒騎士〉は人間を魔族化させる事で力を得る事。


　故ゆえに〈黒騎士〉に近付いてはならない事。


〈黒騎士〉が近くに来れば隠かくれる事。近付いてくると分かれば全力で逃にげるべきである事。


　警けい察さつや戦術魔法士がこれを捕ほ縛ばくするべく動いているが──時期を同じくして別の魔族が別件で発生している為、手が回っていない事。


　等々──


「おやおや」


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男爵は苦く笑しようを浮うかべる。


「派は手で好きな人達だ……」


「……助けは？」


　相変わらず陰いん気きな空気をまとわりつかせて部屋の隅すみに佇たたずんでいたアルフレッドが尋たずねてきた。


「まあ必要ないでしょう。今までの研究資料でも充じゆう分ぶん役に立つ。君の玩がん具ぐにも充分応用が利きく筈はずですよ」


「…………ならばいい」


「それでも官憲や戦術魔法士の手を逃のがれきる事が出来るのなら、まあ儀ぎ式しきを受けさせてあげても良いでしょう」


「…………」


　珍めずらしくアルフレッドがふと視線をロミリオの顔に向けた。


「……本当にあの兄妹は〈資格者〉になれる保ほ証しようは在るのか？」


「無いですよ」


　ロミリオは肩を竦すくめて言った。
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「我々の様に昇華の儀式を通つう過かして〈資格者〉になれるのは多くても千人に一人といった処ところでしょう。つまり彼等が〈資格者〉になれるのは千分の一の確かく率りつといった処ですね。彼等はその数すう値ちまでは知りませんが」


「…………」


「糧かてとなる者、生け贄のヒツジ、それは当然──その上に来る存在よりも遥はるかに多い。何な故ぜか多くの人々は自分がそれである事を認めようとしませんがね」


　ロミリオは愉しげに言った。
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（成なる程ほど、これは面おも白しろい新しん機き軸じくだな）


〈ホイール・マニアII〉で〈黒騎士〉を追いながらレイオットは考える。


　今回、ジャックの持ってきたスタッフには特とく殊しゆな機き構こうが備そなわっていた。


　機械肢アームである。


　それには折りたためる上にかなりの自由度を持つ関かん節せつが備わっている。これがモールド〈スフォルテンド〉の装そう甲こうの固こ定てい金かな具ぐに装着され、スタッフ本体を少ない力で保ほ持じする事が出来る様になっているのである。


　必要とあればレイオットは背中に背負ったスタッフを軽く引っ張るだけで構える事が出来るし、油ゆ圧あつで支えていてその力はモールドの方にも掛かる為、スタッフを「支える」腕の力が半分以下で済むのだ。


　また同時にスタッフを手放すと、スプリングや油圧によってそれらを支える機械肢は自動的に折り畳たたまれ、背中に戻もどる。


　要するにいちいち固定金具にスタッフを固定する必要も無いのである。


　しかもスタッフのものとは別に汎はん用よう固定金具を先せん端たんに付けた同様の機械肢がもう一本同どう梱こんされていた。これには現在、レイオットは予備武装の散弾銃を装備している。こちらも必要とあれば軽い力で引き出し、片手での行こう使しを助けてくれる。


　恐らくこの新機構を装備したレイオットの〈スフォルテンド〉はまるで四本の腕を持つ怪物じみた──あるいは昆こん虫ちゆうじみた外がい見けんに見えるだろう。確かに『六本脚』という意味では〈黒騎士〉に近いものが在る。


（とはいえ……今回はむしろ新機軸を使う場面は無いかもな）


　実の所レイオットには〈黒騎士〉を倒す策さくがもう出来上がっていた。


　確かに〈黒騎士〉は様さま々ざまな武ぶ装そうと新機軸の装置を載のせた特殊なモールドで、その戦闘能力は非常に高い。相手が一いつ般ぱんの兵士や警けい官かんであった場合はほぼ無む敵てきと言っても過か言ごんではないだろう。


　手の内が知られていない限りは戦術魔法士が相手でも有ゆう利りではあるかもしれない。


　だが……手の内が知られてしまえばその力は半はん減げんする。


「──イグジスト！」


　撃発音声を唱となえながら〈デフィレイド〉の力場平面を展てん開かい。


　走りながら〈黒騎士〉が撃うち込んできた銃じゆう弾だんは、全すべて弾はじき返され、路ろ面めんや付近の建物の壁へき面めんに火花を散らす。まだその防ぼう御ぎよ力りよくが生きている間にレイオットは更さらに無音詠唱ダムキヤスト。


　同時に──〈ホイール・マニアII〉のＮＯＳスイッチを入れる。


　ナイトロジェン・オキサイト・システムが生み出す爆ばく発はつ的てきな加か速そくが一気に〈黒騎士〉との距きよ離りを縮ちぢめていった。


　相対距離三十メルトル。


　二十五メルトル。二十メルトル。十五メルトル。十メルトル。


〈デフィレイド〉の力場平面が効果時間を終えて消しよう失しつ。


　狙ねらい澄すましたかの様に弾だん倉そう交こう換かんを終えた〈黒騎士〉の短たん機き関かん銃じゆうがレイオットを照しよう準じゆんする。


　だが──


「──イグジスト！」


　撃発音声と同時に──〈黒騎士〉の体たい勢せいが崩くずれる。


　選せん択たく呪じゆ文もんは〈ジャミング〉。


「──ビンゴ！」


　レイオットの声と同時に〈黒騎士〉は後ろ脚をもつれさせ、転てん倒とうした。


　無む論ろん〈ホイール・マニアII〉でようやく追いすがれる様な速度である。ただ転ぶだけではなく勢いきおい余あまってそのまま路ろ面めんを滑すべっていく。石畳と鋼はがねの装そう甲こうが擦こすれ合って大量の火花を散らしながら灰かい暗あん色しよくの巨きよ体たいは十数メルトルを滑って──そして止まった。


　魔法でその筐きよう体たいを動かしているというのならその魔法を妨ぼう害がいしてやれば良い。


　それだけで〈黒騎士〉は円えん滑かつな動きを疎そ外がいされ、その巨体はむしろ操あやつる者にとっては果はてしなく重い足あし枷かせになる。


「手品ってのはネタがばれるとつまらんもんだよな」


　言いながらレイオットは〈ホイール・マニアII〉を停車させる。


　結合金具を外し、地面に下りたって徒歩で近付きながら、彼は言った。


「中に入ってるのは妹の方だな？　大人しく出てくればよし。出てこないのなら〈ジャミング〉を改あらためて掛かけた状態で銃じゆう撃げきするが。どうする？」


「…………」


　返事は──無い。


　代わりに〈黒騎士〉の装甲の一部が開いて短機関銃の銃口が──


　轟ごう音おん。


　レイオットが放った散さん弾だん銃じゆうの一撃が短機関銃の銃身とフレームをひん曲げる。歪ゆがんだ回転盤ターレツトの上で、痙けい攣れんするかの様に、かちりかちりと短機関銃の引き金を金きん属ぞく部品が無意味に引き続けていた。


「そうか。出来れば五体満足で捕つかまえたかったんだがな」


　言いながらレイオットは改めて散弾銃の照準を合わせた。


　中に装そう塡てんされているのは打だ撃げき力りよく重じゆう視しの一発弾スラツグである。いくら〈黒騎士〉とはいえ、至し近きん距離でまともに喰くらえば装甲板が大きくへこむ。ミュリエナの小こ柄がらな体たい軀くがどういう形で〈アルカトラ〉の中に入っているのかは分からないが──魔力で動きを制御しているのならば、別に腕の部分に腕を、脚の部分に脚を入れる必要は無く、馬の胴体部分に寝ねころんでいても構かまわない筈だ──下手に銃弾を撃ち込むとミュリエナに致ち命めい的てきな重じゆう傷しようを負わせてしまう可能性が在った。手や足ならともかく、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつすれば命にかかわる。殺してしまっては一連の〈黒騎士〉事件の真犯人として法ほう廷ていに立たせる事が出来なくなり──事件の真しん相そうの大半は闇やみの中に沈しずむ事になる。


　それではこの街を覆っている疑ぎ心しん暗あん鬼きの空気を完全に払はらいきる事は出来まい。


「生け贄の羊──か。今度はあんたがそれになる番だな、お嬢じようさん」


　レイオットは言う。


　だが──
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　ミュリエナは焦あせっていた。


　まさかこうも簡かん単たんに無力化されるとは思ってもみなかったのだ。


　だが、重武装の〈アルカトラ〉に乗っているとはいえ、所しよ詮せん彼女は戦闘経験そのものがろくに無い子供──何度も命を晒さらして戦ってきたレイオットとは違ちがう。まして二度目ともなれば、余よ程ほどの馬ば鹿かでもない限り対たい抗こう策さくは思い付く。


　今まで〈黒騎士〉が無む敵てきたり得たのは、その正体が不明であった事──その機き動どう力りよくと兄のカールの支し援えんにより神しん出しゆつ鬼き没ぼつの活動が出来たからだ。


　だが──


（……御お兄にい様さま……何をしているの）


　ミュリエナは焦りを覚える。


　このままでは卑いやしい庶しよ民みん共に捕まってしまう。彼等は彼女を犯罪者として晒し者にするだろう。確かつ固こたる価値観も無く、他人を疑い、その利りをかすめ取る事でしか生きていけない癖くせに、誰かが大声を上げると何も考えずにぞろぞろとその後に付いていく愚おろか者共。


〈憂国騎士団〉などはその極きわみだ。そしてそんな連中の心の安あん寧ねいの為ために貴族である自分が生け贄に供きようされるなど──在ってはならない事だった。


（早く何とかしなさい御兄様。早く早く早く早く！）


　近付いてくる黒いモールドを──レイオット・スタインバーグの姿を曲視鏡ペリスコープで見つめながらミュリエナは思う。


　その時。


『ミュリエナ』


〈アルカトラ〉内ない蔵ぞうの無む線せん通つう信しん機きがカールの声を吐はき出した。


「──御兄様？　何をしていたの！　早く何とか──」


『大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて。非常用のシステムを積んである。二番の操作盤コンソールの左下に小さなボタンが在るだろう？』


「在るわ。それで？」


『それを押おして。そしたら操作盤が外はずれる。その下にスイッチが在る筈だ』


「…………在るわ」


〈アルカトラ〉の内部に装備された操作盤を外しながらミュリエナは言った。


『それを押しながら〈随ずい意い領りよう域いき〉を再さい起き動どうして。それでいける筈だ』


「分かった」


　ミュリエナは即そく座ざに兄の指示に従って操作盤の下から出てきたボタン型のスイッチを押す。こんなスイッチが装備されていたのは今の今まで知らなかったが──状況を打だ開かい出来るというのなら躊躇ためらう必要は無い。


「──イグジスト！」


　ミュリエナは撃発音声を詠えい唱しよう。


　その──瞬しゆん間かん。


「…………え？」


　何かが歪ゆがむ感かん覚かくが在った。


「……え？　……あ……え……？」


　視し界かいが歪む。


　ミュリエナは喘あえいだ。


　何かおかしい。感覚がおかしい。全身の感覚が──何か狂くるっている。


　ぐにゃりと見えるものの全すべてが歪わい曲きよくしていく。


　それが──自分の網もう膜まくが眼がん球きゆうごと変形しているのだという事にミュリエナは気付いていなかった。


『ミュリエナ』


　通信機の向こう側からカールの木ぼく訥とつな声が聞こえてきた。


『〈随意領域〉は再展開したかい？』


「あ……ひあ……お……にいさ……ま……なにか……へん……」


『いや。別に変じゃない』


　カールは淡たん々たんと言った。


『予定通りだよ。可愛かわいいミュリエナ。君は本当によく役立ってくれた』


「……え？」


　気持ちいい。


　気持ち悪い。


　両方の感覚が同時に押し寄せてくる。自じ慰い行こう為いに数倍優まさる快かい楽らくが全身を駆かけ巡めぐり──だが同時に全身を切り刻きざまれているかの様な激げき痛つうがやはり体中に生まれる。ミュリエナは快楽に激はげしく喘ぎながらも同時に苦く痛つうで全身を痙けい攣れんさせた。


　びちりびちりと音がする。


　轟ごう音おんの様にミュリエナの鼓こ膜まくに響ひびくそれは、彼女の身体からだを拘こう束そくしている〈アルカトラ〉の内ない蔵ぞうモールド──〈アルカトラ〉は二重構造になっている──の関節部や比ひ較かく的てき構こう造ぞう上じよう弱い部分が破壊される音だった。内側から盛もり上がる肉に耐えきれず、樹脂部分や革かわ製せい部分が弾はじけ飛んでいるのだ。


　これは──


「ひあっ……あっ……あっ……」


『聞こえているかい。ミュリエナ。可愛い僕の妹。僕と母が寒さと飢うえで苦しんでいた時、ずっとずっと幸せを貪むさぼっていた僕の妹。尊とうとい尊い貴族様』


「あ……あひっ……あは……」


『君が捕まってしまっては──君が捕まって証しよう言げんすると、色々と困こまる。一いち応おう、君も〈アルカトラ〉関かん連れんの資料は見ていたし、プロフェット男爵の連れん絡らく先さきとかも知っているしね』


「……ああああ……はあっ……んあっ……どうし……て……」


『どうして？　ああ──どうしてと君は問うのだね』


　通信機を介かいして届く声は空電雑音混じりで──しかしその向こうで兄が笑っているのははっきりと分かった。


『まあ君が誤ご解かいする様にし向けたのは僕だけれども。うん。実はいつからこんな風に考える様になったのかは僕にも分からないんだよ。本当は──最初はね、君に言った通りの事を僕も考えていたさ』


　懐なつかしむ様にカールは言った。


『誰もが何かの生け贄になっている。だからそれを悲しむべきではない。むしろ積せつ極きよく的てきに受け入れるのが正しい事なんだと。そう母に教わった。僕もそう考える様にしていた。この考えに今も変わりはないんだ。生け贄というシステムを受け入れる事。その事には是ぜ非ひは無い。当然だ。生命いのちとは常つねに生け贄によって生かされている。だから──僕はずっと思し考こう停てい止ししていた。悲しまない様に。怒おこらない様に。全てをありのままに受け入れて何も考えない様に──』


「かは……は……あああ……」


『だから僕は君の様な貴族様に誠せい心しん誠せい意い尽つくす──それはもう当然の事だと思っていたさ。僕の人生の全てを君に捧ささげる事も当然だと思っていた。君を生かす為ために生まれてきたんだと僕は信じていた。本当だよ？』


　カールは優やさしく優しく──囁ささやき諭さとす様に言った。


『でもね。君の下半身が麻ま痺ひした時、ふと──思ったのさ。君はきっともう子孫を残せない。結けつ婚こん出来ない。だって君の下半身はもう役に立たない。子供もきっと生めない。その証しよう拠こに……触ふれられても何も感じなかったろう？』


「………そ……れは……」


　性せい的てき快かい楽らくと受じゆ胎たい及および出産の能力はまた別だ。


　ましてや──たとえ性感が正常であったとしても、兄に、それも庶しよ民みんの血の混まじった卑いやしい男になど触られても快楽を感じる筈はずが無いではないか。


　だがそんな道どう理りを今いま更さらカールに説といても意味は在るまいし──説ける状態にミュリエナは無かった。


『君の生命としての連れん鎖さはそこで途と切ぎれる。まして君の中に在る遺い伝でん子しはあまり出来が良くない。君のお母さんや君を見れば分かる。近きん親しん婚こんを繰くり返したメイスン家の血けつ統とうはもうどうしようもない処ところにまできていたんだよ』


　それはその通りではあったかもしれない。


　頭の弱い母。


　脚の動かぬ娘。


　あるいは──祖父母の恐おそろしく短たん絡らく的てきで激げつ昂こうし易やすい性格も一種の精神的な疾しつ患かんが影えい響きようしていたのかもしれない。閉とざされた範はん囲いで繰り返され、袋ふくろ小こう路じに入り込んだ遺伝によって精神に失しつ調ちようをきたしやすい人間が生まれるのは珍めずらしい事ではない。


『だったら。君が僕を生かす為の生け贄になってもいいかなって……ね？』


「…………お……にい……さ……」


『そうさ。今でも僕は生け贄の論ろん理りについて異い論ろんは無い。誰かが生きていく為には常に誰かを犠ぎ牲せいにし続けなくちゃならない。それに是も非もない。責せめられるべきではない。それは確かつ固こたる現実として倫理とか道徳とかを越えた場所に在る。聖人が何人並んで理想論を唱となえようと変えられない──確固たるシステムだ』


「……き……ぞく……の……」


『変わったのは方向性だけだよ。僕が君の犠牲になっても仕方ない。君が僕の犠牲になった方が大きな視し野やで見れば未来へ繫つながる可能性が高い』


「……ふ……ざ……け……」


『そういう訳でね』


　楽しげにカールは言った。


『君はそこまでだよ。ああ──でも君が本当に君の言う様に、『他者を犠牲に生きていく当然の権利』を持つ者なら、君は〈資格者〉に、〈完全体パーフエクタント〉になれるのかもしれないね。およそ確かく率りつは千分の一だそうだけれど。庶民と貴族の比ひ率りつよりは高いかな？』


「……あ……あああああ……ひああああ…………！」


　びちりびちりと肉体が組み換かわっていく音を聞きながらミュリエナは吼ほえる。


　信じられない。


　貴族たる自分が。あんな家か畜ちく同然の。庶民の血の混じった兄に。あんな。生け贄。馬ば鹿かな。くだらない。卑しい。許せない。何を。馬鹿な。庶民など貴族の。生け贄。犠牲。当然。下げ衆すな。カール。御兄様。犠牲。殺す。何を。生き物を。何かを。常に。人は。だから。当然。是非。〈黒騎士〉。脚あし。車椅子。〈羊〉。プロフェット男爵。権利。愚ぐ民みん。けれど──


『さようならミュリエナ。君の尊い犠牲は忘れないよ』


　その言葉を最後に通信機は沈ちん黙もくし──その筐体を肥ひ大だい化かするミュリエナの身体が押し潰す。〈アルカトラ〉の装甲板が急きゆう速そくに膨ふくれあがる内ない圧あつに耐たえきれず、軋きしみ、あちこちで火花を散らして各種装置が破は裂れつする。


　そして──


「ああああああああああああ──」


　ばらばらと〈アルカトラ〉であったものが路ろ面めんに落ちる。


　まるで蛹さなぎからかえった蝶ちようの様に──鋼こう鉄てつの無ぶ粋すいな殻からを脱ぬぎ捨ててミュリエナは悠ゆう然ぜんと立ち上がる。


　脚が。動く。


「あああああああああああああ」


　自らの脚で。立つ。その──快感。


　意識の全てが溶けていく中でそれだけがくっきりと残っている。


　ミュリエナはその喜き悦えつにただ咆ほう吼こうした。
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「…………！」


　レイオットは愕がく然ぜんと脚を止める。


　それは──瞬またたく間の出来事であった。異い音おんと共に〈アルカトラ〉の筐体が震ふるえだしたかと思うと次々とその装甲板が弾け飛び、中から悠ゆう然ぜんと一回り小こ柄がらな人影が立ち上がる。


　恐らくは内側に更さらに別のモールドを着き込こんでいたミュリエナなのだろう。


　だがその姿は既すでに人間のそれを大きく逸いつ脱だつし始めていた。


「魔族化……！」


　追おい詰つめられて自じ暴ぼう自じ棄きになったのか。


　あるいは他に何か理由が在るのか。


　正直──メイスン兄妹の考えている事などレイオットには理解出来ない。


　だが眼めの前でミュリエナが人間である事を放ほう棄きしつつあるのは明めい確かくに理解出来る。


　それを駆く逐ちくするのはレイオットの仕事だ。


「……出来れば司し法ほう裁さい判ばんに掛けたかったが」


　正義にこだわる趣しゆ味みは無い。


　法ほう律りつにこだわる趣味も無い。


　だが今このトリスタン市を覆おおう不ふ穏おんな空気を追い払はらう為には〈黒騎士〉を公おおやけの裁さばきの場に連れ出すのが最も確かく実じつであった筈なのだ。


　だが……こうなってはもうそれは無む理りだろう。


　ならばこれ以上被ひ害がいが広がる前に殲せん滅めつするのみだ。


「ああああああああ──」


　十数秒前までミュリエナであったものが咆吼する。


　ばらばらと瘡かさ蓋ぶたの様にインナー・モールドを剝はく離りさせながら、一歩一歩前に進む。


　進むたびにその体軀は膨ふくれあがり、異い形ぎようのものになっていく。


「あああああああるあるあるくるくるくるるる……あるけあるけあるければるけるばる」


　人の形が壊こわれていく。


　弾け飛ぶ様に肥ひ大だい化かしていく。


　それは──あるいは彼女の自じ我がの形であったのかもしれない。


「…………おいおい」


　呻うめく様に呟つぶやくレイオット。


　彼の前には──巨大な卵が屹きつ立りつしていた。


　卵としか言い様が無い。


　胴体の形状はまるっきり鶏けい卵らんだった。球体の一方を摘つまんで引き延のばしたかの様な──転がした場合に延えん々えんと同じ場所で円を描えがきながら転がって何ど処こにも行かない様な。


　ただしまるっきり大きさが違ちがう。


　もしこの卵から生まれる鳥が居れば、それは牛や馬をもさらう様な伝説の怪かい鳥ちように育つ事だろう。全高約三メルトル。直ちよつ径けい二メルトル弱。こんなものの中になら、成鳥の大おお鷲わしですら何羽も詰つめ込めてしまう。


　だが……


　それだけならばただ大きいだけの卵だ。


　その姿を異様に見せているのは、その卵の下部から生えている二本の──大きいが形は人間の、それも女性のそれそのものといった脚だった。


　それは──その姿は何処かの漫まん画がか何かの登場人物キヤラクターの様だった。巨大で異い様ようだが何処か間が抜けているという点で。


　そして……


「あるけるばるあるくるあるくるるるるくる」


　謡うたう様に声を発しているのは──卵の側面についた顔だった。


　但ただしその顔は皺しわに埋もれた老ろう婆ばの様なもので、大きさも普ふ通つうの人間のそれより遥はるかに小さく、まるで白い壁へき面めんについた汚お点てんの様にも見えた。


「……それがあんたの心の形だったりする訳か」


　レイオットは呟く。


　卵。そして脚。


　自らの価値観を守る為の防ぼう壁へきと──その外側に突つき出したただ一つの器き官かんである脚と。


「『たかが』──確かにそう言ったのは俺の落ち度だな。あんたがそんなにも歩きたかったんだとは理解出来なかった。所しよ詮せん、歩ける者に歩けない者の渇かつ望ぼうなんぞは理解出来なかったんだろうな」


　卵がその二本の脚で軽かろやかに──そう軽やかに──ステップを踏ふみながらレイオットに向けて迫せまってくる。


　奇き怪かいな歌を歌いながら、楽しげに、愉たのしげに、踊おどる巨きよ大だいな卵が迫せまり来る──


「だがそれはあんたも同じだ」


「あるくるけるくるあるけるくるぱる」


「生け贄なんざ欲しくないのに生け贄を喰くって生き延のびてしまった者の気持ちも──あんたには分からないだろうな」


「あるるるるるる」


「生け贄とされるものの気持ちも分からないだろうな。それが当とう然ぜんという価値観の中に逃にげて思考停止してる。そういうのは──」


　レイオットは言いながら無音詠唱ダムキヤスト。


　同時に魔族の身体からだの回りに巨大な球電が幾いくつも発はつ生せいし、高速で回転を始める。鞭むちの様に細長い電光が近くの建物の壁面を、石いし畳だたみの路ろ面めんを叩き、その先せん端たんに触ふれられた街灯が一いつ瞬しゆんにして炎を噴ふき爆ばく裂れつした。


「そういうのは──気持ち悪いんだよ」


「あるくぅ！」


「──イグジスト！」


　レイオットの放った攻こう撃げき魔ま法ほうと、殺さつ到とうする球電が空中で衝しよう突とつし、爆裂した。





　　　　●　　●　　●





　穏おだやかな笑えみを浮うかべながらカールは車を走らせていた。


　自分はもうすぐ〈資格者クオリフアイア〉になる。


　妹を実じつ験けん台だいとして──生いけ贄にえとして集めて積つみ上げた研けん究きゆう結けつ果かは、彼をより生物として上位の存在へと押し上げてくれるのだ。妹は自分も〈資格者〉になれると思っていた様だが、それは恐おそらく無む理りだろう。行き詰づまった遺い伝でん子しの体たい現げん者しやが人類の上位存在たる〈資格者〉になれる筈はずも無い。


　かつては本当に──彼は自分を『誰かの生け贄になる存在』だと思っていた。


　父の幸せの為ために切り捨てられた母の様に。


　いつか誰かの幸せの為に遣つかい潰つぶされる存在なのだと。


　だから耐たえられた。だからメイスン家の家か長ちようの血を引きながら、メイスン家で下げ男なん同どう然ぜんの扱あつかいを受けていた事にも不満を覚えたりはしなかった。メイスン家が崩ほう壊かいした後も、彼は当然の事として甲か斐い甲が斐いしくミュリエナに仕えていた。


　その為に自分は生まれたのだと言い聞かせていた。


　そんな価値観が崩くずれたのは──あの時だ。


　ふとしたきっかけで彼は〈資格者〉を見た。〈完全体パーフエクタント〉とも呼ばれる意志持つ魔族メレヴエレント。人の形を保たもちながらも魔族の持つ無む限げんとも言うべき魔法ソーサリイの力を行こう使しし得える不ふ老ろう不ふ死しの超ちよう越えつ存在。


　それは本当に──文字通りの超越者だった。


　下くだらない因いん習しゆうも条じよう理りも常識も全すべてから解放されたものだった。


　彼かれ等らは食べなくても生きていける。死なない。必要とあれば光合成して栄えい養ようを得る事も出来る。土つち塊くれや空気をも自分の魔力圏ドメインの中で好きに組み替かえて、栄養素を創つくり出す事だって出来る。ただそこに存在するだけで完全に自じ己こ完かん結けつ出来る究きゆう極きよくの存在。他の生物を生け贄にせずとも生きていける解げ脱だつ者しや。


　彼等の様になりたい──とカールは思った。


　強きよう烈れつに彼等の存在に魅み了りようされた。


　そしてその気持ちはそれまで彼の心を縛しばっていた母の言葉を砕くだいた。


　どうして自分が生け贄にならなければならないのか。


　そもそもの前ぜん提ていが間違っているのだ。この世界には何の犠ぎ牲せいも無く存在し得る者達がいた。例れい外がいが無いからこそ生け贄の論ろん理りは正しかったのだ──だが例外が在ったならばそれはただの敗北主義者の言い訳に堕だする。


　なりたい。超越者に。


　何を犠牲にしてでも──生け贄の論理を超越した存在に。


　そして彼は密ひそかに、しかし営えい々えいとその為の努力を開始した。妹に悟さとられない様に、悟られない様に、愚ぐ鈍どんな兄を演えんじながら、妹を騙だまし、実験を繰くり返してきた。


　そして──今やそれが実を結ぼうとしている。


　プロフェット男爵は彼に約束した──〈アルカトラ〉に積まれている〈プロムナード機関〉や〈ヴォックス・ユニット〉の完成と引き替えに〈資格者〉にしてくれると。


　既すでに実験成果の大半は先せん方ぽうに送ってある。


　後は彼が用よう済ずみの妹を処しよ分ぶんしてプロフェット男爵の許に馳はせ参さんじるだけでいい。


　そう──思っていた。


「……ん？」


　彼の運転する大型トラック──〈アルカトラ〉のモールド・キャリアを兼かねていたものだ──のライトが夜道の一部を切り取って浮かび上がらせる。


　その真ん中……


「──おお」


　先方から迎むかえに来てくれたらしい。


　ライトの中で浮かび上がる見覚えの在る人ひと影かげにカールは微笑ほほえんだ。


　コートをまとった白はく髪はつの陰いん気きな男。


　隻せき眼がんが静かにカールを見つめ──


「──え？」


　カールは瞬まばたきした。


　これは一体どういう事かと考えようとして──思し考こうがまとまらずに散さん逸いつしていくのを感じる。当とう然ぜんの事ではあろう。彼の脳のう髄ずいは、フロントグラスを貫かん通つうし、音よりも速く彼の額ひたいに、そしてその奥おくへと侵しん入にゆうした一発の銃じゆう弾だんによって破は壊かいされ、その機き能のうを急きゆう速そくに失いつつあったからだ。


　銃じゆう声せいが響いたがもう彼には聞こえていなかった。


　──最も早はや用済み。


　それは彼にも言える事ではあったのだ。


　カールは失しつ念ねんしていた。


　生け贄の論理は連れん鎖さする。小さな生き物をそれより大きな生き物が喰くう。その大きな生き物をもっと大きな生き物が喰う。もっと大きな生き物を、更さらにもっと大きな生き物が喰う。それが生け贄の連鎖だ。


　ならば彼がその頂ちよう点てんに居ると誰だれが保ほ証しようしたか？


　自分自身も過か程ていでしかないのだと──より他のものに生け贄に供きようされる存在でしかないのだと気付く事が出来なかったのが……気付けた筈はずなのに思し考こうを停止してしまっていたのが、彼の最大の問題であった。


　故ゆえに──


「……貴き様さまの犠ぎ牲せいは無む駄だにはせんよ……く……くくっ……」


　自分をかすめて走り去り──そして遥はるか彼方かなたで何かにぶつかって爆ばく発はつ炎えん上じようするカールのトラックにそう告つげると、隻せき眼がんの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストアルフレッド・スタインウェイは手にしたマーセルＭ７２機き関かん拳けん銃じゆうをホルスターに戻もどして歩き出した。





　　　　●　　●　　●





「イグジスト！」


　発はつ現げんした〈デフィレイド〉が魔族メレヴエレントの放った攻こう撃げきを跳はね返す。


　強大な雷を封ふうじ込こめられた球電が力場平面の上で解けて無数の稲いな妻ずまとなり四方八方に飛ひ散さんして消えた。


「……さすがに手て強ごわいか……」


　細ほそ々ぼそとした声で奇き妙みような歌を歌い続ける呪じゆ文もん詠えい唱しよう用よう副ふく顔がん〈謡シうンもガのー〉を見上げながらレイオットは呟つぶやいた。


　人間が魔族化する場合、その個こ体たいの備そなえる素そ質しつによって魔族化の際さいの等とう級きゆうは大きく異ことなる。最低位の男爵バロネージ級になり、一日近くの時間をかけて等級が一つずつゆっくりと上がっていく個体も居れば、いきなり〈謡うもの〉を備えた中級魔族に変へん異いする個体も居る。実じつ際さいに確かめられた事ではないが──魔族は可能な限り早めに滅めつ殺さつされるからだ──個体によって成長限界も違ちがうのではないかと推すい測そくされており、たとえ放ほう置ちしておいても全すべてが最上級魔族、即すなわち魔王ルシフエル級に変へん異いするとは限らない。


　ミュリエナは『素そ質しつが在った』のだろう。


　いきなり中級──恐おそらくは伯爵カウント級として魔族化した。


　しかもこの巨きよ体たいは厄やつ介かいだ。卵形の胴体の最さい奥おう部ぶに脳のう組そ織しきが在った場合、これを破は壊かいするのは並なみ大たい抵ていの事ではない。かといって丸ごと殲せん滅めつを仕し掛かける様な高破壊力の魔法ソーサリイで、周囲に被ひ害がいを及およぼさないものとなると限られてくる。


「〈マキシ・ブラスト〉か〈ヴォルテックス〉か。いや──」


　走りながら銃じゆう撃げき。


　散弾銃の銃弾はしかし魔族の胴体に達する前に空中で消しよう滅めつした。静止させたのでも跳ね飛ばしたのでもない。恐らく圧あつ倒とう的てきな処しよ理り容よう量りようを持つ魔力圏ドメインが分子か原子にまで分ぶん解かいしてしまったのだろう。


「あるるるるるる!!」


　街がい路ろを走るレイオットを追って球電が降ふり注そそぎ、更さらには火か炎えんがあちこちで噴ふき上がる。


　雑ざつ居きよビルと雑居ビルの間に飛び込んで致ち命めい的てきな攻撃の群むれをやり過ごしたレイオットは自分のモールドの胸むな元もとに触ふれて残りの拘こう束そく端たん子しの数を数える。一いち応おう──使った数は覚えているが、念のためだ。


　既すでに残り拘束度デユラビツト数は七。


「さて──どうする？」


　呟くレイオット。


　当初、追つい撃げきの最中に拘束度数を使った為に、伯爵級の魔族を相手にするという意味では残り拘束度数はかなり心こころ許もとない。更に言えば〈マキシ・ブラスト〉は呪文詠唱が長く、あの魔族相手では隙すきが多く出過ぎる。また〈ヴォルテックス〉もその渦か動どう力場の範はん囲い内ないに全てあの魔族が入るかどうか疑ぎ問もんだ。


　巨大すぎる魔族はそれだけで脅きよう威いだ。


「いや──待てよ」


　レイオットは呟く。


　巨大だから手に負えない。それは事実だ。


　だが巨大だからこそ攻せめやすい部分は──無いか？


　例えば──


「早さつ速そく役に立つか？」


　モールドに取り付けられた機械肢アームを一いち瞥べつして呟くと、レイオットは口くち早ばやに〈アクセラレータ〉の呪文を口頭詠唱リアルキヤストする。


「──〈アクセラレータ〉、イグジスト」


　撃発音声トリガーヴオイスと共に弾はじけ飛ぶ三つの拘束度端子。


　同時にレイオットの全感覚が沸ふつ騰とうし、轟ごう音おんの如ごとき耳鳴りが彼の脳を揺ゆさぶる。強きよう制せい的てきに高こう効こう率りつで稼か働どうさせられる肉体の内側で、筋肉が爆ばく発はつ的てきに収しゆう縮しゆくを繰くり返し、血けつ管かんを引き裂さく程ほどの圧力で血ち潮しおが心しん臓ぞうから押おし出されていく。


　レイオットはビルの間から飛び出した。


「あるるるるるるるるるるるる」


　巨大な歩く卵に向けて疾しつ走そうするレイオット。


　手から離はなしたスタッフと散弾銃は自動的に折り畳たたまれた機械肢によって彼の背に固定され、レイオットは全身の平衡バランスを取りながら全力疾しつ走そうする。無論、重量に変化は無いのだが、スタッフや銃という長物を持っている時に比くらべると、格かく段だんに動き易やすい。


「おおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　気力鼓こ舞ぶの為の雄お叫たけびを上げながらレイオットは駆かける。


　相手が巨体という事はその分、小回りが利きかないという事だ。更に言えばミュリエナは未だ『成り立て』で自分の能力を生かし切れていない。破壊力は大きいが雑ざつな攻撃はその証しよう拠こである。


　レイオットは走る。


　勢いをつけ、そのまま壁かべを──


（壁を走るのはそっちの専せん売ばい特とつ許きよじゃないんだ、元〈黒騎士〉）


　──走る。


　強化された脚きやく力りよくで建物の壁を蹴けり、建ち並ぶ建物の壁を斜ななめに横切る様にして、一気にそれらの上に駆け上がる。魔族が放つ電光が次々と彼を追って炸さく裂れつするが、〈アクセラレータ〉で強化された脚力とその反応速度の前に、どの攻撃も虚むなしく虚こ空くうや壁面を灼やくのみである。


　そして──


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　建物の屋根を蹴って跳ちよう躍やくするレイオット。


　同時に──両手を背後に回し、空中でスタッフと散弾銃を引き出す。


「あるくるるるるるるるる！」


　魔族が反応し、新たに球電を生み出すが──


「遅おそい!!」


　レイオットが左手で散弾銃を連れん射しや。


　立て続けに撃ち込まれる銃弾を、しかし魔族の魔力圏が無む効こう化かする。


　しかしそれはつまり魔力圏を『銃弾を止める』事に機き能のう特とつ化かさせている状態だ。魔族は迫せまり来るレイオットと──そして彼が使おうとしている魔法に対する対たい処しよ手しゆ段だんを封ふうじられた状態となる。


　時間にすればほんの瞬まばたき程の隙すき。


　だが加速中のレイオットにとっては充分な隙であった。


　機械肢にスタッフを保ほ持じさせて右手一本で装そう桿かんを操そう作さ──無音詠唱ダムキヤスト。


　選せん択たく呪じゆ文もんは〈アサルト〉。


　しかも──


「だあああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　叫さけびながらレイオットは魔族の巨きよ体たいに──真っ直すぐ飛びつく。


　まるで杭くいを打ち込むかの様にスタッフを掲かかげて。


　硬かたい音と共にスタッフの先せん端たんが魔族の『殻から』に突き立てられ、そして──


「──イグジスト!!」


　最さい大だい威い力りよくで撃ち込まれる〈アサルト〉。


　見えない砲ほう弾だんは零ゼロ距きよ離りで叩き込まれ、その推すい力りよくの殆ほとんどを消しよう費ひして自みずからを魔族の内側深くに侵しん入にゆうさせる。


「イグジスト！」


　更に一発。


　そして──


「あるううううおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」


「お嬢じようさんにはちょっとキツかったか？」


　地面に落下しながらレイオットは皮ひ肉にくな笑えみを仮面の下で浮かべる。


　びしりびしりと音を立てて卵形魔族の『殻』に亀き裂れつが走る。


　内側深くで炸裂した強力な破壊の魔法に、その体組織が耐たえられないのである。


　ぶるぶるとその巨体を震わせながら魔族がその場に立ち竦すくみ、ぼろぼろと亀裂から剝はく離りした殻の断片が地面に落下する。


「ま──卵はいつか割れるもんさ」


　両脚を曲げて着地の衝しよう撃げきを吸収、それでも御ぎよしきれなかった落下速度は転がす事で流し、レイオットは数メルトル離れた場所まで転がってから、身を起こした。


　歩く巨大卵は尚なおもその身をぶるぶると震わせ──


「──！」


　爆裂した。


　大量の破は片へんが路面や雑居ビルの壁面で跳はね回り、更に細かい破片は粉ふん塵じんとなって舞まい上がり辺りの視界を閉とざす。


　だが街がい灯とうを背に立つ魔族の胴体はその殆ほとんどが吹っ飛ばされて消しよう滅めつしていた。


　そして──


「──なにっ!?」




[image: ]


　レイオットが確かく認にんの為に眼めをやった先──腕に巻いた魔力計の針はりは、しかし紅あかい数字の間を小こ刻きざみに動いていた。魔ま力りよくが減げんじていない。


　それはつまり──


「あるるるる──っ!!」


　咆ほう吼こうしながら巨大な二本脚が迫ってくる。


　平へい然ぜんと、二本脚──だけが。


「……なんてこった」


　レイオットは跳はね起きながら、呻うめいた。


「そっちが本体か！」


　粉塵の幕まくを破って姿を現したのは、巨大な──それだけですら三メルトル近くに成長した二本の脚と、それを繫つなぐ股こ関かん節せつだけの異い様ような代しろ物ものだった。人間で言えば臍へそから下が無い。腰こし骨ぼね回り以外は本当に何も無い。


　元より胴体部分は虚きよ飾しよく──〈謡シうンもガのー〉とその周辺以外は空からっぽだったのだ。


「あるるるるるるるるる──きょうもいーてんき～ッ！」


　真夜中で良い天気も何もあったものではないが魔族の言げん動どうに意味を求めてもしょうがない。


　声を発しているのは──やはり〈謡うもの〉だった。


　新たに形成されたそれは、股こ間かんの真ん中、女性性器に相当する部分に何な故ぜか横よこ倒だおしで生はえていた。


「あしたもあさってもよいてんきぃ！」


「──っ！」


　声と共に発はつ生せいした衝撃波がレイオットを吹っ飛ばす。


　近くの路ろ面めんに叩き付けられ──跳ねる。


「ぐっ……く……」


　レイオットは散弾銃を背中から引き出し──撃つ。


　だが筒つつ状じよう弾だん倉そうに残っていた一発を発射すると、空の薬莢シエルを吐はき出し装ボ塡ル桿トは停止。散弾銃はただの鉄てつ棒ぼうと化した。


　無論、たった一発の散弾銃の一撃が魔族に効きく筈も無い。


　レイオットは右手を背後に回し──そして。


「──なんてこった」


　呟く。


　実戦での耐たい久きゆうデータが無かったせいか、それともジャックの設せつ計けいに問題が在ったのか、あるいは問題が無くても仕し方かたが無い事だったのか──機ア械ー肢ムは折れ、スタッフはレイオットから十数メルトル離れた処ところに転がっていた。先に衝撃波で吹っ飛ばされた際さいに、路面を滑っていったらしい。


　身を起こして取りに走ろうとするが──


「てんきてんきおさんぽびよりぃ！」


　今度こそはと立て続けに叩き込まれる球電がレイオットの周りを抉えぐり、弾はじけ、その動きを阻そ害がいする。辛かろうじて〈アクセラレータ〉が効いている為にかわし続けていられるが、スタッフの許に走ってこれを手にする余よ裕ゆうは無い。


　むしろかわし続ける内に、彼とスタッフの距きよ離りは次し第だいに開いていく。


「くそっ──」


　呪文を口頭詠唱リアルキヤストする隙も無い。


　激しい動きは当然にそれだけ呼吸を乱す。〈アクセラレータ〉が効いているならば尚なお更さらの事だ。ましてこの中級魔族を完全に殲せん滅めつする様な魔法となると、追加呪文も含ふくめてどれだけの長い詠唱を必要とするか。


　しかも残り拘束度数は──二。


　口頭詠唱の効こう率りつの悪さを思えば、最も早はや基礎級呪文ベーシツク・スペル一発で勝負するしかない。


　だがそれはとても無理だ。


「……駄だ目めか」


　レイオットは呟つぶやく。


　やはり自分の生命に未み練れんは無い。


　しかし──


（ふん──俺も未練を覚おぼえる位にはなったか？）


　二度とネリンやカペルテータやジャックや──諸もろ々もろの人々と会えなくなる事を惜おしむ気持ちが自分の脳のう裏りを過よぎった事にレイオットはむしろ驚おどろいた。


　そして──


「さんーぽッ！」


　轟ごう音おんと共に巨大な脚が空気を抉えぐり抜いて迫せまる。


　人体の──数倍、いや十数倍の威い力りよくと規き模ぼで迫る壮そう大だいな踵かかと落おとし。


　威い力りよくは破は城じよう槌ついに匹ひつ敵てきするだろう。いくらモールドを着ていても一撃で肉も骨も原げん型けいを留とどめぬ程ほどに叩き潰される──


「──疾ジヤイ！」


　──筈はずだった。


　聞き覚えの在る声と共に銀色の閃せん光こうが迸ほとばしる。


　それは真っ直ぐ風景に一線を引き──そしてその先せん端たんには魔族の〈謡うもの〉が在った。


「あるおうえをわっ!?」


　深ふか々ぶかとその半ばまでを魔族の詠唱用副顔に埋め込んでいるのは──


「……なんだ？」


　呆ぼう然ぜんとそれを見つめるレイオット。


　それは一本の剣だった。


　異様な──まるで機き関かん銃じゆうの銃じゆう身しんをそのまま剣けん身しんに置き換かえたかの様な、ある意味でスタッフとよく似た形けい状じようの、しかしそれは明らかに剣だった。


（──レイオット・スタインバーグ）


　同時に声が何ど処こからか漂ただよってくる。


（私は今あまり力が出ない。それを貸してやる故ゆえに──この場の始し末まつをつけたまえ）


「──ロン・コルグ？」


（ただ一言、撃発音声トリガーボイスと共に魔ま力りよくを注そそぎ込め。さすればアレは君でも使える──急げ！）


　鋭するどく突き刺さる様に響ひびく源流魔法使ルート・ソーサリアンの声。


　レイオットは──地を蹴けった。


　今は逡しゆん巡じゆんしている場合でも突然の再会に動どう揺ようしている場合でもあるまい。


　幸い〈アクセラレータ〉は未いまだ効いている。


「あるるるるおるるおうえうおうえおう」


　未だ混乱している魔族に向かって再び跳ちよう躍やく。


　レイオットは突き刺さっている異い形ぎようの剣の柄つからしき部分に手を掛かけた。


　得え体たいの知れない代しろ物ものだ。迂う闊かつにこの状態で魔法を撃って本当に大丈夫なのかどうか、分からない。下手をすればレイオットも魔族化してしまう可能性も在る。


　だが他ほかに現げん状じよう打だ開かいの方法は無い。


　故ゆえに──


「──イグジスト！」


　撃発音声、詠えい唱しよう。


「──!?」


　ごそりと自分の中から何かが引き抜かれる様な感かん覚かく。


　それが強きよう制せい的てきに残りの拘束度数を──それに相当するだけの魔力を『剣』がレイオットの中から持っていった結けつ果かだという事に気付いたのは、効こう果かが発はつ現げんした時だった。


「おおおおおおううううううううううううおあおあおあおあおあおあおあおあああ!!」


　魔族が絶ぜつ叫きようする。


　轟ごう々ごうと唸うなりを上げながら魔族の周囲で紅あかい光が飛び交かう。


　蛍ほたる火びの様な小さな──しかし遥はるかに速く狂くるおしく飛び回る小さな光の群むれ。


　魔族の魔力圏が異い常じような反応を示しているのである。


　やがて光は互たがいに連れん結けつし、レイオットと魔族を包んで球状となり、更にそれが瞬しゆん間かん的てきに膨ふくれあがり──


　轟音。


　次の瞬間、それは無数の砕さい片へんに切り裂さかれて吹ふっ飛んでいた。


　どういう種類の攻撃が発動したのかはレイオットにも分からない。


　だが魔族は、次の瞬間、魔力圏と同様に無数の破片へと砕くだかれて崩ほう壊かいしていた。


「…………！」


　着地して──呆ぼう然ぜんとその様子を見守るレイオット。


　まるで見えない肉挽ひき機にかけられたかの様だった。巨大な二本脚はぞろりと崩くずれ──腐ふ肉にくの塊かたまりの様になって路面にわだかまる。


　最も早はや脳がどうのという状態ではあるまい。念のためにと確かく認にんした右みぎ腕うでの魔力計の中で、針が急速に危き険けん領りよう域いきから外はずれていくのが見えた。


「…………倒した、か」


　呟いて、レイオットはその場に座り込む。


　これも魔法の効こう果かなのか、それとも元よりそういう物質で構成された肉体であったのか、しゅうしゅうと音を立てながら魔族の肉体は急速に乾かん燥そうし、まるで茶の出で涸がらしの様な状じよう態たいになっていく。


「…………で、一体これは何なんだ」


　呟くも返事は無い。


　レイオットの前で──その異形の『剣』が意味ありげに煌きらめいていた。
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　今日も今日とて妹を宥なだめてから家を出る。


　母の様子は相変わらず──妹の様子も大きな変化は見られない。


　絶ぜつ望ぼうしている訳ではないが楽らつ観かん出来る状じよう況きようでもない。


　そんな事を思いながらエリック・サリヴァンは家の門もん扉ぴを閉じた。


　そこに──


「……あ……あの」


　ふと掛かけられた声に振ふり返る。


　見れば──先日、家の前に集まっていた連中の一人だった。いや、それ以前からでも見み覚おぼえが在る。確か通りを挟はさんで斜ななめ向かいの家に住む若い主しゆ婦ふだった筈はずだ。


「──何か？」


「この間は──ごめんなさいね」


　言ってその主婦は頭を下げた。


「…………」


　エリックは黙だまってその主婦を見つめる。


　よく見れば彼女は何ど処こかやつれた様な印いん象しようが在る。それが先日の一件の為ためなのか、そもそも〈黒騎士〉関連の世せ情じよう不ふ安あんに端たんを発はつするのか、あるいは単純に生活苦なのかはエリックにも分からない。


　ただ──


「……皆みな……気が立って……その……不安で……」


「お気持ちは分かります」


　エリックは溜ため息いきをついて言った。


「僕ぼくも貴方あなた達の立場になれば同じ事をしたかもしれない。いや……似にたような事はした事があります」


「…………」


　顔を上げて目を瞬まばたかせる主婦にエリックは言った。


「だから貴方達を責せめる積もりはないんです、僕は。拳こぶしを振り上げられればこちらも拳を振り上げて殴なぐり掛かかります。でも拳を振り上げるその事自体を咎とがめる積もりは無い。それはもう──誰だれだってしてしまう事だろうから」


「……許してくれるの？」


「許すとか許さないとか。そういう権けん利りは僕には在りません。貴方にも」


「……君は」


　主婦は何かを言いかけて──しかし言葉にならないのか、そのまま再び口をつぐんだ。


「でももし少しでも悪いと思うのなら」


「……思うのなら？」


「その気持ちは忘れないでください。御お願ねがいです」


「…………」


　主婦はしばらく呆ぼう然ぜんとエリックを見つめていたが──


「自信ないけど。頑がん張ばるわ」


「それで、充じゆう分ぶんです」


　言ってエリックは会え釈しやくをすると歩き出す。


　最後に主婦が浮かべた笑みを脳のう裏りに改あらためて描えがき出しながら──エリックは思う。


（僕だって貴方達と大たい差さ無い）


　個々人を見ていなかった。


『一般大たい衆しゆう』だの『近所の人々』だのという大まかな括くくりだけでそれらの人々を理り解かいした様な気になっていた。それは『魔族事件ケースＳＡの関係者』というだけで自分達の『枠わく』から他人を排はい斥せきしようとする人々と、実じつ質しつ的てきには何ら差は無い。


　エリックは自分の食べたパンの数を覚えていない。


　自分の食べたソーセージの数を覚えていない。


　そういう単語と概がい念ねんでくくった、個々の区別の無い『集合体』でしかないからだ。


　でも──


「……ああ、そういう事か」


　知り合いのホルスト教きよう徒とがいつも食事の前に祈いのりを捧ささげているのを彼は知っている。


　無意味な儀ぎ礼れいだと思っていた。食事の度たびにいちいち何を虚きよ礼れいじみた事をしているのかと彼はいつも思っていた。


　だが、あれは──


「受け入れるってそういう事だよな……」


　エリック自身は宗教に興きよう味みは無い。


　祈りの意味をきちんと理解しているホルスト教徒ばかりでもないだろう。


　だが──ホルスト教徒達を見習って食事の前には糧かてとなった者達に感謝を捧げるのも悪くはない。ついつい忘れてしまう事を──自分が『生かして貰もらっている』のだという事を忘れない為に。


　そんな事を考えながらエリックは学校へと急いだ。





　　　　●　　●　　●





「──シャロン」


　しゃがんで手を差し伸のべたカペルテータに黒くろ猫ねこは素す早ばやく走り寄ってきて身をすり寄よせた。


　あまり猫らしくないというか、誰にでも愛あい想その良い猫ではあるのだが、それでも一番世せ話わをしてくれている飼かい主ぬしの事はきちんと覚えているらしい。嬉うれしそうにカペルテータにまとわりつきながらシャロンは甘あまえた声を何度も上げていた。


「シャロンちゃん。元気にしてまちたか？」


　ついつい幼よう児じ言葉になって声を掛かけているのはネリンである。


　この堅かた物ぶつの魔ま法ほう監かん督とく官かんはどうもかなり猫に弱いらしい。シャロンの相手をしている際さいなどは明らかにでれでれと言げん動どうが緩ゆるみまくっている。


　その癖くせ、彼女は自分では猫を全まつたく飼おうとしない。
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　一度その理由を尋たずねたレイオットに、彼女は言った──『そんな事したら私、仕事に出掛けられませんから……』


　まあそれはさておき。


「どうも」


　スタインバーグ邸ていの玄げん関かん先さき。


　レイオットは眼めの前の中年女性に小さく頭を下げた。


「色々と面倒を──」


「いやいや。元々私が押し付けた猫だしね」


　レイオットの台詞せりふを制せいしながら苦く笑しようして答えるのは隣りん家かの主婦にして週一でスタインバーグ邸の掃そう除じに来る家か政せい婦ふ──エレナ・シェリングである。


　小太りの、見るからに『おばさん』といった容よう姿しと雰ふん囲い気きの女性なのだが、不ふ思し議ぎと所しよ帯たい臭くささがあまり感じられない。少女がそのまま歳としを取っていったかの様な……長く生きていればそれだけ身に付いてとれなくなる垢あか染じみた雰ふん囲い気きが薄うすい。仕し草ぐさや表情が潑はつ剌らつとしていて生活に『疲つかれている』人間には決して出せない闊かつ達たつさがそこには在った。


　きっと日々の生活をこの女性は愉たのしんでいるのだろう。


「カペちゃんの躾しつけがいいのか、まあ大人しかったよ」


　彼女はレイオット達が魔ま法ほう管かん理り局きよくに半なかば拘こう束そく状じよう態たいに在った際、シャロンの面めん倒どうを見ていてくれた。ようやく事件が解かい決けつしてレイオット達が家に戻もどるという事で、掃除がてらシャロンを連れてきてくれたのである。


「──お茶を」


　言いながらカペルテータがシャロンを降おろし、奥おくへと歩いていく。


「じゃあ御お言葉に甘あまえるとするかね？」


　肩を竦すくめてそう言うエレナにレイオットも苦く笑しようして頷うなずく。


　カペルテータを除のぞいた大人三名は居間に移動した。


「ひょっとしてあれかい。ずっと留る守すにしてたのは街まちの方で騒さわぎになってた〈黒騎士〉の？」


「……そうですね」


　頷いて言ったのはネリンの方だった。


「詳しよう細さいの発表は明日にでも出ると思いますが」


　レイオットがミュリエナを──彼女が魔族メレヴエレント化した個体を倒たおして今日で三日目。


　実の所、警けい察さつも魔法管理局も〈黒騎士〉事件についてどう発表したものか、多少困こん惑わくしている状態であるらしい。直ちよく接せつの犯人が魔族化して死んでしまった以上、真しん相そうは──少なくとも一いつ般ぱん市民にとっての真相は永遠に闇やみの中だ。またミュリエナの共きよう犯はん者しやであったと思われる兄のカール・メイスンも射しや殺さつ死体で発見された。恐おそらく背景には組そ織しき的てきな力が働いていたと思われるが──それを辿たどる糸はぷっつりと途と切ぎれてしまっていた。


　お陰かげで週刊誌や一部新聞が無む責せき任にんな憶おく測そくを得とく意いげに書き立てているが──実じつ際さいに〈黒騎士〉のモールドの残ざん骸がいの写真が公表され、警察と魔法管理局が〈黒騎士事件〉の終了を宣せん言げんした為、少しずつトリスタン市し街がいは落ち着きを取り戻しつつある。


「何かこう……後あと味あじの悪い事件でしたよね。色々と」


「そうだな」


　珍めずらしくネリンの意見に素す直なおに同どう意いするレイオット。


　確かにトリスタン市を覆おおっていた異い様ような緊きん張ちよう感かんは薄うすれつつある。未まだ三日目とはいえそれが分かる。以前のトリスタン市の空気が戻ってくるのに二週間は必要無かろう。


　だが……これは根こん本ぽん的てきな原因が無くなった訳ではない。


〈憂国騎士団〉は今も活動を続けている。


　同じ様な事件が起これば再び市民は互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きの眼を向け合うだろう。


　自分が生き残る為ために、自分が安心する為に、人々は懐ふところで短剣を握にぎって他人の背中を見つめるのだ。カペルテータの言う様に、人の敵は人であり、人は潜せん在ざい的てきな敵と寄より添そって暮くらしている。


　そしてそれは仕し方かたの無い事だ。


　人は──生命は常つねに生いけ贄にえを求める。何かを壊こわし、潰つぶし、殺し、そうしないと生命は生きていけない。そういう風に出来ている。だからこれはもうどうしようもない事だ。


「なんて言うか……終わった気がしません」


　ネリンは言った。


「むしろこれが始まりみたいな。何かの」


「同感だ……」


　ミュリエナとカールはあの〈黒騎士〉の技術を欲ほしがっている者が居ると言っていた。


　恐おそらくは彼かれ等らに陰かげで資し金きんや武器を提てい供きようしていた集団だろう。そしてそれが国家や企き業ぎようの類たぐいではないらしい事は容よう易いに想像がつく──ルイーゼが看かん破ぱした様に、〈アルカトラ〉のシステムは公的立場を持つ組織が量りよう産さん化かしたり商品化したり出来るものではない。


　では──その組織とは一体何なのか。


　その組織は何を目的にしているのか。


　そして──


（……それらはあるいは、源流魔法使ルート・ソーサリアン達と何か関係が在るのか？）


　レイオットは脳のう裏りに、ミュリエナとの戦いで投げ込まれた異い形ぎようの『剣』の事を思い浮うかべる。あの後──ロンの声は聞こえる様子も無く、レイオットは何となく警察やネリン達が駆かけ付けてくる前にあの『剣』を近くの路ろ地じ裏うらに隠かくした。


　ロンがあの『剣』をレイオットに『託たくした』様な気がしたからである。


　今はあの『剣』はレイオットの連れん絡らくを受けたジャックが回収し、調べている筈はずだ。


　そんな事を考えていると──





　──みあ。





　黒猫のシャロンと共にカペルテータがキッチンワゴンを押して居間に入ってきた。ワゴンの上には香こう茶ちや一式と、そしてクッキーが盛もられた皿が載のっていた。


「あるいはあのメイスン兄妹ですら、これから始まる何かの『生け贄』だったのかもな」


　常に何かが何かを生け贄にしている。


　常に誰かが誰かを犠ぎ牲せいにしている。


　だからこれは──


「……救われない話です」


「元より期待してないがね」


　レイオットは苦く笑しようしながら手を伸ばし、傍かたわらを通り過ぎるワゴンからクッキーの一つを取り上げる。それを口の中に放ほうり込もうとしたレイオットに、先さき程ほどから黙だまって話を聞いていたエレナが言った。


「スタインバーグさん。行ぎよう儀ぎ悪いよ」


「……うん？」


「いただきます位は言うべきだろ。カペちゃんにも、そのクッキーにも」


「…………クッキーにも？」


　レイオットは束つかの間ま、手の中のクッキーを見つめる。


「農のう家かの人が汗あせ水みず垂たらして造つくってんだし。そもそも小こ麦むぎだって生き物だし。そういうのの上にそれはある訳だろ？」


「…………」


　レイオットはしばし黙もつ考こうし──そしてふとネリンの方を振り返る。


　魔法監督官も同じ事を考えていたのか、苦笑を浮かべて頷いた。


「ああ──まあそういう事か。そうだな。そうだ」


「……？」


　エレナが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。


　彼女にすれば至し極ごく当たり前の事を言っただけなのだろう。


　だが──


　そう。それはそういうもの。だから当たり前。


　忘ぼう却きやくするのではなく。


　思し考こう停てい止しするのでもなく。


　無む視しするでも開き直るでもなく。


　受け入れるとはただそういう事なのだろう。


　故ゆえにこそ──


「いただきます」


　言ってからレイオットはクッキーを口の中に放り込んだ。










Ｔｈｅ　ＥＮＤ







　あとがき







　黒騎士。それは──……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………つーかそのネタ上巻あとがき先にやったですね。下巻という事でしょーもないボケは省略しましょう。別にネタ思い付かなかったという事ではないです。ないんですったら。ないですよ？＜しつこい。


　どうも、軽小説屋の[image: ]です。





　なんかこう、最初は一冊のだった筈の「イケニエ～」ですが「あれ？　違う。これも。これもだ。これも書いておかないと」とかやりだすと止まらなくなって上下分冊に。すんません。やはり今回もあまり財さい布ふに優しくないのでした。これでもあっちこっち削けずって可能な限り短くした積もりだったのですが……ううう。


「まあ後半は少なくしますよ」とか担当のたなぽんに言っていたにもかかわらず原稿用紙換算で３６０程になっとりますな。うげえ。まあストジャとしては一巻と並んで薄い方ですが。





　そういえばこのあとがき書いている最中になんか左手が痺しびれてきまして。


　元々肩だの肘だのがやたらと痛くなっていたのですが、某社の仕事で無茶な事をした直後だったので、痛んでも「あー。肩かた凝こりか。でも締め切りあるしなー」とばたばたしていたのです。


　でもさすがに指先が痺れてくるとちょっと「うわ。まずいか？」という気に。常にこう──腕枕長時間した後の様な感覚ですね。微妙に指先の触しよつ覚かくに膜まくがかかってるみたいというか。血行が阻そ害がいされる感じというか。


　で、仕事に一段落付いてから整形外科に行ったら「レントゲン撮りましょう」と。





　で──レントゲンとった結果。


「頚けい骨こつがですね。普通の人と違って貴方は湾わん曲きよくしてないんですよ」


「はあ」


　まあ私は実は顎あごも普通の人より小さいので、今更驚きはしません。というか小学生の頃は歯し科か矯きよう正せいの痛みで夜も眠れないというのを体験してますので自分の骨格が何処かおかしいというのは自覚があるんですな。どうなってんだか私の遺伝子。


「それでこう──吸収力が低いというか。とにかく首の神経が炎えん症しよう起こしてますね」


「はあ」


「さっきぐりぐりした時、左だけ貴方痛がったでしょう。その証拠です。まあ椎つい間かん板ばんヘルニアって可能性もありますが」


「は……はあ……」


「とにかく。しばらく──二週間くらいはマッサージも何もしないで普通に安静にしていてください。風呂は控ひかえること。首を暖あたためてはいけません」


「はあ（昨日、痛いからって長く風呂に入って身体暖めてたのは言わない方がいいのだろうか）」


「あと、炎症を抑おさえるクスリを出します。食後。それから注射」


「はあ」


「首に」


「…………」


　……まあそういう訳で。


　ガクガクブルブルしながら首に注射打ってもらいました。まあ痛くはなかったんですが、なんか首に注射とか言われると無条件で筋きん肉にく弛し緩かん剤ざいとか思い出す私＞変な映画の見過ぎ





　しかし注射打たれながら「ネタになる！」とか思っている訳ですから小説屋というのは因いん果がな商売ですな。十中八九私以外でもそう思うだろうし。ある作家さんなんか気分悪くなってぶっ倒れる直前、別の作家さんに「資料になるから救急車で運ばれていく俺を撮とってくれ」とデジカメ渡してました（笑）。





　まあそれはさておき。





　今回出てくるジャックの「新機軸」ですが。元ネタは実は「エイリアン２」のヴァスケズとドレイクが使っていたスマート・ガンです。ああいうのがあると戦い易やすいのかなあとか思う私。ちなみに旧い映画で恐縮ですが「エイリアン２」は私の心のベスト５に入る映画なのです。何回見たか最も早はやわからん。レーザーで死ぬ程見倒したせいで、ＤＶＤで買い直したらパッケージも開けてなかったりするんですが。





　あと。作中に出てくる「魔神の贈り物」ですが。


　これは元ネタがあります。グイド・カラブレイジの法理学関係の著作だっけか（ちょっと今資料が手元にないので不明／大学の時に授業で使った本にあった）。これ、普通に見るとエグい話なんですが、作中でも言っている通り、『この贈り物』を車とかパソコンとかに置き換えると色々考えさせられる話です。





　さてさて。


　最短ならばストレイトジャケット本編はあと３冊となりまする。まあ本当にそれで終わる事が出来るのか？　と問われると若干自信が無かったりしますが。場合によっては４冊、最終話が上中下巻になったら５冊か。番外編があと２冊出る予定である事を考えると、実は代表作である「棄すてぷり」と変わらない位の冊数になってしまいました。





　いまいち周まわりの状況もあって先の見えないシリーズなんですが、最終話の青写真は出来上がっておりますので、どうか皆様、おつき合いくださいませ。





　また毎度ながら地獄のスケジュールに付き合わせて申し訳ない──たなぽん＆藤ふじ城しろさん＆校正さん＆印刷屋さん＆……もっと多くの方々。


　最早毎度こんな感じなので「次こそは」と言えないのがなんとも。


　でも見捨てないで……





　ではでは。また次の本でお会いしましょう！





　２００６／３／２３


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機


　ＢＧＭ：無し
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